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ぷ
り
の
評
語
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、「
こ
の
よ
う
な
藪や

ぶ

医い

者し
や

の
手
に
か
か
っ
た
ら
、
間

違
い
な
く
命
は
な
い
。」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　　（
附
記
）

　

本
稿
は
、令
和
元
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
、課
題
番
号
一
七
Ｋ
〇
二
四
五
六
「
東

ア
ジ
ア
の
笑
話
と
日
本
語
・
日
本
文
学
に
関
す
る
複
合
的
研
究
」）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。



　
「
漢
方
薬
の
ビ
ャ
ク
キ
ョ
ウ
サ
ン
で
す
よ
。」

　

お
客
さ
ん
は
、
言
っ
た
。

　
「
漢
方
薬
の
ビ
ャ
ク
キ
ョ
ウ
サ
ン
が
、
な
ん
で
生
き
て
い
る
ん
だ
よ
。」

　
「
つ
ま
り
、
わ
し
の
薬
を
食
べ
た
っ
ち
ゅ
う
こ
と
や
ろ
。」

　
　
　
　

（
編
者
の
コ
メ
ン
ト
）薬
箱
の
中
に
こ
そ
、却
っ
て「
生
命
力
」（
＝「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
」）

が
宿
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　

【
訳
者
注
】「
編
者
の
コ
メ
ン
ト
」に
見
え
る「
生
意﹇shēngyi

﹈」と
い
う
語
は
、「
生
命
力
」

と
い
う
意
味
と
、「
商
売
（
ビ
ジ
ネ
ス
）」
と
い
う
二
つ
の
意
味
を
も
つ
掛か

け

詞こ
と
ば

と
な
っ

て
い
る
。

　

『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
第
一
三
九
話
（
巻
二
、
時
笑
・
舛せ

ん

語ご

四
九
、万
暦
四
四
年
（
一
六
一
六
）
序
、

　

東
京
大
学
文
学
部
蔵
本
、
二
七
丁
裏
〜
二
八
丁
表
）

　
　

　
　

人
家
延
醫
至
。

廂
取
藥
。
則
滿
廂
皆
有

　

。﹇
蓋
久
閉
不

開
也
﹈
主
人
指

問
曰
。
此
何
物
。
曰

　

。
主
人
曰

　
　

如
何
活
的
。
醫
曰
他8

吃8

我8

的8

藥8

耳8

　
8

 者8

食8

之8

而8

能8

活8

活8

者8

食8

之8

而8

能8

8

 醫8

家8

眞8

　
 

是8

造8

化8

在8

手8

　

　
　

漢
方
薬
の
ビ
ャ
ク
キ
ョ
ウ
サ
ン

　

あ
る
人
に
招
か
れ
て
、
医
者
が
や
っ
て
来
た
。（
医
者
が
）
箱
を
開
け
て
、
薬
を
取
り
出
そ

う
と
し
た
と
こ
ろ
、
箱
の
中
い
っ
ぱ
い
に
、
木き

食く

い
虫む

し

が
ウ
ヨ
ウ
ヨ
し
て
い
た
。﹇
長
い
間
、

薬
箱
を
閉
め
っ
ぱ
な
し
に
し
て
、
蓋ふ

た

を
開
け
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。﹈（
割
注
）

　

主
人
は
、そ
の
虫
を
指
さ
し
て
、「
こ
れ
は
何
な
ん
だ
よ
。」
と
訊き

い
た
。
す
る
と
医
者
は
、「
漢

方
薬
の
ビ
ャ
ク
キ
ョ
ウ
サ
ン
で
す
。」
と
言
っ
た
。（
そ
れ
を
聞
い
て
）「
漢
方
薬
の
ビ
ャ
ク
キ
ョ

ウ
サ
ン
が
、
な
ん
で
生
き
て
る
ん
だ
よ
。」
と
訊た

ず

ね
る
と
、
医
者
は
言
っ
た
。「
漢
方
薬
の
ビ
ャ

ク
キ
ョ
ウ
サ
ン
が
、
わ
し
の
薬
を
食
べ
た
と
い
う
だ
け
の
こ
と
じ
ゃ
ろ
が
。」

　
　
　
　

（
編
者
の
コ
メ
ン
ト
）
死
ん
で
干
か
ら
び
た
も
の
が
薬
を
食
べ
て
生
き
返
る
と
言
う
な
ら

ば
、
生
き
て
い
る
者
が
こ
の
薬
を
服
用
し
た
ら
、
死
ん
で
干
か
ら
び
る
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。
医
者
と
い
う
も
の
は
、
ま
こ
と
に
造
物
主
の
如ご

と

き
力
を
そ
の
手
に
秘
め

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

『
笑
府
』
第
一
四
一
話
（
巻
四
・
方
術
部
、
泰
昌
元
年
（
一
六
二
〇
）
頃
成
立
か
、
筑
波
大
学

　

中
央
図
書
館
蔵
本
、
四
丁
表
）

　
　

蚕

一
醫
甚
無
生
理
。
忽
求
藥
者
至
。
開
箱
取
藥
。
中
多

虫
。
人

問
此
何
物
。
曰

蚕
。
又、問、
、蚕、如、何、是、活、的、。

曰
。
喫8

我8

藥8

耳8

　
 

只8

怕8

人8

喫8

了8

。
倒8

做8

了8

8

 蚕8

　

和
刻
本『
刪さ

ん

笑し
よ
う

府ふ

』第
六
七
話（
大
本
、風
来
山
人（
平
賀
源
内
）施
訓
、明
和
六
年（
一
七
六
九
）

　

序
、
一
七
丁
表
〜
裏
）

　
　

-

蚕

一
リ
ノ

醫イ
シ
ヤ

甚
タ

無
二

生ク
チ
ス
ギ

-

理
一

。
忽

チ

求
レル

藥ク
ス
リ ヲ

者ト
リ
キ
タ
ル

ノ

至
ル

。
開
レテ

箱
ヲ

取
レル

藥
ヲ

。ナ
カ
ハ
ス
ツ
キ
リ

中
多

ク

-

虫

ム
シ
ダ
ラ
ケ

。
人

問
。
此

レ

何-

物
ソ

。
曰
。

-

ホ
シ
タ
ル
カ
ヒ
コ
蚕
。
又
問
。

-

蚕
ガ

 

如ド
ウ
シ
テ
イ
キ
テ
ヲ
リ
マ
ス
ゾ

-

何
ソ

是
レ

活
的
。
曰

ク

。
喫ヲ

レ
ガ
ク
ス
リ
ヲ
ク
ウ
テ
サ

二ス
ル
ノ
ミ

我
カ

藥
一ヲ

耳

　
余
説

　

ま
た
し
て
も
、
藪や

ぶ

医い

者し
や

を
馬
鹿
に
し
た
話
で
あ
る
。

　

薬
箱
の
中
に
虫
が
湧
い
て
い
る
の
を
見
ら
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
そ
れ
は
ウ
ジ
虫
の
類た

ぐ
い

で
は
な
く
、

死
ん
だ
カ
イ
コ
を
乾
燥
さ
せ
た
漢
方
薬
の
ビ
ャ
ク
キ
ョ
ウ
サ
ン
が
、
わ
し
の
す
ば
ら
し
い
薬
を
食
べ

て
、
生
き
返
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
、
藪や

ぶ

医い

者し
や

が
下
手
な
言
い
訳
を
し
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。

　
『
笑
府
』
所
収
の
類
話
に
は
、「
只8

怕8

人8

喫8

了8

。
倒8

做8

了8

8

 蚕8

（
人
間
が
こ
の
薬
を
服
用
し
た
場
合
、

逆
に
死
ん
だ
カ
イ
コ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。）」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
附
さ
れ
て
お

り
、同
じ
く『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』に
は
、「
8

 者8

食8

之8

而8

能8

活8

、活8

者8

食8

之8

而8

能8

8

 、醫8

家8

眞8

是8

造8

化8

在8

手8

」（
死

ん
で
干
か
ら
び
た
も
の
が
薬
を
食
べ
て
生
き
返
る
と
言
う
な
ら
ば
、
生
き
て
い
る
者
が
こ
の
薬
を
服

用
し
た
ら
、
死
ん
で
干
か
ら
び
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
医
者
と
い
う
も
の
は
、
ま
こ
と
に
造
物

主
の
如ご

と

き
力
を
、
そ
の
手
に
秘
め
て
い
る
の
で
あ
る
。）
と
い
う
、
や
は
り
気
の
利
い
た
、
嫌
味
た
っ
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突
然
お
客
さ
ん
が
や
っ
て
来
て
、「
薬
を
く
れ
。」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
、
箱
を
開
け
て
、
薬
を
取
り

出
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
箱
の
中
に
は
木き

食く

い
虫む

し

が
い
っ
ぱ
い
集た

か

っ
て
い
た
。
お
客
さ
ん
は
（
そ
れ

を
見
て
）、

　
「
こ
れ
は
何
な
ん
だ
よ
。」

　

と
訊た

ず

ね
た
。
医
者
は
言
っ
た
。

　
「
漢
方
薬
の
ビ
ャ
ク
キ
ョ
ウ
サ
ン
で
す
よ
。」

　
　

【
訳
者
注
】「
ビ
ャ
ク
キ
ョ
ウ
サ
ン
」
は
、
白ビ

ヤ
ク

僵キ
ヨ
ウ

菌キ
ン

に
感
染
し
て
死
ん
だ
カ
イ
コ
を
乾
燥
さ

せ
た
漢
方
薬
。
長
さ
二
〜
五
㎝
。
幼
児
性
て
ん
か
ん
の
発
作
な
ど
に
効
く
と
さ
れ
た
。

　　

お
客
さ
ん
は
、
ま
た
訊き

い
た
。

　
「
漢
方
薬
の
ビ
ャ
ク
キ
ョ
ウ
サ
ン
が
、
な
ん
で
生
き
て
い
る
ん
だ
よ
。」

　

医
者
は
、
答
え
て
言
っ
た
。

　
「
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
わ
し
の
薬
を
食
べ
て
、
生
き
返
っ
た
ん
じ
ゃ
ろ
う
。」

　
注○『

訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
術
業
部
（
二
五
丁
表
〜
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
三
・
術
業

部
（
第
一
六
八
話
、
六
丁
表
〜
裏
）。
○

蚕
﹇jiāngcán

﹈＝
漢
方
薬
「
ビ
ャ
ク
キ
ョ
ウ
サ
ン
（
白

僵
蚕
）」「
お
し
ゃ
り
」
の
こ
と
。『
神
農
本
草
経
』（
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
和
刻
、
巻
中
・
一
二

丁
表
）
に
は
「
白
彊
蚕
」
と
見
え
る
。
和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
本
文
中
の
「

蚕
」
に
は
「
オ

シ
ヤ
リ
」
と
い
う
左
訓
が
附
さ
れ
て
い
る
。「

﹇jiāng

﹈」
は
「
死
後
硬
直
」
の
意
。
現
代
中
国

語
で
は
「
僵
」
と
表
記
さ
れ
る
。「

蚕
」
は
、
白ビ

ヤ
ク

僵キ
ヨ
ウ

菌キ
ン

（
ム
ス
カ
ル
ジ
ン
）
の
感
染
に
よ
っ
て

死
ん
だ
カ
イ
コ
ガ
科
カ
イ
コ
の
幼
虫
の
体
を
乾
燥
さ
せ
た
漢
方
薬
。長
さ
二
〜
五
㎝
、直
径
四
〜
七
㎜
。

子
ど
も
の
て
ん
か
ん
の
発
作
や
幼
児
の
夜
泣
き
を
抑
え
た
り
、
道
教
で
人
間
の
体
内
に
宿
っ
て
害
を

な
す
と
さ
れ
る
「
三
虫
」「
三さ

ん

尸し

」
を
追
い
払
う
効
果
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
た
（『
神
農
本
草
経
』）。

な
お
、
現
代
漢
方
医
学
で
も
鎮
痛
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
○
生
理
﹇shēnglǐ

﹈＝
商
売
の
意
（
古

白
話
）。
現
代
中
国
語
「
生
意
﹇shēngyì

﹈」
と
同
じ
。
左
訓
「
シ
ヤ
ウ
バ
イ
」（
商
売
）。
○

虫

﹇zhùchóng

﹈＝
書
物
・
衣
服
・
穀
物
な
ど
に
集た

か

る
小
さ
な
虫
。
木
食
い
虫
。「
蠹
虫
﹇dùchóng

﹈」

と
も
言
う
。
左
訓
「
ム
シ
」（
虫
）。
○
又
問

蚕
如
何
是
活
的
＝（
薬
を
買
い
に
き
た
客
は
）
漢
方

薬
の
ビ
ャ
ク
キ
ョ
ウ
サ
ン
が
ど
う
し
て
生
き
て
い
る
の
で
す
か
と
重
ね
て
質
問
し
た
、
と
い
う
意

味
。
和
刻
本
は
「
又

タ

問
フ

彊、-

蚕
如
何

セ
ハ

是
レ

活
キ
ル
ゾ

的、」
と
す
る
が
、
今
、
中
国
原
本
（
乾
隆
二
六

年
（
一
七
六
一
）
宝
仁
堂
刊
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
本
）
に
拠
り
、
句く

読と
う

の
位
置
お
よ
び
「
彊
」

字
を
「

」
に
改
め
た
。
○
怕
他
不
活
﹇pà tā bù huó

﹈＝「
怕
﹇pà

﹈」
は
、原
義
は
「
恐
れ
る
」「
怖

が
る
」
だ
が
、
こ
こ
は
反
語
表
現
。「（
虫
が
生
き
返
ら
な
い
）
な
ど
と
い
う
心
配
を
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
か
、
い
や
、
そ
の
よ
う
な
心
配
は
い
ら
な
い
」＝「
木き

食く

い
虫む

し

が
生
き
返
ら
な
い
わ
け
が
な
い
。」

と
い
う
意
味
。
左
訓
「
イ
キ
ヌ
ト
云
キ
ツ
カ
ヒ
ハ
ナ
イ
」（
生
き
ぬ
と
云
ふ
気
遣
ひ
は
な
い
）。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、
中
国
笑
話
集
『
笑し

よ
う

林り
ん

評ひ
よ
う

』（
第
一
二
五
話
）、
同
『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
巻
二
時
笑
・
舛せ

ん

語ご

四
九
（
第
一
三
九
話
「

　

」）、
同
『
笑
府
』
巻
四
（
第
一
四
一
話
「

蚕
」）
に
類
話
が
あ
り
、

和
刻
本
『
刪さ

ん

笑し
よ
う

府ふ

』（
大
本
）
第
六
七
話
「

蚕
」
に
、
風
来
山
人
（
平
賀
源
内
）
の
訓
訳
を
附
し

た
『
笑
府
』
本
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
『
笑し

よ
う

林り
ん

評ひ
よ
う

』『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』『
笑
府
』お
よ
び
和
刻
本『
刪さ

ん

笑し
よ
う

府ふ

』の
原
文
は
、以
下
の
通
り
で
あ
る
。

内
容
は
同
じ
だ
が
、
中
国
刊
本
の
文
章
は
、
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
異
な
る
。『
笑し

よ
う

林り
ん

評ひ
よ
う

』『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
に
は
、
拙
訳
を
添
え
る
。『
笑
府
』
の
日
本
語
訳
は
、
松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
上
）』（
岩

波
文
庫
、
一
九
八
三
年
一
月
、
一
三
六
頁
）
を
参
照
。

　

『
笑し

よ
う

林り
ん

評ひ
よ
う

』
第
一
二
五
話
（
内
題
「
笑
林
評
巻
之
上
」、
外
題
「
笑
林
評 

上
」、
万
暦
三
九

　

年
（
一
六
一
一
）
序
、
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）
蔵
本
、
四
七
丁
表
）

一
醫
甚
無
生
理
。
忽
求
藥
者
至 

開
箱
取
藥
。
中
多

　

。
人

問
。
此
何
物
。
答
云

蠶
。
其
人
曰
。

蠶
如
何
活
的
。
曰
喫、我、

藥、耳、。

　

藥
籠
中
。
却
有
生
意
。

　

　

あ
る
医
者
、
ま
っ
た
く
商
売
あ
が
っ
た
り
で
あ
っ
た
が
、
突
然
「
薬
を
く
れ
。」
と
言
う
お

客
さ
ん
が
や
っ
て
来
た
。
箱
を
開
け
て
薬
を
取
り
出
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
中
に
は
木き

食く

い
虫む

し

が
い
っ
ぱ
い
集た

か

っ
て
い
た
。
お
客
さ
ん
は
、

　
「
こ
れ
は
何
な
ん
だ
よ
。」

　

と
訊た

ず

ね
た
。（
医
者
は
）
答
え
た
。
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と
死
ん
だ
子
ど
も
を
取
り
出
し
て
、
そ
れ
を
見
せ
な
が
ら
言
っ
た
。「
も
し
も
こ
ん

な
感
じ
の
痘と

う

瘡そ
う

じ
ゃ
っ
た
ら
、
も
う
治
せ
な
い
か
ら
な
。」 

○ 

ま
た
、
次
の
よ
う
な

話
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
薬
の
処
方
を
誤
っ
て
、子
ど
も
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
の
で（
そ

の
責
任
を
取
っ
て
、
子
ど
も
の
遺
体
を
）
袖
の
中
に
入
れ
て
連
れ
帰
り
、
納
棺
か
ら

埋
葬
ま
で
（
一
切
の
）
葬
儀
を
行
う
こ
と
を
約
束
し
た
。
そ
の
家
の
人
は
、
召
使
い

に
命
じ
て
、
医
者
の
後あ

と

を
つ
け
さ
せ
た
。
橋
の
上
ま
で
や
っ
て
来
る
と
、
突
然
（
医

者
は
）死
ん
だ
子
ど
も
を
取
り
出
し
て
、川
に
投
げ
捨
て
た
。
召
使
い
は
言
っ
た
。「
な

ん
で
投
げ
捨
て
る
ん
じ
ゃ
あ
。」 

医
者
は
「
違
い
ま
す
よ
。」
と
言
い
な
が
ら
、左
の

袖
を
上
に
挙
げ
て
、
こ
う
言
っ
た
。「
あ
ん
た
の
う
ち
の
分
は
、
ほ
れ
無
事
じ
ゃ
わ

い
。」 

愚ぐ

、
案
ず
る
に
、
最
近
の
医
者
は
、
皆
、
見
識
は
狭
い
く
せ
に
、
そ
の
薬
箱

は
馬
鹿
で
か
く
、
そ
の
袖
の
下
と
き
た
ら
、
専も

つ
ぱ

ら
納
棺
と
埋
葬
の
た
め
だ
け
に
用

い
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

『
笑
府
』
第
一
三
七
話
（
巻
四
・
方
術
部
、
泰
昌
元
年
（
一
六
二
〇
）
頃
成
立
か
、
筑
波
大
学

　

中
央
図
書
館
蔵
本
、
三
丁
表
）

　
　

又
（
包
殯

）

有
醫
死
人
児
。
許
以
袖

殯

者
。
其
家
恐
見
欺
。
命
僕
随

之
。
至
橋
中
。
忽
取
死
児
擲
諸
河
。
僕
怒
曰
。
如
何
抛
了
我
家

小
舎
。
醫
曰
。
非
也
。
因8

舉8

左8

袖8

曰8

。
汝8

家8

的8

自8

在8

　

和
刻
本
『
笑
府
』
第
二
三
話
（
半
紙
本
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
九
月
京
都
刊
、
京
都
大
学

　

附
属
図
書
館
蔵
本
、
巻
上
、
六
丁
表
）

有
下

醫
死
二

人
兒
一ヲ

許
ス
ニ

以
二テ

ス
ル

袖
ニ
シ

囘
ト
リ
ヲ
ク

リ

殯-

一ス
ル
ヲ

者
上

其
ノ

家
恐
レ

見レ
ン
ヲ

レ 

欺
カ

命
レ

僕
ニ

隨
シ
ム

　
レ

之 

至
二

橋
中
一ニ 

忽
取
二

死
兒
一ヲ

擲
二ツ

諸
河
一ニ 

僕
怒

テ

曰 

如-

何
ン
ソ

抛
二

了
我

　

家
小
舎
一ヲ 

ノ

曰 

非
也 

因
舉
二

袖
一ヲ

曰 

汝
カ

家
ノ
ハ

的
自
在

リ

　
余
説

　

例
に
よ
っ
て
、
医
療
ミ
ス
で
子
ど
も
を
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
医
者
が
責
任
を
取
っ
て
葬
儀
を
執
り

行
お
う
と
す
る
話
だ
が
、
今
回
の
話
は
、
こ
の
藪や

ぶ

医い

者し
や

、
葬
儀
を
執
り
行
う
と
約
束
し
た
は
ず
の
子

ど
も
の
遺
体
を
川
に
投
げ
捨
て
た
の
か
と
思
っ
た
ら
、
そ
れ
は
別
の
子
の
遺
体
で
し
た
と
い
う
、
笑

う
に
笑
え
ぬ
、
恐
ろ
し
い
話
で
あ
る
。

　
「
小
児
科
﹇xiǎo'érkē

﹈」
と
い
う
言
葉
は
、
現
代
中
国
語
で
も
、
け
ち
く
さ
く
て
取
る
に
足
り
な

い
存
在
を
言
う
罵
語
の
一
つ
だ
が
、
明
清
時
代
の
中
国
に
お
い
て
も
、
通
常
の
医
者
以
上
に
藪や

ぶ

医い

者し
や

が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
次
か
ら
次
へ
と
、
医
療
ミ
ス
に
よ
る
乳
幼
児
の
死
亡
事

故
が
実
際
に
多
発
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
そ
し
て
、袖
の
中
に
す
っ

ぽ
り
収
ま
る
子
ど
も
の
遺
体
と
い
う
の
は
、
間
違
い
な
く
幼い

た
い

気け

な
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
話
は
、
数
限
り
な
い
乳
幼
児
の
命
を
奪
い
、
さ
ら
に
は
そ
の
遺
体
を
丁
重
に
埋
葬
す
る
と
請

け
負
っ
て
お
き
な
が
ら
、
人
の
見
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
殺
し
た
子
ど
も
の
遺
体
を
情
け
容
赦
な

く
投
げ
捨
て
て
い
た
と
い
う
、
世
に
も
残
酷
な
「
小
児
科
」
医
師
た
ち
の
悪
行
三
昧
を
笑
い
飛
ば
そ

う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
代
人
に
は
、楽
し
く
笑
う
こ
と
の
で
き
な
い
話
だ
が
、『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』『
笑

府
』『
笑
林
広
記
』
に
収
録
さ
れ
た
い
ず
れ
の
文
章
も
、
そ
の
タ
ッ
チ
は
軽
や
か
で
明
る
い
。

　　
79
き
よ
う

蚕さ
ん

（
漢
方
薬
ビ
ャ
ク
キ
ョ
ウ
サ
ン
）

原
文

　
　

蚕

一

久
ク

無
二シ

生シ
ヤ
ウ
バ
イ
理
一

。
忽

チ

有
二リ

求
レル

藥
ヲ

者
ノ

至
一ル

。
開
レテ

箱
ヲ

取
レル

藥
ヲ

、
中

ニ

多
二シ

虫
ム
シ

一

。
人
問

フ

此
レ
ハ

是
レ

何
ニ

物
ソ

。
曰

ク

蚕
オ
シ
ヤ
リ

也

、
又

タ

問
フ

-

蚕
如
何

セ
ハ

是
レ

活
キ
ル
ゾ

的
。
荅

テ

曰
ク

。
吃
二

-

了
セ
バ

我
的

ノ

藥
一

。

怕イ
キ
ヌ
ト
云

二ン
ヤ

他
ノ

不キ
ツ
カ
ヒ
ハ
ナ
イ

一
レ

活
、

　
書
き
下
し
文

　
　

き
や
う

蚕さ
ん

一い
ち

医い 
久ひ

さ
し

く 

生せ
い

理り 

無な

し
。
忽た

ち
ま

ち 

薬く
す
り

を
求も

と
む

る
者も

の

の
至い

た

る 

有あ

り
。
箱は

こ

を
開ひ

ら
き

て
薬く

す
り

を
取と

る
、
中な

か

に 

し
ゆ

虫ち
う 

多お
ほ

し
。
人ひ

と 

問と

ふ 

此こ
れ

は
是こ

れ 

何な
に

物も
の

ぞ
。
曰い

は

く 

き
や
う

蚕さ
ん

な
り
、
又ま

た 

問と

ふ 

き
や
う

蚕さ
ん 

如い
か
ん何

せ

ば 

是こ
れ 

活い

き
る
ぞ
。
答こ

た
へ

て
曰い

は

く
。
我わ

れ

の
薬く

す
り

を
吃き

つ

了れ
う

せ
ば
。
他か

れ

の
活い

き
ざ
る
を
怕お

そ
れ

ん
や
、

　
現
代
語
訳

　

あ
る
お
医
者
さ
ん
、（
ま
っ
た
く
患
者
が
来
な
く
な
り
）
長
ら
く
商
売
あ
が
っ
た
り
で
あ
っ
た
が
、
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を
納
棺
し
、
墓
地
に
埋
葬
す
る
こ
と
」「
葬
式
」
の
意
（
第
七
五
話
「
擡
柩
」
に
前
出
）。
左
訓
「
ウ

ケ
ア
フ
テ 

ソ
ウ
レ
イ
ス
ル
」（
請
け
合
ふ
て
、
葬
礼
す
る
）。
○
許
﹇xǔ

﹈＝
…
す
る
こ
と
を
承
諾
し
、

約
束
す
る
、
と
い
う
意
味
。
○
擲
﹇zhì

﹈＝
投
げ
つ
け
る
、
投
げ
捨
て
る
。
○
抛
﹇pāo

﹈＝
放
り
投

げ
る
、
投
げ
捨
て
る
。「
擲
﹇zhì

﹈」
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
。
左
訓
「
ウ
チ
ヤ
ル
」（
打
ち
遣
る
）。
○
小

舎
﹇xiǎo shè
﹈＝
お
坊
ち
ゃ
ま
、
御
令
息
、
若
君
。
高
貴
な
家
柄
の
子
息
の
こ
と
。「
小
舎
人
」「
舎

人
」
と
も
言
う
。『
儒
林
外
史
』
第
二
回
に
「
他
家
顧
小
舎
人
去
年
就
中
了
學
」（
顧
の
坊
っ
ち
ゃ
ま

は
去
年
秀し

ゆ
う

才さ
い

（
生せ

い

員い
ん

と
も
い
い
、
県
学
の
学
生
の
意
）
に
合
格
な
さ
れ
た
。（
稲
田
孝
訳
『
儒
林
外

史
』、
平
凡
社
、
中
国
古
典
文
学
大
系
43
、
一
九
六
八
年
一
〇
月
、
一
六
頁
））
と
あ
る
。
左
訓
「
オ

ム
ス
コ
」（
御
息
子
）。
○
你
家
的
在
這
裏
＝
あ
な
た
の
家
の
（
子
ど
も
の
遺
体
）
は
、
こ
こ
に
あ
り

ま
す
。
左
訓
「
ソ
チ
ラ
ノ
ヽ
ハ 

コ
ヽ
ニ
ア
ル
」。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
巻
一
時
笑
・
澹た

ん

語ご

五
七
（
第
五
七
話
「
包

」）、『
笑
府
』
巻
四
（
第

一
三
七
話
「
又
（
包
殯

）」）
に
類
話
が
あ
り
、『
笑
府
』
所
収
の
本
文
は
、
和
刻
本
『
笑
府
』（
半

紙
本
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
九
月
京
都
刊
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』『
笑
府
』
お
よ
び
和
刻
本
『
笑
府
』（
半
紙
本
、明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
）

収
録
話
の
本
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』『
笑
府
』『
笑
林
広
記
』
の
三
種
は
、
い

ず
れ
も
内
容
も
文
章
も
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、『
笑
府
』
が
最
後
の
一
言
を
「
汝
家
的
自
在
」
と
し
て
い

る
の
に
対
し
、『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
は
「
你
家
的
自
在
」、『
笑
林
広
記
』
は
「
你
家
的
在
這
裏
」
と
し
て

い
る
程
度
の
違
い
が
あ
る
。

　

な
お
、『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
所
収
話
は
、「
包

」
と
い
う
話
の
二
つ
目
の
類
話
（「
或
曰
」）
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
に
つ
い
て
は
、全
文
の
拙
訳
を
載
せ
て
お
く
。『
笑

府
』
の
日
本
語
訳
は
、
松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
上
）』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
一
月
、
一
三
四

頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

　

『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
第
五
七
話
（
巻
一
、
時
笑
・
澹た

ん

語ご

五
七
、万
暦
四
四
年
（
一
六
一
六
）
序
、
東

　

京
大
学
文
学
部
蔵
本
、
三
〇
丁
裏
〜
三
一
丁
表
）

　
　

包
　

一
幼
醫
醫
死
人
兒
。
兒
家
詬
罵
不
已
。
醫
許
以
帶
歸

殯

。
因
納
兒
于
藥
廂
中
。
中
途
。
又
遇
一
病
家
邀
去
。

啓
廂
用
藥
。
誤
露
死
兒
。
病
家
驚
問
。
對
曰
。
這8

是8

我8

帶8

去8

包8

活8

的8

　

一
說
痘
科
醫
痘
兒
而
死
。

向
兒
家
乞
其
死
兒

　

置
藥
廂
中
遇
人
家
請
看
痘

取
出
死
兒
示
之

　

曰
若8

是8

似8

這8

様8

的8

痘8

就8

醫8

不8

得8

的8 

○ 

或
曰
。
醫

　

死
人
兒
。
許
以
袖
回
殯

。
其
家
命
僕
隨
之
。
至
橋

　

上
。
忽
取
死
兒
擲
諸
河
。
僕
曰
。
如
何
抛
了
去
。
醫
曰
。

　

非
也
。
因8

舉8

左8

袖8

曰8

你8

家8

的8

自8

在8  

下
士
曰
。
近

　

來
醫
家
皆8

狹8

小8

其8

箱8

而8

廣8

大8

其8

袖8

專8

爲8

便8

于8

　
 

殯8

8

耳8

　

　
　

葬
儀
を
請
け
負
う

　

あ
る
小
児
科
の
お
医
者
さ
ん
、
薬
の
処
方
を
誤
っ
て
、
子
ど
も
を
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
。
家

の
人
は
、
医
者
を
さ
ん
ざ
ん
罵
倒
し
た
。
そ
こ
で
、
お
医
者
さ
ん
は
、（
子
ど
も
を
死
な
せ
た

責
任
を
取
っ
て
、
子
ど
も
を
自
分
の
）
家
に
連
れ
帰
り
、
納
棺
か
ら
埋
葬
ま
で
（
一
切
の
）
葬

儀
を
行
う
こ
と
を
約
束
し
た
。
そ
こ
で
、（
医
者
は
）
子
ど
も
（
の
遺
体
）
を
薬
箱
の
中
に
入

れ
（
て
、
家
に
連
れ
て
帰
ろ
う
と
し
）
た
。
す
る
と
、
途
中
で
ま
た
、
病
人
の
家
か
ら
、（
子

ど
も
を
診み

て
ほ
し
い
と
い
う
）
お
呼
び
が
か
か
っ
た
。（
次
の
患
者
の
家
で
）
薬
を
取
り
出
そ

う
と
し
て
、
箱
を
開
け
る
と
、（
箱
の
中
に
入
れ
て
い
た
）
子
ど
も
の
遺
体
が
ち
ら
り
と
は
み

出
し
て
し
ま
っ
た
。
患
者
の
家
の
人
は
び
っ
く
り
し
て
、
こ
れ
は
何
だ
と
訊た

ず

ね
た
。（
医
者
は
）

答
え
て
言
っ
た
。

　
「
こ
れ
は
で
す
ね
、
わ
た
し
が
家
に
連
れ
帰
っ
て
、
生
き
返
ら
せ
る
こ
と
を
請
け
負
っ
た
も

の
で
す
よ
。」

　
　
　
　

（
編
者
の
コ
メ
ン
ト
）
一
説
に
、
次
の
よ
う
な
話
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
天て

ん

然ね
ん

痘と
う

の
専
門
医

が
、
痘と

う

瘡そ
う

の
子
ど
も
を
治
療
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
薬
の
処
方
を
誤
っ
て
、（
子
ど
も

を
）
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
。（
医
者
は
）
す
か
さ
ず
、
子
ど
も
の
家
の
人
に
、
そ
の

死
ん
だ
子
ど
も
を
薬
箱
の
中
に
入
れ
さ
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
お
願
い
し
た
。
そ
の
と

き
、た
ま
た
ま
痘と

う

瘡そ
う

を
診み

て
ほ
し
い
と
い
う
人
と
ば
っ
た
り
出
く
わ
し
た
の
で
、パ
ッ
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余
説

　

夫
の
留
守
中
に
四
人
も
子
ど
も
が
で
き
て
い
た
、
と
い
う
だ
け
で
も
、
そ
れ
な
り
に
可お

笑か

し
な
笑

い
話
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
話
は
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
名
前
が
、
す
べ
て
薬
種
商
の
夫
が
商あ

き
な

っ
て

い
る
漢
方
薬
の
名
前
に
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
に
付
け
ら
れ
た
漢
方
薬
の
名
前
は
、「
宿シ

ユ
ク

砂シ
ヤ

」「
遠オ

ン

志ジ

」「
当ト

ウ

帰キ

」「
茴ウ

イ

香キ
ヨ
ウ

」
の
四
種
。

「
宿シ

ユ
ク

砂シ
ヤ

」
に
は
「（
夫
が
）
砂8

浜
に
宿8

を
と
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
を
込
め
た
と
言
い
、「
遠オ

ン

志ジ

」

に
は
「
遠8

く
に
い
る
（
夫
を
）
恋
し
く
想
う
気
持
ち
（『
志8

』）」
を
、「
当ト

ウ

帰キ

」
に
は
「（
夫
が
）
当ま

さ

に
帰か

え

る
べ
し
」
と
い
う
意
味
を
、「「
茴ウ

イ

香キ
ヨ
ウ﹇huíxiāng

﹈」
に
は
「（
夫
が
も
う
す
ぐ
）
家
に
帰
る
（『
回

郷
﹇huíxiāng

﹈』）」
と
い
う
「
深
い
意
味
を
込
め
た
」
な
ど
と
妻
は
言
う
。

　

実
際
に
は
、
夫
が
家
に
い
な
い
の
を
よ
い
こ
と
に
、
次
か
ら
次
へ
と
浮
気
相
手
と
関
係
を
持
ち
、

四
人
も
子
ど
も
を
作
っ
た
と
い
う
、
実
は
間
違
い
な
く
不
貞
極
ま
り
な
い
浮う

わ

気き

女お
ん
な

の
下
手
な
言
い

訳
に
す
ぎ
な
い
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
妻
の
不
貞
行
為
の
内
実
を
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、
夫
は
最
後

に
「
自
分
が
さ
ら
に
あ
と
何
年
も
家
を
留
守
に
し
た
ら
、
も
っ
と
も
っ
と
子
ど
も
た
ち
＝
漢
方
薬
が

増
え
て
、
薬
局
が
一
軒
で
き
て
し
ま
い
そ
う
だ
」
と
言
い
放
つ
。
こ
の
言
葉
は
、
そ
の
解
釈
に
よ
り
、

二
種
類
の
味
わ
い
方
が
可
能
で
あ
る
。
夫
が
妻
の
不
貞
に
気
づ
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
浮う

わ

気き

妻づ
ま

に
対
す
る
辛し

ん

辣ら
つ

な
嫌い

や

味み

の
表
現
で
あ
り
、
夫
が
妻
の
不
貞
に
気
づ
い
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
実
に
脳
天
気
で
鈍
感
な
、
寝
取
ら
れ
亭
主
の
間
の
抜
け
た
台せ

り
ふ詞

と
な
る
。

　

そ
し
て
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
中
国
笑
話
の
類
型
と
し
て
は
、
後
者
の
可
能
性
が
比
較
的
高
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
話
の
場
合
は
、
夫
の
放
っ
た
最
後
の
言
葉
「
依
你
這
等
説
来
（
お
前
の
言

う
通
り
だ
と
す
れ
ば
な
）」
と
い
う
、
不
貞
の
妻
に
釘く

ぎ

を
刺
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る
、

こ
の
微
妙
な
一
言
が
気
に
か
か
る
。

　

ち
な
み
に
、『
笑
府
』
所
収
の
類
話
に
は
、
夫
の
こ
の
一
言
は
な
く
、
男
は
ま
る
で
漢
方
薬
「
敗

亀
板
﹇bàiguībǎn

﹈」
の
よ
う
で
は
な
い
か
と
、
寝
取
ら
れ
亭
主
を
痛
烈
に
揶や

揄ゆ

す
る
コ
メ
ン
ト
が

附
さ
れ
て
い
る
。「
敗
」
は
「
ボ
ロ
ボ
ロ
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
亀
」
に
は
「
寝
取
ら
れ
亭
主
」

と
い
う
意
味
が
あ
る
。
つ
ま
り
、『
笑
府
』
の
話
は
、
寝
取
ら
れ
亭
主
を
か
ら
か
う
意
図
が
明
確
に

示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
『
笑
林
広
記
』
の
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。

　　

78
包ほ
う

殯ひ
ん
れ
ん

（
葬
儀
を
請
け
負
う
）

原
文

　
ウ
ケ
ア
フ
テ
包
二

殯
一

ソ
ウ
レ
イ
ス
ル

有
レリ

二-

死
ス
ル

人-

兒
一ヲ

。許
ス
ニ

以
二テ

ス

袖
ニ
シ

テ

殯-

一ス
ル
ヲ

。其
ノ

家 

恐
レテ

見レ
ン
コ
ト
ヲ

レ

欺
カ

。命
レシ

テ

僕
ニ

随
レハ

シ
ム

之
ニ

。

至
二テ

一
橋
上
一ニ

、
忽

チ

取
二テ

児-

屍
一ヲ

擲
二ス

之
ヲ

河
内
一ニ

。
僕
怒

テ

曰
ク

、如
何

ン
ソ

抛ウ
チ
ヤ
ル

二

-

了
ス

我
カ

家
ノ

小オ
ム
ス
コ舎

一ヲ

。

曰
ク

。

非
也

也
。
因

テ

舉
二テ

左
袖
一ヲ

曰
ク

。
你ソ

チ
ラ
ノ
ヽ
ハ

カ

家
的

ハ

在コ
ヽ
ニ
ア
ル

二リ

這
裏
一ニ

。

　
書
き
下
し
文

　
　

殯ひ
ん
れ
ん

を
包は

う

ず

人じ
ん

児じ

を
医い

死し

す
る 

有あ

り
。
許ゆ

る

す
に 

袖そ
で

に
し
帰か

へ
つ

て
殯ひ

ん
れ
ん

す
る
を
以も

つ

て
す
。
其そ

の
家い

へ 

欺
あ
ざ
む
か

か
れ
ん
こ

と
を
恐お

そ
れ

て
。
僕ぼ

く

に
命め

い

じ
て
之こ

れ

に
随し

た
が

は
し
む
。
一い

ち

橋け
う

上じ
や
う

に
至い

た
つ

て
、
忽た

ち
ま

ち 

児じ

屍し

を
取と

つ

て
之こ

れ

を
河か

内な
い

に
擲て

き

す
。
僕ぼ

く 

怒い
か
つ

て
曰い

は

く
、
如い

か
ん何

ぞ 

我わ

が
家い

へ

の
小せ

う

舎し
や

を
抛は

う

了れ
う

す
。
医い 

曰い
は

く
。
非ひ

な
り
。
因よ

つ

て 

左ひ
だ
り

袖そ
で

を
挙あ

げ

て
曰い

は

く
。
你な

ん
ぢ

が
家い

へ

の
的も

の

は 

這し
や

裏り

に
在あ

り
。

　
現
代
語
訳

　

薬
の
処
方
を
誤
っ
て
、
子
ど
も
を
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
、（
子
ど
も
の
遺
体
を
）
袖
に
収
め

て
家
に
帰
り
、（
子
ど
も
を
死
な
せ
た
責
任
を
取
っ
て
）
納
棺
か
ら
埋
葬
ま
で
（
一
切
の
）
葬
儀
を

請
け
負
う
と
（
医
者
は
）
約
束
し
た
。（
子
ど
も
を
失
っ
た
）
家
の
人
は
、（
医
者
に
）
一
杯
食
わ
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
気
が
気
で
な
か
っ
た
の
で
、
召
使
い
に
命
じ
て
、
医
者
の
後あ

と

を
つ
け
さ
せ
た
。

　

す
る
と
、
あ
る
橋
の
上
ま
で
や
っ
て
来
た
と
き
、
突
然
（
医
者
は
）
子
ど
も
の
遺
体
を
川
の
中
に

投
げ
込
ん
だ
。
召
使
い
は
怒
っ
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

　
「
こ
ら
ぁ
、
ど
う
し
て
う
ち
の
お
坊
ち
ゃ
ま
を
投
げ
捨
て
る
ん
じ
ゃ
あ
。」

　

医
者
は
、「
違
い
ま
す
よ
。」
と
言
い
な
が
ら
、
左
の
袖
を
上
に
挙
げ
て
、
こ
う
言
っ
た
。

　
「
あ
ん
た
の
う
ち
の
分
は
、
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。」

　
注○『

訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
術
業
部
（
二
五
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
三
・
術
業
部
（
第

一
五
八
話
、四
丁
表
）。
○
包
殯
﹇bāo bìnliàn

﹈＝
葬
式
を
請
け
負
う
、と
い
う
意
味
。「
包﹇bāo

﹈」

は
「
包
」
の
正
字
（
旧
字
）。「
請
け
負
う
」「
引
き
受
け
る
」
意
。「
殯

﹇bìnliàn

﹈」
は
「
遺
体
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（
眺
め
て
）
を
附
す
。
○
該
﹇gāi

﹈＝「（
道
理
か
ら
言
っ
て
）〜
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
を
表

す
助
動
詞
。
現
代
中
国
語
「　

」
と
同
じ
。
和
刻
本
は
、「
合
当
」
と
同
じ
く
「
マ
サ
ニ
〜
ベ
シ
」

と
訓よ

ま
せ
て
い
る
。
○

香
﹇huíxiāng

﹈＝
中
国
語
で
は
「
回
郷
﹇huíxiāng

﹈」（
故
郷
に
帰
る
）

と
同
音
。「

」
は
「
茴
」
の
異
体
字
。
中
国
原
本
は
「
茴
」
に
作
る
。
四
番
目
の
子
の
名
前
と
し

て
は
「（
父
親
が
や
っ
と
）
家
に
帰
っ
て
く
る
」
と
い
う
意
味
だ
が
、
こ
の
言
葉
は
、
同
時
に
漢
方

薬
の
名
前
「
ウ
イ
キ
ョ
ウ
（
茴
香
）」
で
も
あ
る
。
漢
方
薬
「
ウ
イ
キ
ョ
ウ
（
茴
香
）」
は
、
セ
リ
科

ウ
イ
キ
ョ
ウ
属
の
多
年
草
。
南
欧
・
イ
ン
ド
・
中
国
東
北
部
・
朝
鮮
半
島
な
ど
の
原
産
。
消
化
を
促
進
、

血
行
を
良
く
す
る
な
ど
の
効
用
が
あ
り
、
冷
え
性
の
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
○
依
你
這
等

来
＝

あ
な
た
が
そ
の
よ
う
に
言
う
の
で
あ
れ
ば
、あ
な
た
の
言
っ
て
い
る
こ
と
に
基
づ
け
ば
、と
い
う
意
味
。

「
依
﹇yī

﹈」
は
、「
依
拠
す
る
」「
基
づ
く
」
意
の
動
詞
。「

」
は
「
説
」
の
俗
字
。「
説
来
﹇shuōlái

﹈」

は
、「
言
う
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
「
説
﹇shuō
﹈」
に
、
話
し
手
の
側
に
話
題
の
中
心
が
近
づ
い

て
い
く
気
持
ち
を
加
え
る
方
向
補
語
「
来
﹇lái
﹈」
が
付
い
た
も
の
。
和
刻
本
は
「
你な

ん
ぢ

が
這し

や

等と
う

に
説と

く

に
依よ

り
来き

た

れ
ば
」
と
訓よ

ん
で
い
る
が
、「
你な

ん
ぢ

が
這し

や

等と
う

に
説い

ひ
来き

た

る
に
依よ

れ
ば
」
と
訓
読
し
た
ほ
う
が

よ
い
。
左
訓
「
サ
ヤ
ウ
ニ
イ
ヤ
レ
バ
」（
左
様
に
言
や
れ
ば
）。
○
一
爿
﹇yì pán

﹈＝
一
軒
の
。「
爿

﹇pán

﹈」（
日
本
漢
字
音
は
「
シ
ョ
ウ
」）
は
、中
国
南
方
の
方
言
で
、商
店
な
ど
を
数
え
る
助
数
詞
（
量

詞
）。
現
代
中
国
語
「

﹇jiān

﹈」
に
相
当
す
る
。
○
開
得
一
爿
山
藥
舗
了
＝
一
軒
の
漢
方
薬
の
店

を
開
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。「
山
藥
」
は
「
ヤ
マ
イ
モ
」
の
こ
と
を
言
う
が
、
こ
こ
で
は
「
山

藥
舗
﹇shānyàopù

﹈」＝「
山
で
取
れ
る
薬
草
で
作
っ
た
漢
方
薬
を
売
る
店
」
と
い
う
意
味
で
用
い

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
中
国
語
文
献
の
用
例
未
詳
。
左
訓「
ク
ス
リ
ミ
セ
ヲ
ダ
ス
デ
ア
ロ
ウ
」（
薬

店
を
出
す
で
あ
ろ
う
）。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
笑
府
』
巻
九
（
第
四
一
五
話
「
薬
名
」）
に
類
話
が
あ
る
。『
笑
府
』
の
日
本
語
訳
は
、

松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
下
）』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
二
月
、
八
六
〜
八
七
頁
）
参
照
。
ま
た
、

和
刻
本
『
笑
府
』（
半
紙
本
、明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
九
月
京
都
刊
）
第
一
三
二
話
（
下
巻
、八
丁
裏
）、

同
『
刪さ

ん

笑し
よ
う

府ふ

』（
大
本
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
序
、
風
来
山
人
（
平
賀
源
内
）
施
訓
）
第
五
八

話
「
薬
名
」
に
、『
笑
府
』
所
収
話
に
よ
る
本
文
と
訓
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

原
本『
笑
府
』、和
刻
本『
笑
府
』、同『
刪さ

ん

笑し
よ
う

府ふ

』の
本
文
は
、以
下
の
通
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
も『
笑

林
広
記
』
と
は
、
文
章
が
異
な
る
。

『
笑
府
』
第
四
一
五
話
（
巻
九
・
閨
風
部
、
泰
昌
元
年
（
一
六
二
〇
）
頃
成
立
か
、
筑
波
大
学

　

中
央
図
書
館
蔵
本
、
一
一
丁
裏
）

　
　

藥
名

一
人
久
客

。
妻
已
育
三
子
矣
。
訝
其
何
以
不
夫
而
孕
。
妻

曰
。
思
君
之
極
。
當
是
結
想
所
成
。
故
命
名
皆
有
深
意
。
長
曰

遠
志
。
想
你
出
行
也
。
次
曰
當

。
想
你

也
。
又
次
曰
茴
郷
。

想
你
回
也
。
夫
曰
。
我
若
再
做
幾
年
客
。
家8

裡8

開8

8

 一8

箇8

生8

藥8

舗8

了8

　

今
正
開
生
藥
舗
。
足
下
亦
是
一
物
。
問
何
物
。
曰
。
敗8

龜8

板8

。

　

和
刻
本
『
笑
府
』
第
一
三
二
話
（
半
紙
本
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
九
月
京
都
刊
、
京
都
大

　

学
附
属
図
書
館
蔵
本
、
下
巻
、
八
丁
裏
）

一
人
久

ク

客
シ

歸
ル 

妻
已

ニ

育
二ス

三
子
一ヲ

矣 

訝
二ル

其
ノ

何
ヲ

以
テ

不
レ

夫
ア
ラ

而
シ
テ

孕
一ム

ヲ 

妻
ノ

　

曰 

思
レフ

君
ヲ

之
極 

當
二

是
結イ

ツ
シ
ン想

ノ

所
一ナ
レル

成
ス 

故
ニ

命
レ

名
ヲ

皆
有
二

深
意
一 

長
ヲ

　

曰
二

遠
志
一ト 

想
二

你
カ

出-

行
一ヲ

也 

次
ヲ

曰
二

當
歸
一ト

。
想
二

你
カ

歸
一ヲ

也 

又
次

ヲ

曰
二

　

香
一ト 

想
二

你
カ

囘
一ヲ

也 

夫
ノ

曰 

我
若

シ

再
ヒ

做
二サ

ハ

幾
年

ノ

客
一ヲ 

家-

裡
開
二キ

得
ン

　

一
箇

ノ

生キ
ク
ス
リ
ヤ

-

藥-

舗
一ヲ

了 

或
聞
レ

之
ヲ

曰 

今
正

ニ

開
二

生
藥
舗
一ヲ 

足
下

モ 

亦

　

是
一-

物 

問
二

何-

物
一ト 

曰 

敗-

龜-

板

　

和
刻
本
『
刪さ

ん

笑し
よ
う

府ふ

』
第
五
八
話
（
大
本
、明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
序
、風
来
山
人
（
平
賀
源
内
）

　

施
訓
、
中
野
三
敏
先
生
蔵
本
、
一
四
丁
裏
〜
一
五
丁
表
）

　
　

藥-

名

一-

人
久ナ

ガ
タ
ビ
ヨ
リ

ク

客
ト
シ
テ

ル

。
妻
已

ニ

育
二ム

三-

子
一ヲ

矣
。
訝イ

ブ
カ
ル

二

其
ノ

何
ヲ

以
テ

不
レシ

テ

夫
ア
ラ

而
孕
一ム

ヲ

妻
ノ

曰
。
思
レフ

君
ヲ

之
極ア

マ
リ

。
當

ニ

是
キ
ガ
コ
リ
テ

結
想
所
レ

成
。
故

ニ

命ツ
ケ
ルレ

名
ヲ

皆
有
二

深
キ

意
一

。
長

ヲ

曰
二

-
志
一ト 

想
二フ

ナ
リ

你
ノ

出-

行
一ヲ

也
。
次

ヲ

曰
二

當-

一ト 

想
二フ

ナ
リ

你
ノ

一ヲ

也
。
又

タ

次
ヲ

曰
二

茴-

郷
一ト

。

想
二フ

你
ノ

囘
一ヲ

也
。
夫
曰

ク

。
我
若

シ

再マ
タ

ヒ

做ナ
ラ
バ二

幾

ナ
ガ
タ
ビ
ヲ
セ
ハ

-

年
ノ

客
一ト

。
家カ

ナ
イ
ニ

-

裡 

開キ
グ
ス
リ
ミ
セ
ヲ
ダ
サ
ズ
ハ
ナ
ル
マ
イ

二キ

得
ン

一
箇

ノ

生-

藥-

舗
一ヲ

了
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た
し
は
家
で
あ
な
た
を
恋
い
慕
う
気
持
ち
を
強
く
激
し
く
持
ち
続
け
ま
し
た
の
で
、『
遠
く
か
ら
恋

し
い
想
い
を
寄
せ
て
い
る
』
と
い
う
意
味
を
込
め
て
『
遠オ

ン

志ジ

﹇yuǎnzhì

﹈』
と
名
付
け
ま
し
た
。

　
　

【
訳
者
注
】「
遠オ

ン

志ジ

」
は
、
漢
方
薬
「
遠オ

ン

志ジ

」
と
同
名
。
ヒ
メ
ハ
ギ
科
の
薬
草
で
、
主
に
去き

よ

痰た
ん

薬や
く

と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

　　

三
番
目
の
子
の
と
き
は
、
あ
な
た
は
仕
入
れ
の
品
物
を
す
っ
か
り
買
い
揃そ

ろ

え
、
も
う
す
ぐ
に
で
も

家
に
帰
っ
て
く
る
に
違
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
の
で
、『
そ
ろ
そ
ろ
家
に
帰
る
に
違
い
な
い
』
と
い

う
意
味
を
込
め
て
『
当ト

ウ

帰キ

﹇dāngguī

﹈』
と
名
付
け
ま
し
た
。

　
　

【
訳
者
注
】「
当ト

ウ

帰キ

」
は
、
漢
方
薬
「
当ト

ウ

帰キ

」
と
同
名
。
セ
リ
科
シ
シ
ウ
ド
属
の
薬
草
で
、
不

妊
症
に
も
効
用
が
あ
る
と
言
う
。

　　

四
番
目
の
子
の
と
き
は
、
何
年
も
何
年
も
あ
な
た
を
待
ち
焦
が
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
逢
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、今
度
こ
そ
、も
う
家
に
帰
っ
て
く
る
は
ず
だ
と
思
い
ま
し
て
、『
故

郷
に
帰
る
』
と
い
う
意
味
の
『
回
郷
﹇huíxiāng

﹈』＝『
茴ウ

イ

香キ
ヨ
ウ﹇huíxiāng

﹈』
と
名
付
け
た
の
で
す
。」

　
　

【
訳
者
注
】「
茴ウ

イ

香キ
ヨ
ウ

」
は
、
漢
方
薬
の
名
前
。
セ
リ
科
ウ
イ
キ
ョ
ウ
属
の
薬
草
で
、
血
行
促
進
、

鎮
痛
な
ど
の
効
用
が
あ
る
。

　　

夫
は
そ
れ
を
聞
く
と
、
大
笑
い
し
て
言
っ
た
。

　
「
ふ
わ
っ
は
っ
は
っ
は
。
お
前
の
言
う
通
り
だ
と
す
れ
ば
、
わ
し
が
ま
た
今
度
、
何
年
か
家
を
空

け
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
し
ま
い
に
は
、
家
で
漢
方
薬
の
店
を
一
軒
、
開
く
こ
と
が
で
き
そ
う
じ
ゃ

わ
い
。（
そ
の
と
き
に
は
、
子
ど
も
が
ど
っ
さ
り
、
い
や
、
漢
方
薬
が
ど
っ
さ
り
で
き
て
い
る
じ
ゃ

ろ
う
か
ら
。）」

　
注○『

訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
術
業
部
（
二
四
丁
裏
〜
二
五
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
三
・

術
業
部
（
第
一
六
四
話
、
五
丁
表
〜
裏
）。
○
販
賣
﹇fànm

ài

﹈＝
品
物
を
仕
入
れ
て
売
る
、
販
売
す

る
。
和
刻
本
は
右
傍
訓
「
ア
キ
ナ
ヒ
ス
ル
モ
ノ
」（
商
ひ
す
る
者
）
を
附
す
。
○
数
載
﹇shùzǎi

﹈＝

数
年
。
○
朝
暮
思
君
。
結
想
成
胎
。
＝
朝
な
夕
な
、
あ
な
た
の
こ
と
を
思
い
続
け
た
結
果
、
恋
し
い

想
い
が
実
を
結
び
、
赤
ち
ゃ
ん
を
身
ご
も
り
ま
し
た
、
と
い
う
意
味
。「
朝
思
暮
想
﹇zhāo sī m

ù 

xiǎng

﹈」
と
い
う
語
は
、
現
代
中
国
語
で
も
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
左
訓
「
オ
モ
ヒ
ガ
コ
リ
テ 

ハ
ラ

ム
」（
想
ひ
が
凝
り
て
、
孕
む
）。
○
家
室
﹇jiāshì

﹈＝
家
族
、
妻
子
、
と
い
う
意
味
。「
室
﹇shì

﹈」

は
「
妻
」
の
意
。
○
宿
舟
沙
畔
﹇sù zhōu shā pàn

﹈＝
小こ

船ぶ
ね

を
海
岸
沿
い
の
岸
辺
に
泊
め
て
、
夜

を
過
ご
す
、
と
い
う
意
味
。
○
宿
砂
﹇sùshā

﹈＝
和
刻
本
は
「
宿
沙
﹇sùshā

﹈」
に
作
る
。
今
、
中

国
原
本
（
乾
隆
二
六
年
（
一
七
六
一
）
宝
仁
堂
刊
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
本
）
に
よ

り
改
め
た
。
中
国
語
で
は
、「
宿
砂
」
と
「
宿
沙
」
は
全
く
同
じ
発
音
だ
が
、
こ
こ
は
漢
方
薬
の
名

前「
宿
砂
」と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
漢
方
薬「
宿
砂
」は
、日
本
語
で
は「
シ
ュ

ク
シ
ャ
（
縮
砂
）」
と
言
い
、
中
国
語
で
は
「
縮
砂

﹇sùshām
ì

﹈」「
砂
仁
﹇shārén

﹈」
な
ど
と

呼
ば
れ
る
。
中
国
南
方（
広
東
省
）お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
原
産
の
薬
草
。
シ
ョ
ウ
ガ
科
の
多
年
生
植
物
。

効
能
と
し
て
は
、
理
気
作
用
、
健
胃
作
用
、
整
腸
作
用
が
あ
り
、
冷
え
性
、
食
欲
不
振
、
嘔
吐
、
下

痢
な
ど
に
良
い
と
さ
れ
る
。
○
遠
志
﹇yuǎnzhì

﹈＝
二
番
目
の
子
の
名
前
で
あ
る
が
、
同
時
に
漢
方

薬
の
名
前
「
オ
ン
ジ
（
遠
志
）」。
ヒ
メ
ハ
ギ
科
の
多
年
生
植
物
の
根
（
イ
ト
ヒ
メ
ハ
ギ
）。
中
国
北

部
、
シ
ベ
リ
ア
、
朝
鮮
半
島
北
部
原
産
。
鎮
静
、
去
痰
、
抗
炎
、
強
壮
な
ど
の
効
能
が
あ
る
。
○
置

貨
完

﹇zhì huò w
ánbèi

﹈＝
仕
入
れ
の
品
（
漢
方
薬
）
を
、
す
っ
か
り
買
い
揃そ

ろ

え
て
。「

」
は

「
備
」
の
俗
字
。
左
訓
「
ニ
モ
ツ 

カ
ヒ
ト
ヽ
ノ
ヘ
」（
荷
物
、
買
ひ
調
へ
）。
○
合
當
﹇hédāng

﹈＝

「
当
然
〜
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
を
表
す
助
動
詞
。
和
刻
本
は
こ
の
二
字
を
合
わ
せ

て
「
マ
サ
ニ
〜
ベ
シ
」
と
訓よ

ま
せ
て
い
る
。
○
當

﹇dāng guī

﹈＝「
も
う
そ
ろ
そ
ろ
帰
っ
て
く
る

べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
が
こ
も
っ
た
三
番
目
の
子
の
名
前
だ
が
、
同
時
に
漢
方
薬
の
名
前
で
も

あ
る
。「
當
」
は
「
当
」
の
正
字
（
旧
字
）。「

」
は
「
歸
（
帰
）」
の
古
字
。
漢
方
薬
「
ト
ウ
キ
（
当

帰
）」
は
、
中
国
・
朝
鮮
半
島
・
日
本
原
産
、
セ
リ
科
シ
シ
ウ
ド
属
の
多
年
草
。
た
だ
し
、
中
国
の

漢
方
薬
で
用
い
ら
れ
た
の
は
「
カ
ラ
ト
ウ
キ
」
と
い
う
品
種
で
あ
り
、
日
本
の
「
ト
ウ
キ
」
と
は
僅

か
に
異
な
る
。
養
血
調
経
作
用
が
あ
り
、
生
理
不
順
や
生
理
痛
、
さ
ら
に
は
不
妊
症
に
も
効
果
が
あ

る
と
言
う
。『
神
農
本
草
経
』（
嘉
永
七
（
一
八
五
四
）
和
刻
、
巻
中
・
三
丁
裏
）
に
も
、
そ
の
名
が

見
え
る
。
○
盼
你
不
到
﹇pàn nǐ bu dào

﹈＝
あ
な
た
を
待
ち
焦
が
れ
て
い
る
の
に
、
あ
な
た
に
逢

え
な
い
、
と
い
う
意
味
。「
盼
﹇pàn

﹈」
は
、「
待
ち
望
む
」「
切
に
希
望
す
る
」
意
の
動
詞
。
動
詞

の
後
に
置
か
れ
た
「
不
到
﹇bu dào

﹈」
は
、
そ
の
動
作
が
達
成
で
き
て
い
な
い
意
を
表
す
結
果
補

語
。
和
刻
本
も
中
国
原
本
（
乾
隆
二
六
年
（
一
七
六
一
）
宝
仁
堂
刊
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村

文
庫
蔵
本
）
も
、
文
字
の
形
は
「
盻
﹇xì

﹈」（
怒
っ
て
睨に

ら

み
付
け
る
）
に
も
見
え
る
が
、
文
意
に
よ

り「
盼
」の
字
形
が
崩
れ
た
も
の
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
和
刻
本
は「
盼
」に
左
訓「
ナ
ガ
メ
テ
」

－－川上　『訳解笑林広記』全注釈（六） 119



補
注

　

こ
の
話
は
、
原
本
『
笑
林
評
』『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』『
笑
府
』、
和
刻
本
『
笑
府
』
な
ど
に
類
話
は
な
い
。

　
余
説

　

相
手
が
あ
ま
り
に
も
身
分
の
高
い
人
だ
っ
た
の
で
、
極
度
の
緊
張
の
た
め
に
萎
縮
し
て
し
ま
っ
た

藪や
ぶ

医い

者し
や

が
、
手
首
で
脈
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
誤
っ
て
手
の
甲
を
押
さ
え
て
し
ま
っ
た

と
い
う
笑
い
話
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
面
白
く
な
い
。「
笑
い
の
ツ
ボ
」
は
、
医
者

の
最
後
の
捨
て
ゼ
リ
フ
に
あ
る
。

　
「
殴
り
た
い
な
ら
殴
っ
て
く
れ
て
も
構
わ
な
い
が
、
あ
ん
た
の
そ
の
手
に
は
、
ま
っ
た
く
脈
が
あ

り
ま
せ
ん
。」

　

こ
の
医
者
は
、
自
分
が
脈
を
と
り
間
違
え
た
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
脈
が
な
い
な

ら
ば
生
き
て
い
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
、
当
た
り
前
の
「
医
学
的
」
知
識
す
ら
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

い
ら
し
い
。
こ
の
話
は
、「
医
学
的
」
知
識
の
欠
如
し
た
、
と
ん
で
も
な
い
「
藪や

ぶ

医い

者し
や

」
を
嘲あ

ざ

笑わ
ら

お

う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
藪や

ぶ

医い

者し
や

」
は
、
こ
の
先
、
医
者
と
し
て
生
き

て
い
こ
う
と
思
っ
て
も
、
お
そ
ら
く
今
度
こ
そ
間
違
い
な
く
、
脈
は
な
い
。

　　
77
取し
ゆ

名め
い

（
名
前
を
付
け
る
）

原
文

　
　

取
レ

名

有
レ

販ア
キ
ナ
ヒ
ス
ル
モ
ノ

二-

賣

藥
材
一ヲ

。
離
レテ

家
ヲ

数-

載
也

。
其

ノ

妻
已

ニ

生
二-

下
ス

四
子
一ヲ

。
一
日
夫

ル

。
問

フ

衆-

子
何

レ
ヨ
リ

来
ル
ト

。
妻
曰

ク

。
為
二メ

ニ

你
カ

出-

外
多-

年
一ナ

ル
カ

。
我

レ

朝-

暮
思
レフ

テ

君
ヲ

。
結オ

モ
ヒ
ガ
コ
リ
テ

-

想
シ
テ

成ハ
ラ
ム

レ

胎
ヲ

、
故

ニ

命
レス

ル

名
ヲ

倶
ニ

暗
ニ

藏
二ス

深
意
一ヲ

。
長

ハ

是
レ

你
チ

乍
チ

離
二レ

家
室
一ヲ

。
宿
二ス

舟
ヲ

沙
畔
一ニ

。
故

ニ

名
二ク

宿
砂
一ト

。
次

ハ

是
レ

你
チ

遠-

郷
ニ

作
レル

客タ
ビ
ヽ
ト ト

。
我

レ

在
レテ

家
ニ

志-

念
ス

。
故

ニ

名
二ク

遠-

志
一ト

。
三

ハ

是
レ

料
ル
ニ

你
チ

置ニ
モ
ツレク

コ
ト

貨カ
ヒ
ト
ヽ
ノ
ヘ

ヲ

完-

シ

。

合マ
サ
ニ

二

當

ベ
シ
ト

帰
一ル
レ

家
ニ

、
故

ニ

喚
二フ

當
一ト

。
四

ハ

是
レ

連-

年
盼ナ

ガ
メ
テ

レシ
テ

你
ヲ

不
レ

到
ラ

。
今

マ

該ベ
シ

二ニ

返
二-

ス

故
郷
一ニ

。
故

ニ

喚
二フ

香
一ト

。
夫―

聞
レテ

之
ヲ

大
笑

シ
テ

曰
ク

。
依
二リ

你
チ
カ

サ
ヤ
ウ
ニ
イ
ヤ
レ
バ

這-

等
ニ

一ニ

来
レ
ハ

。
我

レ

再
ヒ

在-

外
幾
年

セ
バ

。
家-

裡
竟

ニ

開
二キ-

得
一
爿

ノ

山ク
ス
リ
ミ
セ
ヲ
ダ
ス
デ
ア
ロ
ウ

藥
舗
一

了
ラ
ン

。

　

書
き
下
し
文

　
　

名な

を
取と

る

薬や
く

材ざ
い

を
販は

ん

売ば
い

す
る
も
の 

有あ

り
。
家い

へ

を
離は

な
れ

て
数す

う

載さ
い

な
り
。
其そ

の
妻つ

ま 

已す
で

に 

四し

子し

を
生せ

い

下か

す
。
一い

ち

日じ
つ 

夫を
つ
と 

帰か
へ

る
。
問と

ふ 

衆し
う

子し 

何い
づ

れ
よ
り
来き

た

る
と
。
妻つ

ま 

曰い
は

く
。
你な

ん
ぢ

が
出し

ゆ
つ

外ぐ
わ
い 

多た

年ね
ん

な
る
が
為た

め

に
。
我わ

れ 

朝て
う

暮ぼ 

君き
み

を
思お

も

ふ
て
。
結け

つ

想さ
う

し
て
胎た

い

を
成な

す
、
故ゆ

ゑ

に 

名な

を
命め

い

ず
る 

倶と
も

に 

暗あ
ん

に
深し

ん

意い

を

蔵ざ
う

す
。
長ち

や
う

は 

是こ
れ 

你な
ん
ぢ 

乍た
ち
ま

ち
家か

室し
つ

を
離は

な

れ
。
舟ふ

ね

を
沙さ

畔は
ん

に
宿し

ゆ
く

す
。
故ゆ

ゑ

に 

宿し
ゆ
く

砂さ

と
名な

づ

く
。
次じ

は 

是こ
れ 

你な
ん
ぢ 

遠ゑ
ん

郷き
や
う

に
客か

く

と
作な

る
。
我わ

れ 

家い
へ

に
在あ

つ

て
志し

念ね
ん

す
。
故ゆ

ゑ

に 

遠を
ん

志じ

と
名な

づ

く
。
三さ

ん

は 

是こ
れ 

料は
か

る
に 

你な
ん
ぢ 

貨く
わ

を
置お

く
こ
と
完く

わ
ん

備び

し
。
合ま

さ当
に 

家い
へ

に
帰か

へ

る
べ
し
と
、
故ゆ

ゑ

に 

当た
う

帰き

と
喚よ

ぶ
。
四し

は 

是こ
れ 

連れ
ん

年ね
ん 

你な
ん
ぢ

を
盼は

ん

し
て
到い

た

ら
ず
。
今い

ま 

該ま
さ

に
故こ

郷き
や
う

に
返へ

ん

回く
わ
い

す
べ
し
。
故ゆ

ゑ

に 

茴う
い

香き
や
う

と
喚よ

ぶ
。

夫を
つ
と 

之こ
れ

を
聞き

き

て 

大た
い

笑せ
う

し
て
曰い

は

く
。
你な

ん
ぢ

が
這し

や

等と
う

に
説と

く

に
依よ

り
来き

た

れ
ば
。
我わ

れ 

再ふ
た
たび

在ざ
い

外ぐ
わ
い 

幾い
く

年ね
ん

せ
ば
、

家か

裡り 

竟つ
ひ

に 

一い
つ

爿し
や
う

の
山さ

ん

薬や
く

舗ほ

を
開ひ

ら

き
得え 

了を
は

ら
ん
。

　
現
代
語
訳

　

漢
方
薬
に
用
い
る
生し

よ
う

薬や
く

の
材
料
を
商あ

き
な

っ
て
い
る
男
が
、
数
年
間
も
家
を
空
け
て
（
仕
事
に
明
け

暮
れ
て
）
い
た
。
す
る
と
そ
の
妻
は
、（
夫
の
留
守
中
に
）
す
で
に
四
人
も
子
ど
も
を
生
ん
で
い
た
。

あ
る
日
、
夫
が
帰
っ
て
き
て
、

　
「
こ
の
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ど
こ
か
ら
や
っ
て
き
た
の
じ
ゃ
。」

　

と
訊た

ず

ね
た
。
妻
は
言
っ
た
。

　
「
あ
な
た
が
何
年
も
の
間
、
外
に
出
て
い
る
も
の
だ
か
ら
、
わ
た
し
は
、
朝
な
夕
な
、
あ
な
た
の

こ
と
ば
か
り
思
い
続
け
、
そ
の
結
果
、
恋
し
い
想
い
が
実み

を
結
び
、
赤
ち
ゃ
ん
を
身
ご
も
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
子
ど
も
の
名
前
を
付
け
る
と
き
、
ど
の
子
も
み
ん
な
、
名
前
に
こ
っ

そ
り
奥
深
い
意
味
を
込
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

一
番
目
の
子
は
、
あ
な
た
が
突
然
家
族
の
も
と
を
離
れ
、
小こ

船ぶ
ね

を
海
岸
沿
い
の
岸
辺
に
浮
か
べ
、

そ
こ
で
宿
泊
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
て
、『（
夫
は
）
砂
浜
で
夜
を
明
か
し
て
い
る
』
と
い

う
意
味
の
『
宿シ

ユ
ク

砂シ
ヤ

﹇sùshā

﹈』
と
い
う
名
前
に
し
ま
し
た
。

　
　

【
訳
者
注
】「
宿シ

ユ
ク

砂シ
ヤ

﹇sùshā

﹈」
は
、
漢
方
薬
「
宿シ

ユ
ク

砂シ
ヤ

（
縮
砂
）」
と
同
名
。
シ
ョ
ウ
ガ
科
の

薬
草
で
、
冷
え
性
に
効
く
。

　　

二
番
目
の
子
の
場
合
は
で
す
ね
、
あ
な
た
が
故
郷
を
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
で
暮
ら
し
て
お
り
、
わ
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は
、藪や

ぶ

医い

者し
や

家
族
の
四
人
が
発
す
る
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
音
楽
的
な
、最
後
の
七
言
句
の
掛
け
合
い
に
あ
る
。

　　
　

為
人
切
莫
学
行
医8

。（
父
曰い

わ

く
、
人
間
は
、
絶
対
医
者
な
ど
、
す
べ
か
ら
ず
。）

　
　

為
你
行
医
害
老
妻8

。（
母
曰い

わ

く
、
あ
ん
た
が
医
者
な
ど
し
て
い
る
せ
い
よ
、
こ
ん
な
に
私
が
つ

ら
い
の
は
。）

　
　

頭
重
脚
軽
擡
不
起8

。
（
弟
曰い

わ

く
、
う
わ
わ
わ
わ
、
頭
で
か
っ
ち
尻
つ
ぼ
み
、
持
ち
上
げ
ら
れ
な

い
、
ぐ
ら
つ
い
て
。）

　
　

以
後
医
人
揀
痩
的8

。（
兄
曰い

わ

く
、
お
父
ち
ゃ
ん
、
次
か
ら
患
者
を
と
る
と
き
は
、
痩
せ
た
人
だ

け
選
ん
で
ね
。）

　　

ち
な
み
に
、
日
本
語
訳
で
は
、
七
五
調
や
五
七
調
を
用
い
、
原
文
の
滑
稽
味
を
少
し
で
も
醸か

も

し
出

す
よ
う
試
み
た
。

　　
76
医い

按あ
ん

院い
ん

（
地
方
ま
わ
り
の
お
役
人
を
診
察
す
る
）

原
文

　
　

二ス

按
院
一ヲ

一
ア
ゼ
チ
ノ
ク
ハ
ン

按-

臺
患
レフ

病
ヲ

。
接ム

カ
ヘ
テ

レシ
テ

ヲ

胗ミ
ヤ
ク
ヲ
ミ
セ
ル

-

視
セ
シ
ム

。
驚ブ

ル
ブ
ル

-

持
畏オ

ソ
ロ
シ
ガ
ル

-

縮
シ
テ

。
錯

テ

看
二-

了
ス

手
背
一ヲ

。
按-

院
大

ニ

怒
リ

、

責
テ

而
逐
レフ

之
ヲ

。

曰
ク

。
你

チ
ウ
ツ
コ
ト
ハ

打
ツ
ハ

便
ヨ
ク
ウ
チ
テ
モ

チ

打
チ

テ

好
シ

。
只ゝ
是

レ

你
カ

脉ミ
ヤ
ク

-

息
倶

ニ

無
シ-

了
。

　
書
き
下
し
文

　
　

按あ
ん

院ゐ
ん

を
医い

す

一い
ち

按あ
ん

台だ
い 

病や
ま
ひ

を
患わ

づ
ら

ふ
。
医い

を
接せ

つ

し
て
脈み

や
く

視し

せ
し
む
。
医い 

驚き
や
う

持ぢ

畏ゐ

縮し
ゆ
く

し
て
。
錯

あ
や
ま
つ

て
手し

ゆ

背は
い

を
看か

ん

了れ
う

す
。
按あ

ん

院ゐ
ん 

大お
ほ
い

に
怒い

か

り
、
責せ

め

て
之こ

れ

を
逐お

ふ
。
医い 

曰い
は

く
。
你な

ん
ぢ 

打う

つ
は 

便す
な
は

ち 

打う

ち
得え

て
好よ

し
。

只た
だ 

是こ
れ 

你な
ん
ぢ

が
脈み

や
く

息そ
く 

倶と
も

に
無な

し
。

　
現
代
語
訳

　

あ
る
地
方
ま
わ
り
の
お
役
人
さ
ま
、
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
医
者
を
呼
ん
で
、
診み

て
も

ら
っ
た
。
医
者
は
（
相
手
が
あ
ま
り
に
も
身
分
の
高
い
人
な
の
で
）、
び
っ
く
り
仰
天
、
思
わ
ず
ド

ギ
マ
ギ
し
て
し
ま
い
、（
本
来
、患
者
の
手
首
の
内
側
を
押
さ
え
て
脈
を
診み

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
）

間
違
っ
て
手
の
甲
を
押
さ
え
て
脈
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
（
そ
れ
を
見
て
、
と
ん
で
も
な
い
藪や

ぶ

医い

者し
や

だ
と
思
っ
た
）
巡じ

ゆ
ん

按あ
ん

御ぎ
よ

史し

さ
ま
は
カ
ン
カ
ン
に
怒お

こ

り
、

こ
の
医
者
を
追
い
払
っ
た
。（
立
ち
去
り
際
に
）
医
者
は
言
っ
た
。

　
「
お
役
人
さ
ま
、
そ
の
手
で
わ
た
し
を
打ぶ

ち
た
い
と
い
う
の
な
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
構
わ
な
い
の

で
す
が
、
た
だ
で
す
ね
、
わ
た
し
を
打ぶ

っ
て
い
る
あ
な
た
さ
ま
の
そ
の
手
に
は
、
脈
が
ま
っ
た
く
な

い
の
で
す
。」

　
注 ○『

訳
解
笑
林
広
記
』巻
之
上
・
術
業
部（
二
四
丁
表
〜
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
三
・
術
業
部
（
第

一
五
四
話
、
三
丁
裏
）。
○
按
院
﹇ànyuàn

﹈＝
明
清
時
代
の
官
職
「
巡じ

ゆ
ん

按あ
ん

御ぎ
よ

史し

﹇xún'ànyùshǐ

﹈」

の
こ
と
。「
巡じ

ゆ
ん

按あ
ん

御ぎ
よ

史し

」
は
、
地
方
に
派
遣
さ
れ
、
各
地
の
政
治
や
民
情
を
視
察
し
た
。
日
本
で
も
、

奈
良
時
代
に
は
同
様
の
官
職
と
し
て
「
按あ

察ぜ

使ち

」
が
置
か
れ
た
。
和
刻
本
の
「
按
臺
」
に
附
さ
れ
た

左
訓「
ア
ゼ
チ
ノ
ク
ハ
ン
」（
按
察
使
の
官
）は
、こ
の
奈
良
時
代
の
官
職
名
で
あ
る
。
○
按
臺﹇àntái

﹈

＝
巡じ

ゆ
ん

按あ
ん

御ぎ
よ

史し

さ
ま
。「
臺
」
は
「
台
」
の
正
字
（
旧
字
）
で
、
尊
敬
の
気
持
ち
を
表
す
接
尾
辞
。
左

訓
「
ア
ゼ
チ
ノ
ク
ハ
ン
」（
按
察
使
の
官
）。
○
接
﹇jiē

﹈＝
迎
え
る
。「
迎
接
﹇yíngjiē

﹈」
と
も
言
う
。

現
代
中
国
語
と
同
じ
。
左
訓
「
ム
カ
ヘ
テ
」（
迎
へ
て
）。
○
胗
視
﹇zhēnshì

﹈＝
診
察
す
る
。「
胗
」

に
は
「
鳥
の
胃
袋
（
砂
肝
）」
と
い
う
意
味
も
あ
る
が
、
こ
こ
は
「
診
」（
病
状
を
見
る
）
と
同
じ
。

左
訓
「
ミ
ヤ
ク
ヲ
ミ
セ
ル
」（
脈
を
診
せ
る
）。
○
驚
持
畏
縮
﹇jīng chí w

èisuō

﹈＝（
相
手
が
あ
ま

り
に
も
立
派
な
身
分
の
人
な
の
で
）
び
っ
く
り
仰
天
し
、
怖お

じ
気け

づ
い
て
尻
込
み
す
る
、
と
い
う
意

味
。
た
だ
し
、
動
詞
「
驚
﹇jīng

﹈」
の
後
に
置
か
れ
た
「
持
﹇chí

﹈」
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
未
詳
。

左
訓
「
ブ
ル
ブ
ル 

オ
ソ
ロ
シ
ガ
ル
」（
ぶ
る
ぶ
る
恐
ろ
し
が
る
）。
○
打

ツ
ハ

便
チ

打
チ

テ

好
シ

＝（
私
を
）

殴
る
と
い
う
の
な
ら
ば
、
殴
っ
て
も
よ
い
が
。「
便
﹇biàn

﹈」
は
、「
〜
す
る
な
ら
ば
…
し
て
も
よ

い
が
」「
〜
で
あ
れ
ば
、つ
ま
り
…
」
と
い
う
意
味
の
副
詞
。「

﹇de

﹈」
は
「
得
」
の
異
体
字
。「
打

得
好
」
は
、「（
動
詞
）＋
得
＋（
様
態
補
語
）﹈
の
構
文
で
、「
殴
る
」
と
い
う
行
為
の
や
り
方
が
「
好

（
よ
い
）」
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
本
来
は
「
殴
り
方
が
よ
い
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
が
、
こ
こ
は
文
脈
的
に
「
殴
る
と
い
う
の
な
ら
ば
、
殴
っ
て
も
構
わ
な
い
が
」
と
い
う
意
味

に
な
る
。
左
訓「
ウ
ツ
コ
ト
ハ
ヨ
ク
ウ
チ
テ
モ
」（
打
つ
こ
と
は
、よ
く
打
ち
て
も
）。
○
脉
息﹇m

àixī

﹈

＝
脈
拍
の
こ
と
。「
脉
搏﹇m

àibó

﹈」と
も
い
う
。「
脉
」は「
脈
」の
異
体
字
。
左
訓「
ミ
ヤ
ク
」（
脈
）。
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『
笑
顔
は
じ
め
』
第
一
三
話
（
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
頃
序
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
・
霞

　

亭
文
庫
蔵
本
、
一
四
丁
表
〜
一
五
丁
裏
）

　
　

薬く
す
り
ち
か
ひ

医い

者し
や 

く
す
り
ち
が
ひ
を
し
て 

得

意
の
家い

へ

の
番ば

ん

頭と
う

を 

も
り
殺こ

ろ

す 

主
人

大
き
に
怒い

か

り 
御
奉
行
所
へ 

引
つ
れ
て

下け

死し

人に
ん

に 

ね
か
は
う 
と
い
ふ
故 

い
ろ
〳
〵

詫
言
を
し
て 

死し

骸が
い

を
は 
葬ほ

う
む

りり 

少す
こ

し
は 

罪つ
み

を 

つ
く
の
わ
ん
と 
ね
が
ひ

け
れ
ば 

よ
う
〳
〵 

主
人
も 

納な
つ

得と
く

し
て

ゆ
る
し
け
る
ま
ゝ 

医い

者し
や 

よ
ろ
こ
び

人
を
雇や

と
い 

葬
ん
と
思
へ
と
も 

貧ひ
ん

な

れ
は 

家
に
帰
り 

妻さ
い

子し

を 

呼
ン

で

棺く
ハ
ん

を
舁か

き 

行 

途と

中
で 

い
し
や 

人
と

生う
ま

れ
て 

必 

医
者
を
す
る
事
な
か
れ

と 

く
よ
〳
〵
と 

い
へ
ば 

女
房 

恨
て 

お
ま
へ

が 

医
者
ゆ
へ 

此
よ
う
な 

重
ひ 

死
人

を
か
つ
ぐ 

く
る
し
み 

堪た
へ

か
た
し
と 

涙な
み
だ

を
こ
ぼ
し
け
れ
は 

む
す
こ 

も
し 

と
ゝ

さ
ん 

此
度
か
ら 

痩や
せ

た 

病
人 

斗

療
治
を 

し
な
さ
い

　

『
落お

と

し
ば
な
し
』
第
三
三
話
（
五ご

返へ
ん

舎し
や

半は
ん

九く

作
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
刊
、
架
蔵
本
、

　

一
八
丁
裏
）

　
　
　
　

や
ぶ
い
し
や

や
ぶ
い
し
や 

あ
る
所と

こ
ろの
ゐ
さ
ふ
ら
ふ

居
候
を

も
り
こ
ろ
し
け
る
に 

お
や
ぶ
ん

は
ら
を
た
て 

貴き

さ
ま
が 

も
り
こ
ろ
し

た
か
ら 

寺て
ら

へ 

も
つ
て
い
け
と 

い
は
れ

ぜ
ひ
な
く 

死し

人に
ん

を
桶お

け

に
い
れ

ひ
と
り
で
は 

ゆ
か
れ
ぬ
ゆ
へ 

十
一

ば
か
り
の 

む
す
こ
を 

つ
れ
き
た
り

二
人
し
て 

に
な
ひ
行ゆ

き

け
る
が 

む
す
こ
は

お
も
た
い
と
て 

道み
ち

〳
〵
や
す
み
な
が
ら

か
た
を 

い
た
が
り
て 

さ
す
り
な
が
ら

　
　
　

コ
レ 

と
。つ
さ
ん 

こ
ん
ど
か
ら 

れ
う
ぢ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

す
る
な
ら 

子こ

供ど
も

が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ゝ
よ

　　

中
国
笑
話
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
江
戸
小こ

咄ば
な
し

と
し
て
再
生
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
登
場
人

物
の
数
や
役
割
な
ど
、
徐
々
に
変
化
し
て
い
く
さ
ま
が
見
て
取
れ
る
。

　

原
話
で
あ
る
『
笑
林
広
記
』「
擡た

い

柩き
ゆ
う

」
に
登
場
す
る
藪や

ぶ

医い

者し
や

家
族
は
、
父
と
母
と
二
人
の
息
子
、

合
計
四
人
で
あ
り
、
そ
の
四
人
が
そ
れ
ぞ
れ
韻
字
を
用
い
た
七
言
句
で
、
一
人
一
言
ず
つ
ぼ
や
い
て

い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
中
国
笑
話
の
翻
訳
『
笑
林
広
記
鈔
』「
擡モ

タ
グ

レ

柩ヒ
ツ
キ

ヲ

」
で
は
、
父
と
母
と
一
人
の
子
、

三
人
家
族
と
な
っ
て
お
り
、『
笑
林
広
記
鈔
』
を
利
用
し
て
書
か
れ
た
江
戸
小こ

咄ば
な
し

『
笑
顔
は
じ
め
』

「
薬く

す
り

違ち
か
ひ

」
も
、
そ
れ
を
受
け
て
、
父
と
母
と
一
人
の
息
子
の
三
人
家
族
、
そ
れ
か
ら
五
十
年
あ
ま

り
後
に
刊
行
さ
れ
た
江
戸
小
咄
『
落お

と

し
ば
な
し
』
の
「
や
ぶ
い
し
や
」
で
は
、
藪や

ぶ

医い

者し
や

家
族
は
父
と

息
子
の
二
人
で
あ
り
、
柩ひ

つ
ぎ

を
担
ぎ
な
が
ら
、
最
後
に
一
言
ぼ
や
い
て
い
る
の
は
、「
十
一
ば
か
り
の

む
す
こ
」
た
だ
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
話
の
構
造
が
、
よ
り
簡
略
化
さ
れ
、
洗
練
さ
れ
、
日
本
化
さ

れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
余
説

　

こ
の
話
は
、
藪や

ぶ

医い

者し
や

が
自
分
の
医
療
ミ
ス
に
よ
り
患
者
を
死
な
せ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
遺
体
を
運

ぶ
の
が
重
く
て
大
変
だ
か
ら
、
今
度
か
ら
は
軽
く
て
運
び
や
す
い
痩
せ
た
人
だ
け
治
療
し
よ
う
、
な

ど
と
い
う
、
と
ん
で
も
な
く
筋
違
い
の
言
葉
を
、
子
ど
も
の
口
か
ら
言
わ
せ
て
し
ま
う
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
医
者
の
見
立
て
違
い
に
よ
っ
て
患
者
を
死
な
せ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
、
当
時
の
中
国
社

会
を
反
映
し
た
「
藪や

ぶ

医い

者し
や

を
か
ら
か
っ
た
話
」
の
一
つ
で
は
あ
ろ
う
が
、こ
の
話
の
「
笑
い
の
ツ
ボ
」
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入
れ
て
「（
上
方
向
に
）
持
ち
上
げ
る
」
こ
と
が
「
で
き
な
い
」
意
を
表
す
「
方
向
補
語
の
不
可
能
形
」。

肯
定
形
は
「
擡
得
起
」（
持
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
）。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
○

　

﹇diēdie

﹈

＝
お
父
さ
ん
、
お
父
ち
ゃ
ん
。
子
ど
も
が
父
親
を
呼
ぶ
と
き
の
砕
け
た
言
い
方
。
現
代
中
国
語
で
も

用
い
ら
れ
る
。
左
訓
「
ト
ヽ
サ
ン
」。
中
国
原
本
は
「

　

」
の
後
に
句
点
「
。」
を
打
ち
、
次
の
セ

リ
フ
が
前
の
二
人
と
同
様
に
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
七
言
句
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
が
、
和

刻
本
は
こ
の
箇
所
で
句く

読と
う

を
切
ら
な
い
。
○
以
後

人
揀
痩
的
＝
こ
れ
か
ら
は
、（
お
医
者
さ
ん
と

し
て
）
患
者
さ
ん
を
診み

て
あ
げ
る
と
き
に
は
、
痩
せ
た
人
を
選
ん
で
ね
、
と
い
う
意
味
。
藪や

ぶ

医い

者し
や

家

族
の
口
か
ら
出
た
言
葉
は
、
い
ず
れ
も
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
七
言
句
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
母
音

「i

」（「

（
医
）﹇yī

﹈」「
起
﹇qǐ
﹈」「
的
﹇di

﹈」）
で
押
韻
し
て
い
る
。「
的
」
は
、
口
頭
語
と
し

て
は
﹇de

﹈
と
発
音
さ
れ
る
が
、
現
在
で
も
歌
詞
な
ど
の
場
合
に
は
﹇di

﹈
と
読
ま
れ
る
。
和
刻
本

は
「

人
揀
痩
的
」
に
左
訓
「
ヤ
セ
タ
ノ
ヲ
エ
ラ
ン
デ
リ
ヤ
ウ
ヂ
セ
ヨ
」（
痩
せ
た
の
を
選
ん
で
療

治
せ
よ
）
を
附
す
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、原
本
『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』『
笑
府
』
や
和
刻
本
『
笑
府
』
三
種
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、

早
く
伊い

た
み丹

椿ち
ん

園え
ん

『
笑
林
広
記
鈔
』（
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
刊
、
第
四
話
「
擡
柩
」）
に
日
本
語
訳

が
収
め
ら
れ
、
こ
の
和
文
訳
に
基
づ
い
た
小こ

咄ば
な
し

が
『
笑
顔
は
じ
め
』（
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
頃

序
、
第
一
三
話
「
薬く

す
り

違ち
か
ひ

」）
に
収
録
さ
れ
、
ま
た
噺は

な
し

本ぼ
ん

『
落お

と

し
ば
な
し
』（
五ご

返へ
ん

舎し
や

半は
ん

九く

作
、
嘉

永
三
年
（
一
八
五
〇
）
刊
、
第
三
三
話
「
や
ぶ
い
し
や
」）
に
も
、
よ
く
似
た
小こ

咄ば
な
し

が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。

　
『
落お

と

し
ば
な
し
』
に
つ
い
て
、
武
藤
禎
夫
氏
は
、『
噺
本
大
系
』
第
十
六
巻
（
東
京
堂
出
版
、

一
九
七
九
年
一
一
月
）
所
収
の
解
題
（
三
六
二
頁
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

　

本
書
は
、宮
尾
し
げ
を
氏
の
『
小
噺
年
表
』
に
よ
る
と
、五
返
舎
半
九
作
、天
保
八
年
刊
『
落

噺
仕
立
お
ろ
し
』
が
元
板
で
あ
り
、「
嘉
永
元
年
に
梅
亭
金
鵞
作
と
し
て
、
貞
房
の
画
の
表
紙

を
つ
け
『
臍
の
茶
わ
か
し
』『
忠
孝
昔
ば
な
し
』、
嘉
永
三
年
に
『
落
ば
な
し
』
と
改
題
、
半
九

の
自
序
よ
り
其
ま
ま
再
摺
さ
れ
る
」
と
あ
る
。
架
蔵
本
の
序
は
、
た
し
か
に
年
時
を
削
っ
た
と

み
ら
れ
、
た
だ
「
初
春 

五
返
舎
半
九
述
」
と
の
み
残
る
が
、
そ
こ
に
天
保
八
年
の
年
記
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
序
を
書
い
た
五
返
舎
半
九
の
作
で
あ
り
、
底
本
の
表
紙
絵
に
あ
る
「
梅
亭
金

鵞
作
／
橘
蝶
楼
貞
房
画
」
は
画
家
は
と
も
か
く
、
作
者
名
は
再
板
時
の
細
工
で
あ
る
。

　　

五ご

返へ
ん

舎し
や

半は
ん

九く

作
『
落
噺
仕
立
お
ろ
し
』（
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
刊
）
は
、
国
立
国
会
図
書
館

に
現
存
す
る
よ
う
だ
が
、
未
見
。
な
お
、
架
蔵
の
『
落お

と

し
ば
な
し
』
表
紙
絵
に
も
、「
庚
戌
春
新
版
」

と
刻
さ
れ
て
い
る
。「
庚こ

う

戌じ
ゆ
つ

」
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
を
指
す
。

　　
『
笑
林
広
記
鈔
』『
笑
顔
は
じ
め
』『
落お

と

し
ば
な
し
』
の
本
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
笑
林
広

記
鈔
』
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
翻
刻
（『
噺
本
大
系
』
第
二
十
巻
に
影
印
あ
り
）、『
笑

顔
は
じ
め
』
は
東
京
大
学
総
合
図
書
館
霞
亭
文
庫
蔵
の
ウ
ェ
ブ
公
開
画
像
デ
ー
タ
に
よ
る
翻
刻
（『
噺

本
大
系
』
第
十
二
巻
に
翻
刻
あ
り
）、『
落お

と

し
ば
な
し
』
は
架
蔵
本
に
よ
る
翻
刻
（『
噺
本
大
系
』
第

十
六
巻
に
影
印
お
よ
び
翻
刻
あ
り
）
で
あ
る
。

　　

な
お
、『
笑
林
広
記
』
所
収
「
擡
柩
」
は
、『
中
国
笑
話
選 

江
戸
小
咄
と
の
交
わ
り
』（
松
枝
茂

夫
・
武
藤
禎
夫 

編
訳
、
平
凡
社
、
東
洋
文
庫
24
、
一
九
六
四
年
八
月
、
二
六
五
〜
二
六
六
頁
）、『
歴

代
笑
話
選
』（
松
枝
茂
夫
訳
、
平
凡
社
、
中
国
古
典
文
学
大
系
59
、
一
九
七
〇
年
五
月
、
三
五
八
〜

三
五
九
頁
）
に
も
翻
訳
が
備
わ
る
。

　

『
笑
林
広
記
鈔
』
第
四
話
（
伊
丹
椿
園
訳
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
刊
、
京
都
大
学
附
属
図

　

書
館
蔵
本
、
二
丁
表
〜
裏
）

　
　
　
　

擡モ
タ
グ

レ

柩ヒ
ツ
キ

ヲ

醫
師 

薬
リ
違チ

ガ

ヒ
ニ
テ 

ア
ル
家
ノ
僕ボ

ク

ヲ
殺コ

ロ

ス 

主
人 

大
ニ
憤

イ
キ
ド
フ

リ 

多
ク
ノ
僕
ニ
命
シ
テ 

打テ
フ

擲チ
ヤ
クセ

シ
メ 

且カ
ツ 

官コ
ウ
ギ

ニ
告ツ

ゲ

ン
ト
ス 

醫 

サ
マ

ザ
マ
哀カ

ナ
シ

ミ 

ワ
ビ
テ 

死シ

骸ガ
イ

ヲ
葬ホ

フ
ム

リ 

ス
コ
シ
ク
罪
ヲ 

謝シ
ヤ

セ
ン
ト
云 

主

人 

ヤ
ウ
ヤ
ク
是
ヲ
許ユ

ル

ス 

醫ヰ 

喜
ン
テ 

人
ヲ

ヒ
ヤ
ト

 

葬
ラ
ン
ト
思
ヘ

ト
モ 
貧マ

ヅ

シ
ケ
レ
ハ 

家
ニ
歸
リ 

妻
子
ヲ
呼
来
リ 

柩ヒ
ツ
ギ

ヲ
擡モ

タ
ゲ

テ

行
ケ
ル 
中
途ト

ニ
テ 

自
ラ
嘆タ

ン

シ
テ
曰 

人
ト
生
レ
テ 

必
ス 

醫
ヲ

學
フ
コ
ト
ナ
カ
レ 

妻
ハ
夫
ヲ
恨ウ

ラ

ミ
テ
曰 

汝ナ
ン
ヂ

ガ
醫
ヲ
ナ
ス
ユ
ヘ
ニ

カ
ク
ノ
コ
ト
ク

如
此 

肥コ
ヘ

テ
重
キ
死シ

骸ガ
イ

ヲ
カ
ク
ノ
苦ク

ル
シ

ミ
ニ
堪タ

ヘ

ガ
タ
シ
ト
詈ノ

ヽ
シ

ル

子
ノ
曰

ト
ヽ

 

々サ
マ 

是
ヨ
リ
ハ 
痩ヤ

セ

タ
ル
人
ノ
ミ
ヲ
療レ

ウ

治ヂ

ア
レ
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ま
せ
。」

　

そ
こ
で
主
人
は
許
し
て
や
っ
た
も
の
の
、
医
者
は
貧
苦
に
喘あ

え

い
で
お
り
、
人
を
雇や

と

う
余
裕
な
ど
な

い
。
家
に
は
二
人
の
息
子
と
夫
と
妻
と
、（
全
部
で
）
合
わ
せ
て
四
人
い
る
の
で
、（
家
族
四
人
で
力

を
合
わ
せ
）
み
ん
な
で
柩ひ

つ
ぎ

を
担
い
で
行
く
こ
と
に
し
た
。
途
中
ま
で
や
っ
て
来
て
、
医
者
は
溜た

め

息い
き

ま
じ
り
に
呟つ

ぶ
や

い
た
。

　
「
人
間
は
、
絶
対
医
者
な
ど
、
す
べ
か
ら
ず
。（
為
人
切
莫
学
行
医8

）」 

　

す
る
と
、
妻
は
夫
を
責
め
て
、
こ
う
言
っ
た
。

　
「
あ
ん
た
が
医
者
な
ど
し
て
い
る
せ
い
よ
、
妻
の
私
が
つ
ら
い
の
は
。（
為
你
行
医
害
老
妻8

）」 

　

下
の
息
子
は
、
こ
う
言
っ
た
。

　
「
う
わ
わ
わ
わ
、
頭
で
っ
か
ち
尻し

り

つ
ぼ
み
、
持
ち
あ
げ
ら
れ
な
い
、
ぐ
ら
つ
い
て
。（
頭
重
脚
軽
擡

不
起8

）」

　

上
の
息
子
は
、
言
っ
た
。

　
「
お
父
ち
ゃ
ん
。
こ
れ
か
ら
患
者
を
と
る
と
き
は
、
痩
せ
た
人
だ
け
選
ん
で
ね
。（
以
後
医
人
揀
痩

的8

）」

　
注○『

訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
術
業
部
（
二
四
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
三
・
術
業
部
（
第

一
四
四
話
、
一
丁
裏
）。
○
術
業
部
﹇shùyè bù

﹈＝
医
術
や
専
門
的
な
技
能
を
も
つ
職
人
た
ち
の

笑
話
を
集
め
た
部
門
、
と
い
う
意
味
。
藪や

ぶ

医い

者し
や

・
床
屋
・
酒
屋
な
ど
を
か
ら
か
う
も
の
が
多
い
。『
笑

府
』
巻
四
「
方
術
部
」
お
よ
び
巻
五
「
広
萃
部
」
に
相
当
す
る
。
中
国
刊
本
『
新
鐫
笑
林
広
記
』
に

は
「
術
業
部
」
と
し
て
七
三
話
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
和
刻
本
は
そ
の
う
ち
の
二
一
話
を
採
録
す
る
。

な
お
、
遠と

お

山や
ま

荷か

塘と
う

は
、
和
刻
本
「
譯
解
笑
林
廣
記
目
次
」（
一
丁
表
）
に
お
い
て
、「
術
業
部
」
を

「
郎イ

シ
ヤ中 

画ヱ
カ
キ工 

做シ
ヨ
ク
ニ
ン工

ナ
ト
ノ
差シ

ソ
コ
ナ
イ過

タ
ル
可オ

カ
シ
キ笑

コ
ト
ヲ
コ
ヽ
ニ
ア
ツ
ム
」（
術
業
部
に
は
、
医
者
や

画
家
や
職
人
な
ど
の
失
敗
譚
を
収
録
す
る
。）
と
説
明
し
て
い
る
。
○
医
死
﹇yī sǐ

﹈＝
医
者
が
治
療

に
失
敗
し
、患
者
を
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
、と
い
う
意
味
。「
医
﹇yī

﹈」
は
、こ
こ
で
は
「
治
療
す
る
」

意
の
動
詞
。「
死
﹇sǐ

﹈」
は
、
動
詞
の
後
に
置
か
れ
、
そ
の
動
作
の
結
果
が
ど
う
な
っ
た
か
を
表
す

結
果
補
語
。
左
訓「
モ
リ
コ
ロ
ス
」（
盛
り
殺
す
）。「
盛
り
殺
す
」は
、医
者
が
患
者
に
誤
っ
た
薬
を「
盛

り
」（
＝
飲
ま
せ
て
）
殺
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
意
味
。
○
呼
﹇hū

﹈＝（
人
を
）
呼
ん
で
〜
さ
せ
る
。

こ
こ
で
は
、
大
勢
の
召
使
い
た
ち
を
呼
び
寄
せ
、
医
療
ミ
ス
で
患
者
を
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
医
者
を

ボ
コ
ボ
コ
に
殴
ら
せ
る
意
。
和
刻
本
は
、「
呼
」
を
「
よ
ぶ
」
と
は
訓よ

ま
ず
、「
〜
を
し
て
…
せ
し
む
」

と
訓
読
さ
せ
て
い
る
。
古
典
的
な
漢
文
訓
読
に
は
見
ら
れ
な
い
、
珍
し
い
訓よ

み
方
で
あ
る
。
○
毒

打
﹇dúdǎ

﹈＝
ひ
ど
く
殴
る
、
ぶ
ち
の
め
す
、
ボ
コ
ボ
コ
に
す
る
、
袋ふ

く
ろ

叩だ
た

き
に
す
る
。
○
跪
求
至

再
﹇guì qiú zhì zài

﹈＝
跪

ひ
ざ
ま
ず

い
て
（
自
ら
の
罪
を
許
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
）
再
三
再
四
、
何
度

も
何
度
も
お
願
い
し
た
、と
い
う
意
味
。「
求
」
は
、「
も
と
め
る
」
意
で
は
な
く
、「
お
願
い
す
る
」「
懇

願
す
る
」
意
。
左
訓
「
ア
ヤ
マ
ル
コ
ト
サ
イ
サ
ン
」（
謝
る
こ
と
再
三
）。
○

打
可
免
。
官

難

。

＝
個
人
的
に
殴
り
と
ば
し
て
（
懲こ

ら
し
め
て
）
や
る
の
は
許
し
て
や
っ
た
と
し
て
も
、（
医
療
ミ
ス

に
よ
り
人
を
殺
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
い
ず
れ
に
し
て
も
）
公

お
お
や
けの

場
に
出
て
、
法
の
裁
き
を
受
け

る
こ
と
は
免
れ
が
た
い
、と
い
う
意
味
。「

」
は
「
私
」
の
異
体
字
。「
可
免
﹇kě m

iǎn

﹈」
は
「
難

免
﹇nánm

iǎn

﹈」（
免
れ
が
た
い
）
の
対
義
語
。「

﹇ráo

﹈」
は
「
許
す
」「
容よ

う

赦し
や

す
る
」「
勘
弁

す
る
」
意
。「

」
は
「
法
」
の
異
体
字
。
左
訓
「
ナ
イ
シ
ヤ
ウ
ニ
テ 

ウ
ツ
ノ
ハ 

ユ
ル
サ
ル
レ
ト

モ 

オ
モ
テ
ニ
ダ
セ
バ 

ユ
ル
サ
レ
ヌ
」（
内
証
に
て
打
つ
の
は
許
さ
る
れ
ど
も
、
表
に
出
せ
ば
許
さ

れ
ぬ
）。
○
送
官
懲
治
﹇sòng guān chéngzhì

﹈＝
役
所
に
引
き
渡
し
て
、処
罰
す
る
、と
い
う
意
味
。

左
訓
「
タ
ツ
シ
ニ
シ
テ 

ミ
セ
シ
メ
」（
達
し
に
し
て
、見
せ
し
め
）。「
達
し
に
し
て
見
せ
し
め
」
と
は
、

「
官
か
ら
広
く
告
げ
知
ら
せ
て
」
つ
ま
り
「
役
所
に
突
き
出
し
て
」
と
い
う
意
味
。
○
殯
﹇bìnliàn

﹈

＝
遺
体
を
柩ひ

つ
ぎ

に
納
め
（「

」）、
墓
地
に
埋
葬
す
る
（「
殯
」）
意
。
左
訓
「
ソ
ウ
サ
ウ
セ
ン
」（
葬

送
せ
ん
）。
○
無
力

募
﹇w

ú lì gùm
ù

﹈＝（
お
金
を
支
払
っ
て
）
人
を
雇や

と

う
力
が
な
い
、
と
い
う

意
味
。
左
訓
「
ヤ
ト
ヒ
ビ
ト
ガ
デ
キ
ヌ
」（
雇
い
人
が
で
き
ぬ
）。
○
家
有
二
子
。
夫
妻
四
人
、
共
来

擡
柩
。＝
家
に
は
二
人
の
息
子
と
夫
婦
二
人
の
合
計
四
人
が
お
り
、
そ
の
家
族
四
人
が
全
員
揃そ

ろ

っ
て

棺か
ん

桶お
け

を
担
ぎ
に
来
た
、
と
い
う
意
味
。
和
刻
本
は
「
家
有
二リ

二-

子
一

。
夫
妻
四
人
共

ニ

来
テ

擡
レス

柩
ヲ

。」

と
句く

読と
う

を
切
り
間
違
え
て
い
る
。
中
国
原
本
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
、
乾
隆
二
六
年

（
一
七
六
一
）
宝
仁
堂
刊
本
）
は
、「
家
有
二
子
」
で
句く

読と
う

を
切
ら
ず
、「
家
有
二
子
夫
妻
四
人
。
共

来
擡
柩
。」
と
読
ん
で
い
る
。
今
、
中
国
原
本
の
句く

読と
う

に
従
っ
て
解
釈
す
る
。
○
害
﹇hài

﹈＝
不
利

益
を
も
た
ら
す
、損
失
を
与
え
る
。
こ
こ
は
、妻
に
苦
労
を
か
け
る
意
。
左
訓
「
ク
ラ
ウ
カ
ケ
ル
」（
苦

労
か
け
る
）。
○
頭
重
脚
軽
擡
不
起
＝（
大
人
二
人
と
子
供
二
人
で
、
遺
体
の
入
っ
た
棺か

ん

桶お
け

を
担
ご
う

と
し
て
い
る
の
だ
が
）
脚
よ
り
も
頭
の
ほ
う
が
重
す
ぎ
て
（
う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
ず
、
子
ど
も

の
力
で
は
）
持
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
意
味
。
左
訓
「
ヒ
ヨ
ロ
ヒ
ヨ
ロ
シ
テ 

カ
ツ

ガ
レ
ヌ
」（
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
し
て
担
が
れ
ぬ
）。「
擡
不
起
﹇tái bu qǐ

﹈」
は
、
動
詞
「
擡
」（
担
ぐ
）

と
方
向
補
語
「
起
」（
上
方
向
に
起
き
上
が
っ
て
い
く
方
向
性
を
表
す
）
の
間
に
否
定
詞
「
不
」
を
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『
笑
得
好
二
集
』（
石せ

き

成せ
い

金き
ん

撰
、
乾
隆
四
年
（
一
七
三
九
）
刊
）

　
　

講
趙
錢
孫
李
（
笑
有
錢
騙
人
的
。）

童
子
讀
百
家
姓
。
首
句
求
師
講
解
。
師
曰
。
趙
是
精
趙
的
趙
字
。
因
蘇
州
人
說
放
肆
爲
趙
也
。

錢
是
有
銅
錢
的
錢
字
。
孫
是
小
猴

的
孫
字
。
李
是
張
三
李
四
的
李
字
。
童
子
又
問
。
此
句
可

倒
轉
來
也
講
得

。
師
曰
。
也
講
得
。
童
曰
。
如
何
講
得
。
師
曰
。
姓
李
的
小
猴

。
有
了
幾

個
銅
錢
就
精
趙
起
來
。

　
余
説

　

こ
の
話
は
、『
百ひ

や
つ

家か

姓せ
い

』
と
い
う
一
八
世
紀
の
中
国
に
お
け
る
初
等
教
育
用
テ
キ
ス
ト
を
ダ
シ
に
、

李り

と
い
う
姓
の
「
に
わ
か
成な

り

金き
ん

」
を
馬ば

鹿か

に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

近
世
後
期
（
一
九
世
紀
）
の
日
本
に
お
い
て
は
、
経け

い

典て
ん

の
解
釈
を
ね
じ
曲
げ
て
遊
ぶ
「
枉お

う

解か
い

も

の
」
と
呼
ば
れ
る
漢
文
戯
作
が
流
行
し
た
が
、『
笑
林
広
記
』
の
こ
の
話
は
、
経
典
で
は
な
い
も
の

の
、
知
識
階
級
に
属
す
る
当
時
の
幼
い
子
ど
も
た
ち
が
誰
し
も
暗
唱
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
『
百ひ

や
つ

家か

姓せ
い

』
と
い
う
基
本
テ
キ
ス
ト
の
文
章
を
弄
ぶ
と
い
う
点
に
お
い
て
、「
枉お

う

解か
い

も
の
」
と
一
脈
相
通
じ

る
も
の
が
あ
る
。

　

こ
の
話
は
、
具
体
的
に
は
『
百ひ

や
つ

家か

姓せ
い

』
冒
頭
の
四
字
句
「
趙ち

よ
う

銭せ
ん

孫そ
ん

李り

」
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
下

か
ら
読
み
、
そ
の
ひ
っ
く
り
返
っ
た
「
李り

孫そ
ん

銭せ
ん

趙ち
よ
う

」
と
い
う
文
字
に
「
李8

と
い
う
サ
ル
（
孫8

）
が
、

小こ

銭ぜ
に

（
銭8

）
を
貯た

め
て
、
偉
そ
う
に
（
趙8

）
な
り
く
さ
っ
た
」
な
ど
と
い
う
、「
に
わ
か
成な

り

金き
ん

」
に

対
す
る
恨
み
の
た
っ
ぷ
り
こ
も
っ
た
牽け

ん

強き
よ
う

付ふ

会か
い

の
解
釈
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
突
然
金
持
ち

に
な
っ
た
李り

の
野
郎
の
、
実
に
む
か
つ
く
横
柄
な
態
度
を
嘲ち

よ
う

笑し
よ
う

し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　　

 術
じ
ゆ
つ

業
ぎ
よ
う

部ぶ

75
擡た
い

柩
き
ゆ
う

（
棺か

ん

桶お
け

を
担
ぐ
）

原
文

　

術
業
部

　
　

擡
レ

柩

一

-

生
二

モ
リ
コ
ロ
ス

-

死
ス

人
一ヲ

。
主-

家
憤

ル
コ
ト

甚
シ

。
呼シ

ム
二

群
僕

ヲ
シ
テ

毒
打
一セ

。

 

跪ア
ヤ
マ
ル
コ
ト
サ
イ
サ
ン

キ

求
ス
ル

至-

再
。
主
曰

ク

。

 

打
ハ 

可
レク

モ 

免
ル

。 

官 

ハ　

難
レシ 

シ

。　

即
チ

命
二ス 

送タ
ツ
シ
ニ
シ
テ

レツ
テ

官
ニ

懲ミ
セ
シ
メ

-

治
一ス

ル
ヲ

。

 

畏
レテ

罪
ヲ

哀-

告
シ
テ

ナ
イ
シ
ヤ
ウ
ニ
テ
ウ
ツ
ノ
ハ
ユ
ル
サ
ル
レ
ト
モ　

オ
モ
テ
ニ
ダ
セ
バ
ユ
ル
サ
レ
ヌ

曰
ク

。
願

ク
ハ

レテ

人
ヲ

カ
ツ
キ
ユ
イ
テ

擡
往
殯-

セ
ン

。

ソ
ウ
サ
ウ
セ
ン

主
人
許
レス

之
ヲ

。

 

苦
二ミ

家
貧
一

ヤ
ト
ヒ
ビ
ト
ガ
デ
キ
ヌ

ヲ

。
無
レシ

力
二ラ

募
一ス

ル
ニ

。
家

ニ

有
二リ

二-

子
一

。
夫
妻
四
人
、
共

ニ

来
テ

擡
レス

柩
ヲ

。
至
二リ

中
途
一ニ

。
生 

嘆
シ
テ

曰
ク

。
為
レテ

人
ト

切
ニ

莫
レレ

學
二フ

行-

一ヲ

。

妻 

咎
レメ

テ

夫
ヲ

曰
ク

。
為
レニ

你
カ

行-

一ノ

害ク
ラ
ウ
カ
ケ
ル

二ス

老
妻
一ヲ

。

-

子
云

ク

。
頭ヒ

ヨ
ロ
ヒ
ヨ
ロ
シ
テ

重
ク

脚
軽

ク
シ
テ

擡カ
ツ
ガ
レ
ヌ

シ

不
レ

起
サ
レ

、長
子
曰

ク

。

-

、

ト
ヽ
サ
ン

以-

後
レセ

バ

人
ヲ

揀
二ベ

痩
的
一ヲ

。

ヤ
セ
タ
ノ
ヲ
エ
ラ
ン
デ
リ
ヤ
ウ
ヂ
セ
ヨ

　
書
き
下
し
文

　

術じ
ゆ
つ

業げ
ふ

部ぶ

　
　

柩ひ
つ
ぎ

を
擡た

い

す

一い
ち

医い

生せ
い 

人ひ
と

を
医い

死し

す
。
主し

ゆ

家か 

憤
い
き
ど
ほ

る
こ
と
甚

は
な
は
だ

し
。
群ぐ

ん

僕ぼ
く

を
し
て
毒ど

く

打だ

せ
し
む
。
医い 

跪
ひ
ざ
ま
づ

き
求き

う

す
る
こ
と
至し

再さ
い

な
り
。
主し

ゆ 

曰い
は

く
。
私し

打だ

は
免ま

ぬ
か

る
べ
く
も
。
官く

わ
ん

法は
ふ

は
饒ゆ

る

し
難が

た

し
。
即す

な
は

ち 

官く
わ
ん

に
送お

く

つ
て
懲ち

よ
う

治ぢ

す
る
を
命め

い

ず
。
医い 

罪つ
み

を
畏

か
し
こ
み

て 

哀あ
い

告こ
く

し
て
曰い

は

く
。
願ね

が
は

く
は 

人ひ
と

を
や
と
つ

て
擡か

つ

ぎ
往ゆ

い

て

殯ひ
ん

せ
れ
ん

ん
。
主し

ゆ

人じ
ん 

之こ
れ

を
許ゆ

る

す
。
医い 

家か

貧ひ
ん

を
苦く

る
し

み
。

こ

募ぼ

す
る
に 

力ち
か
ら 

無な

し
。
家い

へ

に 

二に

子し 

有あ

り
。
夫ふ

妻さ
い

四よ

人に
ん

、
共と

も

に
来き

た
つ

て 

柩ひ
つ
ぎ

を
擡た

い

す
。
中ち

う

途と

に
至い

た

り
。
医い

生せ
い 

嘆た
ん

じ
て
曰い

は

く
。
人ひ

と

と
為な

つ

て 

切せ
つ

に
行か

う

医い

を
学ま

な

ぶ
莫な

か

れ
。
妻つ

ま 

夫を
つ
と

を
咎と

が

め
て
曰い

は

く
。
你な

ん
ぢ

が
行か

う

医い

の
為た

め

に 

老ら
う

妻さ
い

を
害が

い

す
。
幼え

う

子し 

云い
は

く
。

頭あ
た
ま 

重お
も

く 

脚あ
し 

軽か
る

く
し
て 

擡た
い

し
起お

こ

さ
れ
ず
、
長ち

や
う

子し 

曰い
は

く
。

た　

、
た

以い

後ご 

人ひ
と

を
医い

せ
ば 

痩や
せ

た
る

的も
の

を
揀え

ら

べ
。

　
現
代
語
訳

　

あ
る
お
医
者
さ
ん
、
薬
の
処
方
を
間
違
っ
て
、
人
を
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
。
患
者
の
家
は
怒
り
狂

い
、
召
使
い
た
ち
を
呼
び
集
め
て
（
こ
の
医
者
を
）
袋ふ

く
ろ

叩だ
た

き
に
し
た
。
医
者
は
土ど

下げ

座ざ

し
て
何
度

も
何
度
も
謝
罪
し
た
。

　

主
人
は
言
っ
た
。

　
「（
そ
れ
で
は
、
こ
れ
く
ら
い
で
）
リ
ン
チ
は
勘
弁
し
て
や
っ
て
も
よ
い
が
、
そ
れ
で
も
出
る
と
こ

ろ
へ
出
て
、
き
ち
ん
と
裁
き
を
下
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
ん
ぞ
。」

　

そ
し
て
、（
主
人
は
こ
の
医
者
を
）
役
所
に
突
き
出
し
、
処
罰
す
る
よ
う
命
じ
た
。
医
者
は
（
裁

判
所
に
突
き
出
さ
れ
た
ら
、
も
は
や
自
分
の
命
は
あ
る
ま
い
と
思
い
）
御お

上か
み

に
訴
え
出
る
こ
と
だ
け

は
、
ど
う
か
勘
弁
し
て
く
だ
さ
い
と
、
涙
を
流
し
て
お
願
い
し
た
。

　
「
お
願
い
で
す
、
私
の
方
で
人
を
雇や

と

い
、
亡
く
な
っ
た
方か

た

の
遺
体
を
柩ひ

つ
ぎ

に
納
め
、
墓
地
に
埋
葬
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
か
ら
、
ど
う
か
そ
れ
で
（
御お

上か
み

に
訴
え
出
る
の
だ
け
は
）
勘
弁
し
て
く
だ
さ
い
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る
が
、
今
、
中
国
原
本
に
従
い
、「
之
」
の
一
字
を
削
除
し
た
。
○
小

　

﹇xiǎo húsūn

﹈＝
ち
っ

ぽ
け
な
ア
カ
ゲ
ザ
ル
。「
小
」
は
、
相
手
を
軽
ん
じ
る
意
味
を
表
す
接
頭
辞
。「

　

﹇húsūn

﹈」
は
、

中
国
北
方
の
山
林
に
棲せ

い

息そ
く

す
る
毛
む
く
じ
ゃ
ら
の
サ
ル
。
人
を
小こ

馬ば

鹿か

に
す
る
と
き
に
用
い
る
差
別

語
で
あ
ろ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、厳
密
に
は
、姓
の
「
孫
﹇Sūn

﹈」
と
、ア
カ
ゲ
ザ
ル
の
「
﹇sūn

﹈」

と
い
う
文
字
は
、
発
音
は
同
じ
だ
が
、
別
字
。
左
訓
「
コ
ザ
ル
ト
云
ノ
」（
原
文
の
マ
マ
）。
和
刻
本

の
左
訓
は
、「
云
」
字
が
や
や
崩
れ
た
字
形
に
な
っ
て
お
り
、
改
刻
ま
た
は
誤
刻
の
可
能
性
が
あ
る
。

○
李

ハ

是
姓-

張
姓-

李
的

ノ

李
字

也

＝「
李
」は
、人
の
名
前
で「
張
」と
か「
李
」と
か
言
う
と
き
の「
李
」

の
字
で
あ
る
、と
い
う
意
味
。『
笑
府
』
所
収
話
は
、「
李
。
是
張
三
李
四
的
李
字
。」（「
李
」
は
、「
張

三
李
四
（
張
家
の
三
男
と
か
李
家
の
四
男
＝
中
国
人
の
代
表
的
な
名
前
＝
誰
そ
れ
さ
ん
）」
と
言
う

と
き
の
「
李
」
の
字
で
あ
る
。）
と
す
る
。『
笑
林
広
記
』
本
文
は
、『
笑
府
』
の
語
句
を
、
さ
ら
に

嚙か

み
砕
い
た
、
子
ど
も
に
も
分
か
り
や
す
い
平
易
な
表
現
に
言
い
換
え
て
い
る
。
た
だ
し
、「
張
三

李
四
」
も
、
そ
れ
ほ
ど
難
解
な
語
で
は
な
い
。「
張
三
」
は
、『
訳
解
笑
林
広
記
』
第
七
三
話
「
田
主

見
鶏
」
に
既
出
。
○
倒
轉
﹇dào zhuǎn

﹈＝
逆
さ
に
す
る
、
ひ
っ
く
り
返
す
、
反
対
向
き
に
転
じ

る
意
。「
轉
」
は
「
転
」
の
正
字
。
こ
こ
は
、『
百ひ

や
つ

家か

姓せ
い

』
冒
頭
の
四
字
句
「
趙
銭
孫
李
」
の
語
順

を
ひ
っ
く
り
返
し
て
「
李
孫
銭
趙
」
と
読
ん
だ
場
合
に
も
意
味
が
通
る
よ
う
に
解
釈
で
き
る
か
、
と

い
う
意
味
。
○
也
得
﹇yě dé

﹈＝
そ
れ
も
で
き
る
。
左
訓
「
ソ
レ
モ
ナ
ル
」。
○
不
過
﹇búguò

﹈＝

た
だ
〜
に
す
ぎ
な
い
、
所し

よ

詮せ
ん

は
〜
で
し
か
な
い
。「
只
不
過
（
是
）」
と
も
言
う
。
現
代
中
国
語
と
同

じ
。
こ
こ
は
、
和
刻
本
の
よ
う
に
「
不
過
」
を
文
末
ま
で
修
飾
す
る
も
の
と
解
釈
す
る
の
で
は
な
く
、

発
話
者
の
（
七
音
を
基
調
と
し
た
）
言
葉
の
リ
ズ
ム
に
従
っ
て
、「
不
過
姓
李
的
小

　

。」（「
李
」

と
い
う
名
前
の
、
ち
っ
ぽ
け
な
ア
カ
ゲ
ザ
ル
の
よ
う
な
存
在
に、
、
、
、
、

す
ぎ
な
い
、
こ
の
野
郎
が
）
と
理
解

し
た
ほ
う
が
よ
い
。
○
一-

時
就

チ

鐸-

趙
シ

起
来
＝
急
に
偉
そ
う
に
横
柄
な
態
度
を
と
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
、
と
い
う
意
味
。『
笑
林
広
記
』
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
中
国
刊
本
も
和
刻
本
も
い
ず
れ
も
「
鐸

趙
﹇duózhào

﹈」
と
な
っ
て
い
る
が
、『
笑
府
』
お
よ
び
『
笑
得
好
』
所
収
話
は
、
こ
の
最
後
の
箇

所
も
前
半
部
分
と
同
じ
く
「
精
趙
」
と
す
る
。
和
刻
本
は
、「
鐸
趙
起
来
」
に
左
訓
「
ア
ホ
ウ
ニ
ナ

ツ
テ
ク
ル
」（
阿
呆
に
な
っ
て
く
る
）
を
附
す
。
し
か
し
、こ
れ
は
前
述
の
「
趙
字
」
に
附
さ
れ
た
『
笑

林
広
記
』
の
原
注
「
呉
俗
謂
人
獃
為
趙
」（
呉
の
方
言
で
は
、バ
カ
な
人
の
こ
と
を
『
趙
』
と
い
う
。）

の
解
釈
に
従
っ
た
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
こ
こ
も
『
笑
府
』
の
注
記
に
従
い
、「
趙
」
は
「
偉
そ
う

で
横
柄
な
態
度
を
と
る
」
意
と
し
て
お
く
。「
鐸
」
に
つ
い
て
は
未
詳
だ
が
、
こ
の
呉
方
言
語
彙
は
、

あ
る
い
は
「
精
」
よ
り
も
も
っ
と
程
度
が
甚
だ
し
い
こ
と
を
表
す
副
詞
か
。
だ
と
す
れ
ば
、『
笑
林

広
記
』
テ
キ
ス
ト
が
、
文
末
オ
チ
の
部
分
で
「
精
趙
」
を
「
鐸
趙
」
に
言
い
換
え
た
こ
と
に
も
、
そ

れ
な
り
の
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
笑
府
』
巻
一
（
第
三
話
「
麟
」（
注
））
お
よ
び
『
笑
得
好
二
集
』（「
講
趙
銭
孫
李
」）

に
類
話
が
あ
る
。『
笑
得
好
』
は
、
清
・
石せ

き

成せ
い

金き
ん

撰
の
笑
話
集
で
、
乾
隆
四
年
（
一
七
三
九
）
刊
『
家

宝
二
集
』「
人
事
通
」
に
収
録
さ
れ
る
（
王
利
器
輯
録
『
歴
代
笑
話
集
』、
上
海
古
典
文
学
出
版
社
、

一
九
五
六
年
、
四
五
五
頁
参
照
）。
な
お
、
和
刻
本
『
笑
府
』
等
に
類
話
は
な
い
。

　
『
笑
府
』
の
日
本
語
訳
は
、
松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
上
）』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
一
月
、

一
四
〜
一
五
頁
）
を
参
照
。

　
『
笑
府
』
お
よ
び
『
笑
得
好
』
収
録
話
の
原
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
笑
得
好
』
の
引
用
は
、

王
利
器
輯
録
『
歴
代
笑
話
集
』（
前
掲
書
、
四
九
七
頁
）
に
拠
る
が
、
文
字
は
正
字
に
、
句
読
点
は

日
本
式
に
改
め
た
。『
笑
林
広
記
』
本
文
は
、『
笑
府
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

　

『
笑
府
』
第
三
話
（
巻
一
古
艶
部
、
泰
昌
元
年
（
一
六
二
〇
）
頃
成
立
か
、
筑
波
大
学
中
央
図

　

書
館
蔵
本
、
二
丁
表
〜
裏
）

　
　

麟

孔
子
見
死
麟
。
哭
之
不
置
。
弟
子
謀
所
以
慰
之
者
。
乃
編
錢

掛
牛
體
。
告
孔
子
曰
。
麟
已
活
矣
。
孔
子
觀
之
。
曰
非
也
。
分、
、明

一、
、
、

隻
牛
。
只、
、
、
、
、
、
、

多
這
幾
箇
錢
耳

　

有
姓
李
者
。
暴
富
而
驕
。
或
嘲
之
云
。
一
童
子
讀
百
百
家
姓

　

首
句
。
求
師
講
解
。
師
曰
。
趙
。
是
精
趙
的
趙
字
﹇
蘇
語
謂
放
肆
曰
趙
﹈。

　

錢
。
是
有
銅
錢
的
錢
字
。
孫
。
是
小

　

的
孫
字
。
李
。
是
張

　

三
李
四
的
李
字
。
又
問
倒
轉
可
講
得
否
。
師
曰
。
也
得
。
童

　

曰
。
如
何
講
。
師
曰
。
姓、
、
、
、

李
的
小

　

。
有

、
、

了
幾
、
、
、
、箇銅

錢
。
、
、

就、

　

精、
、
、
、

趙
起
來
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一い
ち

時じ 

就す
な
は

ち 

鐸た
く

趙て
う

し
起お

き
来き

た

る
と
い
ふ
に
過す

ぎ
ず
。

　
現
代
語
訳

　

李り

と
い
う
名
前
の
人
が
、
に
わ
か
に
大
金
持
ち
に
な
り
、
た
い
へ
ん
驕お

ご

り
高
ぶ
っ
て
い
た
。
あ
る

人
が
、
そ
れ
を
嘲

あ
ざ
け

っ
て
、
次
の
よ
う
な
話
を
し
た
。

　　

あ
る
子
ど
も
、『
百ひ

や
く

家か

姓せ
い

』（
と
い
う
初
等
教
育
用
テ
キ
ス
ト
）
の
冒
頭
部
分
の
一
句
（「
趙ち

よ
う

銭せ
ん

孫そ
ん

李り

」）
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
ら
よ
い
か
、
先
生
に
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
先
生
は
、

次
の
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。

　
「『
趙ち

よ
う

』
と
い
う
の
は
ね
、『
驕お

ご

り
高
ぶ
っ
た
、
横
柄
な
』
と
い
う
意
味
の
『
精
趙
﹇jīngzhào

﹈』

と
い
う
言
葉
に
出
て
く
る
『
趙
﹇zhào

﹈』
と
い
う
字
の
こ
と
で
す
よ
。」

　
　

【
原
注
】
呉
の
方
言
で
は
、
馬
鹿
な
人
の
こ
と
を
『
趙
』
と
い
う
。

　
　

【
訳
者
注
】『
笑
府
』
所
収
の
類
話
（
第
三
話
「
麟
」（
注
））
に
は
、
こ
の
語
に
対
し
て

「
呉
の
方
言
で
は
、
偉
そ
う
に
勝
手
気
ま
ま
に
や
り
た
い
放
題
す
る
さ
ま
（「
放
肆

﹇fàngsì

﹈」）
を
『
趙
』
と
言
う
。」
と
書
か
れ
て
お
り
、
今
は
こ
の
解
釈
に
従
う
。）

　　
「『
銭せ

ん

』
と
い
う
の
は
ね
、『
小こ

銭ぜ
に

を
持
っ
て
ま
す
よ
』
と
言
う
と
き
の
『
小こ

銭ぜ
に

』
と
い
う
意
味

の
『
銅
銭
﹇tóngqián

﹈』
と
い
う
言
葉
に
出
て
く
る
『
銭
﹇qián

﹈』
と
い
う
文
字
の
こ
と
で
す
よ
。

ま
た
、『
孫そ

ん

』
と
い
う
の
は
ね
、『
ち
っ
ぽ
け
な
、
毛
む
く
じ
ゃ
ら
の
ア
カ
ゲ
ザ
ル
』
と
い
う
意
味
の

『
小し

よ
う
こ
 そ
ん
 ﹇xiǎohúsūn

﹈』
と
い
う
言
葉
に
出
て
く
る
『
孫
﹇sūn

﹈』
と
い
う
文
字
の
こ
と
で
す
よ
。

そ
し
て
、『
李り

』
と
い
う
の
は
ね
、人
の
名
前
の
張ち

よ
う

さ
ん
と
か
李り

さ
ん
と
か
言
う
と
き
の
『
李
﹇Lǐ
﹈』

と
い
う
文
字
の
こ
と
で
す
よ
。」

　

す
る
と
、
子
ど
も
は
ま
た
、
次
の
よ
う
に
訊た

ず

ね
ま
し
た
。

　
「（『
百ひ

や
く

家か

姓せ
い

』
冒
頭
の
四
字
句
「
趙ち

よ
う

銭せ
ん

孫そ
ん

李り

」
は
、
そ
の
文
字
を
）
ひ
っ
く
り
返
し
て
下
か
ら

読
ん
で
も
意
味
が
通
る
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。」

　

先
生
は
、
言
い
ま
し
た
。

　
「
は
い
。
下
か
ら
読
ん
で
も
意
味
は
通
り
ま
す
よ
。」

　

子
ど
も
は
、
言
い
ま
し
た
。

　
「
そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
す
か
。（
読
ん
で
み
て
。）」

　

そ
こ
で
、
先
生
は
言
い
ま
し
た
。

　
「（
語
順
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
下
か
ら
『
李り

孫そ
ん

銭せ
ん

趙ち
よ
う

』
と
読
ん
だ
場
合
は
ね
、
こ
う
い
う
意
味
に

な
り
ま
す
よ
。
つ
ま
り
）『
李り

』
と
い
う
名
前
の
、
ち
っ
ぽ
け
な
毛
む
く
じ
ゃ
ら
の
ア
カ
ゲ
ザ
ル

（『
そ
ん
 』『

孫そ
ん

』）
に
す
ぎ
な
い
こ
の
野
郎
は
、
ち
ょ
っ
と
小こ

汚ぎ
た
ない

小こ

銭ぜ
に

（『
銭せ

ん

』）
を
し
こ
た
ま
貯た

め
込

ん
で
、
急
に
ア
ホ
み
た
い
に
威い

張ば

り
だ
し
、
み
る
み
る
横
柄
な
態
度
を
と
る
（『
趙ち

よ
う

』）
よ
う
に
な

り
く
さ
り
ま
し
た
、
と
ね
。」

　
注 ○『

訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
古
艶
部
（
二
三
丁
表
〜
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
一
・
古
艶

部
（
第
六
〇
話
、
一
三
丁
裏
）。
○

觧
﹇jiǎngjiě

﹈＝（
講
読
用
テ
キ
ス
ト
の
文
章
や
字
句
を
）
解

釈
す
る
、
講
釈
す
る
。「

」
は
「
講
」
の
異
体
字
。「
觧
」
は
「
解
」
の
俗
字
。
左
訓
「
カ
ウ
シ

ヤ
ク
」（
講
釈
）。
○
暴
冨
﹇bàofù

﹈＝
急
に
金
持
ち
に
な
る
こ
と
、
に
わ
か
成な

り

金き
ん

。「
冨
」
は
「
富
」

の
俗
字
。
○
百
家
姓
﹇Bǎijiāxìng

﹈＝
童
蒙
書
の
書
名
。
子
ど
も
が
中
国
人
の
姓
を
覚
え
る
た
め
に

編
ま
れ
た
初
等
教
育
用
テ
キ
ス
ト
。
一
字
の
姓
（
単
姓
）
を
四
〇
八
種
、
二
字
の
姓
（
復
姓
）
を

三
〇
種
、
計
四
三
八
種
の
姓
を
載
せ
る
。
宋
代
（
十
世
紀
頃
）
に
は
、
す
で
に
成
立
し
て
い
た
と
さ

れ
る
。
子
ど
も
が
諳
誦
し
や
す
い
よ
う
に
四
字
句
に
揃そ

ろ

え
ら
れ
、
偶
数
句
で
押
韻
し
て
い
る
。「
趙

錢
孫
李
、
周
呉
鄭
王
。
馮
陳
褚
衞
、
蔣
沈
韓
楊
。」
で
始
ま
り
「
墨
哈

　

、
年
愛
陽

。
第
五
言

福
、
百
家
姓
終
。」
で
終
わ
る
。
○
觧
釈
﹇jiěshì

﹈＝
説
明
す
る
。「
觧
」
は
「
解
」
の
異
体
字
。
左

訓
「
カ
ウ
シ
ヤ
ク
」（
講
釈
）。
○
精
趙
﹇jīngzhào

﹈＝『
笑
林
広
記
』
の
編
者
は
「
大
バ
カ
者
」
の

意
と
す
る
が
、『
笑
府
』
所
収
話
に
附
さ
れ
た
注
記
に
従
い
、「
驕お

ご

り
高
ぶ
っ
た
、
横
柄
で
自
分
勝
手

な
（
態
度
）」
と
す
る
。
詳
細
は
次
項
参
照
。
○
﹇
呉
俗
謂
人
獃
為
趙
﹈（
割
注
）＝
蘇
州
近
郊
の
中
国

南
方
の
方
言
で
は
、「
バ
カ
な
人
、
愚
鈍
な
人
（「
獃
﹇dāi

﹈」）」
の
こ
と
を
「
趙
﹇zhào

﹈」
と
言

う
、
と
い
う
意
味
。
こ
れ
は
、
中
国
原
本
に
見
え
る
原
注
で
あ
り
、
和
刻
本
の
施
訓
者
・
遠と

お

山や
ま

荷か

塘と
う

に
よ
る
訳
注
で
は
な
い
。
な
お
、
こ
の
話
と
ほ
ぼ
同
文
の
類
話
を
収
め
る
『
笑
府
』
巻
一
（
第
三
話

「
麟
」（
注
））
に
は
、「
精
趙
」
と
い
う
語
に
「
蘇
語
謂
放
肆
曰
趙
」（
蘇
州
の
方
言
で
、「
や
り
た
い

放
題
、
勝
手
気
ま
ま
」
な
様
子
を
「
趙
﹇zhào

﹈」
と
言
う
。）
と
い
う
割
注
が
附
さ
れ
て
お
り
、『
笑

林
広
記
』
の
解
釈
と
は
微
妙
に
異
な
る
。
文
頭
に
「
暴
冨
而
驕
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断

す
れ
ば
、
文
脈
上
は
『
笑
府
』
の
解
釈
（
驕お

ご

り
高
ぶ
っ
て
い
る
↓
横
柄
な
態
度
↓
や
り
た
い
放
題
）

の
方
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
和
刻
本
は
「
呉-

俗
謂
二テ

人
ノ

之
獃
一ヲ

為
レス

趙
ト

」
と
す
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與
張
三
却
與
誰
。
張
三
曰
。
施
相
公
。
如
何
頃
刻

間
兩
様
說
話
。
施
曰
。
方
纔
這
句
話
是
無
稽
﹇
雞
﹈

之
談
。
此
刻
這
句
話
倒
是
見
機
﹇
雞
﹈
而
作
。

　

　
　

田
畑
を
請
け
負
う

　

崇
明
と
い
う
所
の
小こ

作さ
く

人に
ん

は
、
田
畑
を
借
り
受
け
る
際
に
、
ま
ず
ニ
ワ
ト
リ
や
ア
ヒ
ル
を
地

主
に
贈
る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
な
ら
わ
し
に
な
っ
て
い
た
。

　

あ
る
人
が
、
施し

と
い
う
名
前
の
人
に
田
畑
を
借
り
受
け
た
。
施し

さ
ん
は
言
っ
た
。

　
「
こ
の
田
畑
、
お
前
さ
ん
に
は
、
植
え
さ
せ
な
い
（
此
田
不
與
張
三
種
）。」

　

そ
こ
で
す
か
さ
ず
、
こ
の
小こ

作さ
く

人に
ん

は
ニ
ワ
ト
リ
を
差
し
出
し
た
。
す
る
と
施し

さ
ん
は
手
の
平

を
返
し
た
よ
う
に
、
こ
う
言
っ
た
。

　
「
こ
の
田
畑
、
お
前
さ
ん
に
貸
さ
ず
し
て
、
い
っ
た
い
誰
に
貸
す
も
の
ぞ
（
不
與
張
三
却
與

誰
）。」

　

小こ

作さ
く

人に
ん

は
、
言
っ
た
。

　
「
施し

の
旦
那
さ
ま
、
と
っ
さ
の
間
に
ま
っ
た
く
反
対
の
こ
と
を
言
う
と
は
、
い
っ
た
い
ど
う

い
う
わ
け
で
す
か
。」

　

施し

さ
ん
は
言
っ
た
。

　
「
さ
っ
き
、
あ
の
よ
う
に
（
お
前
さ
ん
に
は
土
地
を
貸
さ
な
い
と
）
言
っ
た
の
は
、
根
も
葉

も
な
い
、
そ
し
て
鶏、も
な
い
デ
タ
ラ
メ
じ
ゃ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
（「
無
稽
之
談
﹇w

ú jī zhī 

tán

﹈（
荒
唐
無
稽
な
デ
タ
ラ
メ
な
話
）」＝「
無
鶏
之
談
﹇w

ú jī zhī tán

﹈（
ニ
ワ
ト
リ
が
い
な

い
と
き
の
話
）」）、
今
、
こ
の
よ
う
に
（
お
前
さ
ん
に
土
地
を
貸
す
と
）
正
反
対
の
こ
と
を
言
っ

た
の
は
、
つ
ま
り
、
機
を
見
て
鶏、を
見
て
、
そ
し
て
す
ば
や
く
行
動
し
た
、
と
い
う
わ
け
じ
ゃ

（「
見
機
而
作﹇jiàn jī ér zuò

﹈（
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
行
動
す
る
）」＝「
見
鶏
而
作﹇jiàn 

jī ér zuò

﹈（
ニ
ワ
ト
リ
を
見
て
行
動
す
る
）」）。」

　
余
説

　

こ
の
話
は
、金
持
ち
の
く
せ
に
、せ
こ
く
て
ケ
チ
な
地
主
が
、ニ
ワ
ト
リ
を
も
ら
え
る
か
ど
う
か
で
、

小こ

作さ
く

人に
ん

に
田
畑
を
貸
す
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
と
い
う
、
例
に
よ
っ
て
経
済
的
な
特
権
を
有
す
る
富

裕
層
を
か
ら
か
っ
た
話
だ
が
、「
笑
い
の
ツ
ボ
」
は
、
最
後
に
見
ら
れ
る
中
国
語
の
ダ
ジ
ャ
レ
に
あ
る
。

　
「
無
稽
之
談
﹇w

ú jī zhī tán

﹈（
根
も
葉
も
な
い
デ
タ
ラ
メ
な
話
）」「
見
機
而
作
﹇jiàn jī ér 

zuò

﹈（
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
、
す
ば
や
く
行
動
す
る
）」
と
い
う
語
は
、
い
ず
れ
も
現
代
中

国
語
と
し
て
も
通
じ
る
成
語
で
あ
り
、「
稽
﹇jī

﹈」
と
「
鶏
﹇jī

﹈」、「
機
﹇jī

﹈」
と
「
鶏
﹇jī

﹈」
は

完
全
に
同
音
語
で
あ
る
た
め
、
こ
の
話
は
、
そ
の
ま
ま
現
代
中
国
語
の
ダ
ジ
ャ
レ
と
し
て
も
通
用
す

る
。「
考
え
る
べ
き
根
拠
が
な
い
」
と
い
う
意
味
の
「
無
稽
」
が
「（
手
土
産
と
し
て
の
）
鶏
が
な
い
」

と
い
う
意
味
に
も
な
り
、「
機
を
見
て
す
ば
や
く
行
動
す
る
」
と
い
う
意
味
の
「
見
機
而
作
」
が
「（
手

土
産
と
し
て
の
）
鶏
を
見
て
す
ば
や
く
行
動
す
る
」
と
い
う
意
味
に
も
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　　

た
だ
、
こ
の
手
の
ダ
ジ
ャ
レ
は
、
中
国
語
を
音
読
し
て
こ
そ
味
わ
え
る
も
の
で
あ
り
、
翻
訳
さ
れ

た
日
本
語
や
、
訓
読
文
で
味
わ
え
る
類た

ぐ
い

の
も
の
で
は
な
い
。
や
は
り
こ
の
話
も
、
江
戸
時
代
き
っ

て
の
中
国
語
通
で
あ
っ
た
和
刻
本
の
施
訓
者
・
遠と

お

山や
ま

荷か

塘と
う

好
み
の
話
柄
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

　　
74
講こ
う

解か
い

（『
百ひ

や
つ

家か

姓せ
い

』
冒
頭
部
分
の
解
釈
）

原
文

　
　

-カ
ウ
シ
ヤ
ク觧

有
二リ

姓
李
者
一

暴
冨
而
驕

ル

。
或
嘲
レツ

テ

之
ヲ

云
ク

。
一
童
讀
二ム

百
家
姓

ノ

首
句
一ヲ

、
求ネ

カ
フ

二ム

師
ノ

カ
ウ
シ
ヤ
ク

觧
釈
一ヲ

。
師
曰

ク

。

趙
ハ

是
レ

精-

趙
的

ノ

趙-

字
也

﹇
呉-

俗
謂
二テ

人
ノ

獃
一ヲ

為
レス

趙
ト

﹈。
錢

ハ

是
有
二ル

銅
錢
一

的
ノ

錢
字

也

。
孫

ハ

是

小
　

的

コ
ザ
ル
ト
云
ノ

ノ

孫
字

也

。
李

ハ

是 

姓-

張 

姓-

李
的

ノ

李
ノ

字
也

。
童
又
問

フ 

倒-

轉
シ
テ

亦
タ

可
二キ

シ

得
一

否ヤ

。

師
曰

ク

。
也ソ

レ
モ
ナ
ル

-

得
。
童
曰

ク

。
如
何

カ
ニ

セ
ン

、
師
曰

ク

。
不
レ

過
下キ

姓
李
的

ハ

小
　

。
有
二リ-

了
レ
ハ

幾
ク

個
ノ

臭
銅
錢
一

。
一タ

チ
マ
チ

-

時 

就
チ

鐸ア
ホ
ウ
ニ
ナ
ツ
テ
ク
ル

-

趙
シ

起
来
上ト

云
ニ

。

　
書
き
下
し
文

　
　

講か
う

解か
い

姓せ
い 

李り

な
る
者も

の 

有あ

り
。
暴ぼ

う

富ふ

に
し
て
驕お

ご

る
。
或あ

る

ひ
と 

之こ
れ

を
嘲あ

ざ
け

つ
て
云い

は

く
。
一い

ち

童ど
う 

百ひ
や
く

家か

姓せ
い

の
首し

ゆ

句く

を
読よ

む
、
師し

の
解か

い

釈し
や
く

を
求も

と

む
。
師し 

曰い
は

く
。
趙て

う

は 

是こ
れ 

精せ
い

趙て
う

の
趙て

う

字じ

な
り
。﹇
呉ご

俗ぞ
く 

人ひ
と

の
獃が

い

を

謂い
ひ

て
趙て

う

と
為な

す
﹈ 
銭せ

ん

は 

是こ
れ 

銅ど
う

銭せ
ん

の
銭せ

ん

の
字じ

な
り
。
孫そ

ん

は 

是こ
れ 

小せ
う
こ
 そ
ん
 の

孫そ
ん

字じ

な
り
。
李り

は 

是こ
れ 

姓せ
い

張ち
や
う 

姓せ
い

李り

の
李り

の
字じ

な
り
。
童ど

う 

又ま
た 

問と

ふ 

倒た
う

転て
ん

し
て 

亦ま
た 

講か
う

し
得う

べ
き
や
。
師し 

曰い
は

く
。
也や

得と
く

。

童ど
う 

曰い
は

く
。
如い

何か

に
講か

う

せ
ん
、
師し 

曰い
は

く
。
姓せ

い

李り

の
的も

の

は 

小せ
う
こ
 そ
ん
 。

幾い
く

個こ

の
臭し

う

銅ど
う

銭せ
ん 

有あ

り
了を

は

れ
ば
。
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zuò

﹈」
と
い
う
成
語
が
「
ニ
ワ
ト
リ
を
見
て
す
ば
や
く
行
動
す
る
」（「
見
鶏
而
作
﹇jiàn 

jī ér zuò

﹈」）
と
い
う
意
味
に
も
聞
こ
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
注○『

訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
古
艶
部
（
二
三
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
一
・
古
艶
部
（
第

五
九
話
、
一
三
丁
表
）。
○
田
主
﹇tiánzhǔ

﹈＝
田
畑
の
所
有
者
、
地
主
。
○
畆
﹇m

ǔ

﹈＝
面
積
の

単
位
。「
畆
」
は
「
畝
」
の
異
体
字
。
中
国
原
本
（
乾
隆
二
六
年
（
一
七
六
一
）
宝
仁
堂
刊
、
京
都

大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
本
）
も
和
刻
本
も
、
い
ず
れ
も
異
体
字
「
畆
」
に
作
る
。
現
代
中
国

の
一
畝ム

ー

は
約
六
・
六
六
七
ア
ー
ル
に
相
当
す
る
が
、
近
世
中
国
に
お
け
る
一
畝ぼ

は
、一
尺
を
約
三
〇
㎝

と
し
た
場
合
、
約
五
・
四
ア
ー
ル
に
な
る
。
計
算
式
は
、
一
畝
＝
二
四
〇
方
歩
＝
二
四
〇
×（
五
尺
×

五
尺
）＝
二
四
〇
×（
一
・
五
ｍ
×
一
・
五
ｍ
）＝
五
四
〇
㎡
。
○
租
與
﹇zū yǔ

﹈＝（
人
）
に
（
物
を
）

賃
貸
し
し
て
（
〜
さ
せ
る
）、
と
い
う
意
味
。
こ
こ
で
は
、
地
主
が
「
張
三
」（
後
出
）
と
い
う
小こ

作さ
く

人に
ん

に
余
っ
た
田
畑
を
貸
し
て
や
る
、
と
い
う
意
味
。
左
訓
「
ツ
ク
ダ
」（
佃
）。「
佃つ

く
だ

」
は
、
荘
園

領
主
の
直
営
田
を
言
う
が
、
実
際
の
耕
作
は
、
下
層
の
下
人
が
請
け
負
っ
た
。
平
安
時
代
か
ら
戦
国

時
代
に
か
け
て
の
用
語
。
○
張
三
﹇Zhāng sān

﹈＝
誰
か
さ
ん
、
何な

に

某が
し

。
本
来
「
張
家
の
三
男
坊
」

と
い
う
意
味
だ
が
、
不
特
定
の
個
人
名
を
言
う
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。
第
六
九
話
「
春
生
帖
」
の
文

中
に
見
え
た
「
某
人
」
と
同
じ
よ
う
な
用
語
。「
張
三
李
四
﹇Zhāng sān Lǐ sì
﹈」
と
も
言
う
。「
張
」

も
「
李
」
も
、
中
国
人
の
代
表
的
な
姓
。
○
雞
﹇jī

﹈＝
ニ
ワ
ト
リ
。「
雞
」「
鷄
」「
鶏
」
は
、
い
ず

れ
も
同
字
。
○
一
隻
﹇yì zhī

﹈＝
一
羽
、一
匹
。
動
物
や
鳥
を
数
え
る
助
数
表
現
。「
隻
﹇zhī

﹈」
は
、

現
代
中
国
語
で
は
「
只
」
と
表
記
さ
れ
る
。
○
将
雞
藏
于
背
後
＝
ニ
ワ
ト
リ
を
背
中
の
後
ろ
に
隠
し

た
、
と
い
う
意
味
。「
将
﹇jiāng

﹈」（
〜
を
）
は
、
目
的
語
を
動
詞
の
前
に
持
ち
出
す
「
処
置
式
文
」

に
用
い
ら
れ
る
前
置
詞
（
介
詞
）。
現
代
中
国
語
「
把
﹇bǎ

﹈」
と
同
じ
。
○
吟
哦
﹇yín'é

﹈＝
リ
ズ

ミ
カ
ル
な
口
調
で
言
う
、
と
い
う
意
味
の
動
詞
。
こ
こ
で
は
、
七
言
句
を
「
二
・
二
・
三
」
の
リ
ズ

ム
に
乗
せ
て
、
詩
吟
の
よ
う
に
口く

ち

遊ず
さ

ん
で
い
る
。
○
此
田
不
與
張
三
種
＝
こ
の
田
は
な
、
誰
そ
れ
君

に
は
、
植
え
さ
せ
な
い
、
と
い
う
意
味
。
和
刻
本
は
「
此
田
」
の
二
字
を
欠
く
が
、
こ
こ
は
、
前
述

の
通
り
、
詩
吟
の
よ
う
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
口く

ち

遊ず
さ

む
箇
所
で
あ
る
た
め
、
後
に
出
て
く
る
「
不
與
張
三

却
與
誰
」
と
同
じ
く
、七
言
句
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
、中
国
原
本
（
乾
隆
二
六
年
（
一
七
六
一
）

宝
仁
堂
刊
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
本
）
に
よ
り
、
原
文
を
改
め
た
。
○

﹇hòu

﹈

＝
後
に
な
っ
て
。「

」
は
「
後
」
の
異
体
字
。
○
無
稽
之
談
﹇w

ú jī zhī tán

﹈＝
根
も
葉
も
な
い

話
、
デ
タ
ラ
メ
な
話
、
荒
唐
無
稽
な
話
、
と
い
う
意
味
。「
稽
﹇jī

﹈」
は
「
考
え
る
」
意
、「
無
稽
」

は
「
考
え
る
べ
き
根
拠
が
な
い
」
意
。『
書
経
（
尚
書
）』「
大だ

い

禹う

謨ぼ

」
に
「
無
稽
之
言
勿
聴
」（
根
拠

の
な
い
、
い
い
加
減
な
話
は
、
聞
い
て
は
な
ら
な
い
）
と
あ
る
。「
稽
﹇jī

﹈」
と
「
雞
﹇jī

﹈」
は
同

音
語
で
あ
る
た
め
、中
国
語
で
発
音
し
た
場
合
、「
無
稽8

之
談
」（
根
拠
の
な
い
デ
タ
ラ
メ
な
話
）は「
無

雞8

之
談
」（（
賃
料
と
し
て
の
）ニ
ワ
ト
リ
の
支
払
い
が
な
い
場
合
の
話
）と
い
う
意
味
に
も
聞
こ
え
る
。

な
お
、「
稽
」
字
に
附
さ
れ
た
割
注
「
雞
」
は
、
中
国
原
本
に
見
え
る
原
注
で
あ
る
。
和
刻
本
は
「
無

稽
」
に
左
訓
「
ワ
ケ
ナ
シ
」（
訳
な
し
）
を
附
す
。「
ワ
ケ
ナ
シ
」
は
、「
わ
け
が
分
か
ら
な
い
」「
無

茶
苦
茶
だ
」
と
い
う
意
味
。「
わ
け
も
な
し
」
と
も
言
う
。
○
見
機
而
作
﹇jiàn jī ér zuò

﹈＝
タ
イ

ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
、
す
ば
や
く
行
動
す
る
、
と
い
う
意
味
。『
易
経
』「
繫
辞
伝
下
」
に
「
君
子

見
幾
而
作
。
不
俟
終
日
。」（
君
子
は
チ
ャ
ン
ス
を
見
計
ら
っ
て
、
す
ぐ
に
行
動
す
る
。
一
日
中
、
ぼ

ん
や
り
待
っ
て
い
た
り
は
し
な
い
。（
拙
訳
））
と
あ
る
。
こ
れ
も
や
は
り
、「
機
﹇jī

﹈」
と
「
雞
﹇jī

﹈」

は
同
音
語
で
あ
る
た
め
、
中
国
語
で
発
音
し
た
場
合
、「
見
機
而
作
」
は
「
見
雞
而
作
」（
ニ
ワ
ト
リ

を
見
て
、す
ば
や
く
行
動
し
た
）
と
い
う
意
味
に
も
聞
こ
え
る
。「
機
」
字
に
附
さ
れ
た
割
注
「
雞
」
も
、

中
国
原
本
に
見
え
る
原
注
で
あ
り
、和
刻
本
の
施
訓
者
・
遠と

お

山や
ま

荷か

塘と
う

に
よ
る
訳
注
で
は
な
い
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、
原
本
『
笑
林
評
』『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』『
笑
府
』、
和
刻
本
『
笑
府
』
な
ど
に
は
収
録
さ
れ

て
い
な
い
が
、清
代
筆
記
小
説
『
堅
瓠
十
集
』
巻
四
「
攬
田
」（
褚ち

よ

人じ
ん

穫か
く

著
、康
煕
二
九
年
（
一
六
九
〇
）

序
）
に
類
話
が
あ
る
（
祁
連
休
『
中
国
民
間
故
事
史
（
巻
下
）』（
河
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
一
三
年

一
月
、
一
〇
七
二
頁
参
照
）。

　

以
下
に
示
す
『
堅
瓠
十
集
』
の
引
用
は
、W

eb

サ
イ
ト
「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
提
供
の
公

開
画
像
デ
ー
タ
（
原
白
文
）
に
よ
る
翻
刻
で
あ
る
。
句
読
点
は
、
私
に
附
し
た
。

　
『
笑
林
広
記
』
と
内
容
は
同
じ
だ
が
、
文
章
は
異
な
る
。
拙
訳
を
添
え
る
。

　

『
堅
瓠
十
集
』（
褚ち

よ

人じ
ん

穫か
く

著
、
康
煕
二
九
年
（
一
六
九
〇
）
序
、
巻
四
、二
八
丁
裏
）

　
　

攬
田

崇
明
佃
戸
攬
田
。
先
以
雞
鴨

業
主
。
此
通
例

也
。
有
張
三
者
向
施
氏
攬
田
。
施
曰
。
此
田
不
與

張
三
種
。
既
而
張
三
取
雞
餽
之
。
施
轉
語
曰
。
不
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マ
と
し
た
笑
話
な
ら
ば
、
次
の
「
術
業
部
」
に
入
れ
ら
れ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。「
訳
解
笑
林
広

記
目
次
」「
術
業
部
」（
一
丁
表
）
に
も
「
郎イ

シ
ヤ中

画ヱ
カ
キ工

做シ
ヨ
ク

工ニ
ン

ナ
ト
ノ
差シ

ソ
コ
ナ
イ過

タ
ル
可オ

カ
シ
キ笑

コ
ト
ヲ
コ
ヽ
ニ

ア
ツ
ム
」（「
術
業
部
」
に
は
、
医
者
や
画
家
や
職
人
な
ど
、
手
に
職
を
持
つ
人
た
ち
の
笑
い
話
を
収

録
す
る
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

亡
く
な
っ
た
人
が
死
後
お
金
に
困
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
今
で
も
中
国
の
葬

式
で
燃
や
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
「
紙し

銭せ
ん

」
な
ら
ぬ
「
紙し

牌は
い

」（
中
国
式
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
）
を
燃
や
し
、

そ
の
カ
ー
ド
に
描え

が

か
れ
て
い
る
『
水す

い

滸こ

伝で
ん

』
の
英
雄
た
ち
の
働
き
に
よ
っ
て
、
腹
の
な
か
の
銀
を
外

へ
追
い
出
そ
う
と
す
る
藪や

ぶ

医い

者し
や

も
、
も
ち
ろ
ん
と
ん
で
も
な
く
馬
鹿
げ
た
存
在
で
は
あ
る
が
、
そ
の

よ
う
な
馬
鹿
げ
た
医
者
の
治
療
を
受
け
る
、
と
ん
で
も
な
く
馬
鹿
げ
た
金
持
ち
、
い
や
い
や
、
そ
も

そ
も
こ
の
金
持
ち
は
、
銀
を
口
に
含
ん
で
い
っ
た
い
何
を
し
て
い
た
の
か
。
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な

い
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
た
馬
鹿
な
金
持
ち
が
、
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
見
立
て
を
す
る

馬
鹿
な
医
者
の
治
療
を
受
け
た
と
い
う
、
と
ん
で
も
な
く
馬
鹿
げ
た
世
界
を
、
こ
こ
で
は
笑
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
話
は
、
あ
ま
り
に
も
馬
鹿
げ
た
「
金
持
ち
た
ち
」
の
失
敗
（
銀
の
誤
飲
事
件
）
を
全
体
的
に

嘲ち
よ
う

笑し
よ
う

し
て
い
る
と
考
え
て
お
く
。

　　
73
田で
ん

主し
ゆ

見け
ん

鶏け
い

（
地じ

主ぬ
し

様さ
ま

が
ニ
ワ
ト
リ
を
見
て
…
…
）

原
文

　
　

田-

主
見
レ

雞

一
富
人
有
二リ

-

田
数-

畆
一

。
租ツ

ク
ダ二-

與
シ
テ

張
三
者
一ニ

種
セ
シ
ム

。
毎-

畆
索
二ト

ム

雞
一-

隻
一ヲ

。
張
三
将
レテ

雞
ヲ

藏
二ス

于
背
後
一ニ

。田-

主 

遂
ニ

作
二シ

テ

吟
哦

ノ

之
聲
一ヲ

曰
ク

。此
田
不
下

與
二テ

張
三
一ニ

種
上セ

シ
メ。張

三 

ク

将
レテ

雞
ヲ

献-

出
ス

。

田
主 

又
吟

シ
テ

曰
ク

。
不
レシ

テ

與
二ヘ

張
三
一ニ 

却
テ

與
レン

誰
ニ

。
張
三
曰

ク

。
初
間

ハ

不
レ

與
レヘ

我
ニ

。

 

又
タ

與
レフ

ハ

我
ニ

何
ン
ソ
ヤ

也
。
田
主 

曰
ク

。
初

ハ

乃
チ

無ワ
ケ
ナ
シ

-

稽
ノ

﹇
雞
﹈
之
談

也

。
後

ハ

乃
チ 

見
レテ 

機
ヲ

﹇
雞
﹈
而
作

ス
也

也
。

　
書
き
下
し
文

　
　

田で
ん

主し
ゆ 

鶏と
り

を
見み

る

一い
ち

富ふ

翁を
う 

余よ

田で
ん

数す
う

畝ほ 

有あ

り
。
張ち

や
う

三さ
ん

な
る
者も

の

に
租そ

与よ

し
て
種し

ゆ

せ
し
む
。
毎ま

い

畝ほ 

鶏と
り

一い
つ

隻せ
き

を
索も

と

む
。
張ち

や
う

三さ
ん 

鶏と
り

を
将も

つ

て 

背は
い

後ご

に
蔵か

く

す
。
田で

ん

主し
ゆ 

遂つ
ひ

に 

吟ぎ
ん

哦が

の
声こ

ゑ

を
作な

し
て
曰い

は

く
。
此こ

の
田た 

張ち
や
う

三さ
ん

に
与あ

た
へ

て

種し
ゆ

せ
し
め
ず
。
張ち

や
う

三さ
ん 

忙
あ
わ
た
だ
し

く 

鶏と
り

を
将も

つ

て 

献け
ん

出し
ゆ
つ

す
。
田で

ん

主し
ゆ 

又ま
た 

吟ぎ
ん

じ
て
曰い

は

く
。
張ち

や
う

三さ
ん

に
与あ

た

へ
ず
し
て 

却か
へ
つ

て
誰た

れ

に
与あ

た
へ

ん
。
張ち

や
う

三さ
ん 

曰い
は

く
。
初し

よ

間か
ん

は 

我わ
れ

に
与あ

た

へ
ず
。
後の

ち

は 

又ま
た 

我わ
れ

に
与あ

た

ふ
る

は 

何な
ん

ぞ
や
。
田で

ん

主し
ゆ 

曰い
は

く
。
初は

じ
め

は 

乃す
な
は

ち 

無む

稽け
い

﹇
鶏け

い

﹈
の
談だ

ん

な
り
。
後の

ち

は
乃す

な
は

ち 

機き

﹇
鶏け

い

﹈
を
見み

て
作な

す
な
り
。

　
現
代
語
訳

　

あ
る
お
金
持
ち
、
い
く
ら
か
余
分
に
田た

畑は
た

を
所
有
し
て
い
た
の
で
、（
小こ

作さ
く

人に
ん

の
）
誰だ

れ

か
さ
ん
に

貸
し
て
、（
作
物
を
）
作
ら
せ
よ
う
と
し
た
。（
地
主
は
賃
料
と
し
て
、
田た

畑は
た

の
面
積
）
一
畝ム

ー

（
五
・
四

ア
ー
ル
）
ご
と
に
、
ニ
ワ
ト
リ
一
羽
を
要
求
し
た
が
、
そ
の
誰だ

れ

か
さ
ん
は
、
ニ
ワ
ト
リ
を
背
中
の
後

ろ
に
隠
し
（
て
、
地
主
に
渡
そ
う
と
し
な
か
っ
）
た
。
そ
こ
で
地
主
は
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
節ふ

し

を
つ
け

て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

　
「
こ
の
田た

畑は
た

、
誰だ

れ

そ
れ
君く

ん

に
は
、
植
え
さ
せ
な
い
（
此
田
不
与
張
三
種
）。」

　

す
る
と
、
こ
の
誰だ

れ

か
さ
ん
は
、
慌
て
て
ニ
ワ
ト
リ
を
差
し
出
し
た
。
す
る
と
地
主
は
、
ま
た
し
て

も
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
節ふ

し

を
つ
け
て
、
こ
う
言
っ
た
。

　
「
こ
の
田た

畑は
た

、
誰だ

れ

そ
れ
君く

ん

に
貸
さ
ず
し
て
、
い
っ
た
い
誰
に
貸
す
も
の
ぞ
（
不
与
張
三
却
与
誰
）。」

　

誰だ
れ

か
さ
ん
は
、
言
っ
た
。

　
「
最
初
わ
し
に
は
や
ら
ん
と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
、
後
に
な
っ
て
ま
た
わ
し
に
く
れ
る
っ
ち
ゅ
う

の
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
わ
け
な
ん
じ
ゃ
。」

　

地
主
は
言
っ
た
。

　
「
最
初
は
つ
ま
り
、
根
も
葉
も
な
い
、
そ
し
て
鶏8

も
な
い
デ
タ
ラ
メ
じ
ゃ
っ
た
。」

　
　

【
訳
者
注
】
中
国
語
で
は
、「
稽
﹇jī

﹈
と
「
鶏
﹇jī

﹈」
が
同
じ
発
音
の
た
め
、「
荒
唐
無
稽
な

デ
タ
ラ
メ
な
話
」
と
い
う
意
味
の
成
語
「
無
稽
之
談
﹇w

ú jī zhī tán

﹈」
が
「
ニ
ワ

ト
リ
が
い
な
い
と
き
の
話
」（「
無
鶏
之
談
﹇w

ú jī zhī tán

﹈）
と
い
う
意
味
に
も
聞

こ
え
る
。

　　
「
と
い
う
こ
と
で
、
後
の
は
な
、
機
を
見
て
鶏8

を
見
て
、
そ
し
て
す
ば
や
く
行
動
し
た
と
い
う
こ

と
じ
ゃ
。」

　
　

【
訳
者
注
】
同
じ
く
中
国
語
で
は
、「
機
﹇jī

﹈」
と
「
鶏
﹇jī

﹈」
が
同
音
の
た
め
、「
タ
イ
ミ

ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
す
ば
や
く
行
動
す
る
」
と
い
う
意
味
の
「
見
機
而
作
﹇jiàn jī ér 
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牌
中
冩
梁
山
泊
強
盗
宋
江

﹈

　
書
き
下
し
文

　
　

銀ぎ
ん

の
肚は

ら

に
入い

り

し
を
医い

す

一い
ち

富ふ

翁を
う 

銀ぎ
ん

を
口く

ち

に

む
ふ
く

。
誤

あ
や
ま
つ

て
呑の

み

て
腹は

ら

に
入い

る 

痛い
た

み
甚

は
な
は
だ

し
。
医い

を
延ま

ね

き
之こ

れ

を
治ち

す
。
医い 

曰い
は

く
。

難か
た

か
ら
ず
。
先ま

づ 
紙し

牌は
い

一い
つ

副ぷ
く

を
買か

ひ
。
焼や

き 

灰は
い

に
し
て
之こ

れ

を
咽の

み
。
再ふ

た
たび 

艾あ
い

丸ぐ
わ
んを

用も
ち

ひ
て
臍ほ

ぞ

を

灸き
う

す
。
其そ

の
銀ぎ

ん 

自
お
の
づ
か

ら
出い

で

ん
。
翁を

う 

其そ

の
故ゆ

ゑ

を
詢と

ふ
。
医い 

曰い
は

く
。
外

ぐ
わ
い

面め
ん

は 

火ひ

を
用も

つ

て
焼や

き
。
裏り

面め
ん

は 

強が
う

盗た
う 

有あ

つ
て
打だ

劫ご
ふ

す
。
那な

ん

ぞ
怕お

そ
れ

ん 

你な
ん
ぢ

的の 

銀ぎ
ん

子す 

出い
で

来き
た

ら
ざ
る
を
。﹇
紙し

牌は
い

中ち
う 

梁り
や
う

山ざ
ん

泊ぱ
く

の

強が
う

盗た
う 

宋そ
う

江か
う

等と
う

を
写う

つ

す
﹈

　
現
代
語
訳

　

あ
る
お
金
持
ち
の
爺じ

い

さ
ん
、（
ど
う
い
う
わ
け
か
）
銀
を
口
に
入
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
誤
っ
て
ゴ

ク
ン
と
飲
み
込
ん
で
し
ま
い
、（
銀
の
塊

か
た
ま
りが

）
お
腹な

か

に
入
っ
て
、
た
い
そ
う
痛
が
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
、
医
者
を
呼
ん
で
、
治
療
し
て
も
ら
っ
た
。
医
者
が
言
う
に
は
、

　
「
こ
り
ゃ
大
丈
夫
で
す
よ
。
ま
ず
、
紙し

牌は
い

（
中
国
式
ト
ラ
ン
プ
）
を
一
セ
ッ
ト
買
い
、
そ
れ
を
焼

い
て
灰
に
し
て
、
ま
る
ご
と
ゴ
ッ
ク
ン
と
飲
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
れ
か
ら
、
モ
グ
サ
で
臍へ

そ

の
あ

た
り
に
灸き

ゆ
う

を
据
え
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
銀
は
ポ
ロ
ン
と
自
然
に
（
お
腹な

か

か
ら
）
出
て
き
ま
す
よ
。」

　

爺じ
い

さ
ん
は
、
そ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
か
と
質
問
し
た
。
す
る
と
医
者
は
、
こ
う
言
っ
た
。

　
「
外
側
を
火
で
焼
か
れ
、
内
側
か
ら
強
盗
が
襲
っ
て
き
た
ら
、
そ
り
ゃ
ど
う
あ
っ
て
も
、
銀
は
出

て
こ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。」

　
　

【
訳
者
注
】
こ
の
医
者
は
、
ど
う
か
し
て
い
る
。「
そ
ん
な
ア
ホ
な
」
と
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
る

べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
中
国
伝
統
の
お
葬
式
で
焼
か
れ
る
「
紙し

銭せ
ん

」
で
も
あ
る
ま
い
し
、

「
紙し

牌は
い

」（
ゲ
ー
ム
用
の
カ
ー
ド
）
を
焼
い
て
、
そ
の
灰
を
飲
み
込
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

ト
ラ
ン
プ
に
描え

が

か
れ
た
盗
賊
た
ち
が
、
金
目
の
も
の
を
狙
っ
て
お
腹な

か

の
な
か
で
暴
れ
回

る
な
ど
、
二
五
〇
年
前
の
中
国
の
話
と
は
い
え
、
荒
唐
無
稽
も
甚
だ
し
い
。

　
　

【
和
刻
本
割
注
】
中
国
式
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
札ふ

だ

に
は
、（『
水す

い

滸こ

伝で
ん

』
に
登
場
す
る
）
宋そ

う

江こ
う

な
ど
、

梁り
よ
う

山ざ
ん

泊ぱ
く

の
盗
賊
た
ち
の
姿
が
描え

が

か
れ
て
い
る
。

　

注○『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
古
艶
部
（
二
二
丁
裏
〜
二
三
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
一
・

古
艶
部
（
第
五
八
話
、
一
三
丁
表
）。
○

銀
入
肚
﹇yī yín rù dù

﹈＝
銀
が
お
腹な

か

に
入
っ
た
人
を

治
療
す
る
。「
肚
﹇dù

﹈」
は
「
お
腹な

か

」
の
こ
と
。
現
代
中
国
語
「
肚
子
﹇dùzi

﹈」
と
同
じ
。
○

﹇hán

﹈＝
口
を
ふ
さ
ぐ
。
ふ
く
む
。「
含
﹇hán

﹈」
と
同
じ
。
○
延

﹇yán yī

﹈＝
医
者
を
呼
び
に

や
る
。「
延﹇yán

﹈」は「
招し

よ
う

聘へ
い

す
る
」「
招
く
」「
呼
び
に
や
る
」意
の
動
詞
。「
﹇yī

﹈」は「
醫（
医
）」

の
異
体
字
。「
醫
」
は
「
医
」
の
本
字
。
○
紙
牌
﹇zhǐpái

﹈＝
ゲ
ー
ム
用
の
カ
ー
ド
の
こ
と
。
こ
こ

で
は『
水す

い

滸こ

伝で
ん

』の
人
物
が
描
か
れ
た「
水
滸
牌﹇shuǐhǔ pái

﹈」を
指
す
。
右
傍
訓「
カ
ル
タ
フ
ダ
」（
骨

牌
札
）。
中
国
式
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
札ふ

だ

に
、『
水す

い

滸こ

伝で
ん

』
に
描
か
れ
た
梁り

よ
う

山ざ
ん

泊ぱ
く

の
盗
賊
た
ち
、
特
に

そ
の
親
分
で
あ
っ
た
宋そ

う

江こ
う

な
ど
の
姿
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
遠と

お

山や
ま

荷か

塘と
う

に
よ
る
和
刻

本
の
割
注
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
○
一
副﹇yí fù

﹈＝
一
セ
ッ
ト
。「
副﹇fù

﹈」は
、一ひ

と

揃そ
ろ

い
に
な
っ

た
も
の
を
数
え
る
助
数
詞
（
量
詞
）。
○
艾
丸
﹇àiw

án

﹈＝
も
ぐ
さ
。
ヨ
モ
ギ
の
葉
の
裏
に
あ
る
繊

毛
を
乾
燥
さ
せ
、
揉も

ん
で
丸
め
た
も
の
。
お
灸き

ゆ
う

の
材
料
。
左
訓
「
モ
ク
サ
」（
も
ぐ
さ
）。
○
灸
臍

﹇jiǔ qí

﹈＝
臍へ

そ

に
灸き

ゆ
う

を
据
え
る
、
と
い
う
意
味
。
○
裏
面
﹇lǐm

iàn

﹈＝
中な

か

。
内
部
。
内
側
。「
外
面

﹇w
àim

iàn

﹈」
の
対
義
語
。
日
本
語
の
「
う
ら
め
ん
」
で
は
な
い
。
現
代
中
国
語
「
里
面
」
と
同
じ
。

○
那
怕
﹇nǎ pà

﹈＝
直
訳
は
「
ど
う
し
て
〜
を
恐
れ
よ
う
か
（
恐
れ
る
必
要
は
な
い
）」。
現
代
中
国

語
「

﹇nǎ

﹈（
ど
う
し
て
、ど
ん
な
、ど
の
）」
は
、近
代
以
前
の
中
国
で
は
「
那
」
と
表
記
さ
れ
た
。

左
訓
「
キ
ツ
カ
ヒ
セ
ン
」（
気
遣
い
せ
ん
）。
左
訓
「
気
遣
い
せ
ん
」
は
、「（
銀
が
出
て
こ
な
い
な
ど

と
い
う
）
心
配
は
い
ら
な
い
」
意
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、
原
本
『
笑
林
評
』『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』『
笑
府
』、
和
刻
本
『
笑
府
』
な
ど
に
類
話
は
な
い
。

　
余
説

　

こ
の
話
は
、
普
通
に
読
め
ば
、
と
ん
で
も
な
い
藪や

ぶ

医い

者し
や

の
見
立
て
違
い
を
笑
い
飛
ば
そ
う
と
し
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、「
古
艶
部
（
古
風
で
品
が
あ
り
、
色
鮮
や
か
で
美
し
い
世
界
の
話
、
つ
ま

り
官
吏
や
役
人
、
富
貴
な
身
分
の
人
々
の
笑
い
話
を
集
め
た
部
門
、
の
意
）」
に
分
類
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
考
え
る
と
、『
笑
林
広
記
』
の
編
者
「
遊
戯
主
人
」
の
意
識
と
し
て
は
、
特
権
階
級
に
属

す
る
「
金
持
ち
た
ち
」
を
馬
鹿
に
し
た
話
と
し
て
、こ
こ
に
収
録
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
医
者
を
テ
ー
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乳-

餅
ノ

大
一ナ

ル
ヲ

的
ナ
ラ
ン

」（
是こ

れ 

乳に
う

餅へ
い

の
大だ

い

な
る
を
吃き

つ

す
る
的も

の

な
ら
ん
）
は
誤
り
。「
大
き
な
乳
餅
」
の

意
味
な
ら
ば
「
大8

乳
餅
」
と
表
現
さ
れ
る
。
正
し
く
は
「
是
吃
二シ

テ

乳
餅
一ヲ

大
キ
ク
ナ
リ
シ

的
ナ
ラ
ン

」（
是こ

れ 

乳に
う

餅へ
い

を
吃き

つ

し
て
大お

ほ

き
く
な
り
し
的も

の

な
ら
ん
）
と
で
も
訓よ

む
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
是
〜
的
」
は
「
〜
な
の

で
す
」
と
い
う
意
味
の
強
調
構
文
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
巻
二
時
笑
・
調
語
三
〇
（
第
二
七
五
話
「
乳
餅
」）
に
類
話
が
あ

る
。『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
収
録
話
の
原
文
は
、以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
笑
林
広
記
』
と
ほ
ぼ
同
文
の
た
め
、

編
者
の
コ
メ
ン
ト
部
分
の
み
拙
訳
を
添
え
る
。

　

な
お
、『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
の
コ
メ
ン
ト
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
話
は
、『
笑
府
』
第
三
話
「
麟
」（
巻
一

古
艶
部
、
筑
波
大
学
中
央
図
書
館
蔵
本
、
二
丁
表
〜
裏
）
と
同
じ
話
で
あ
る
が
、
字
句
は
異
な
る
。

　

『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
第
二
七
五
話
（
巻
二
、
時
笑
・
調
語
三
〇
、万
暦
四
四
年
（
一
六
一
六
）
序
、

　

東
京
大
学
文
学
部
蔵
本
、
一
五
丁
裏
）

　
　

乳
餅

財
主
與
人
論
及
童
子
。
多
肖
乳
母
。
爲
飮
其
乳
。
氣
相

感
也
。
其
人
謂
財
主
曰
。
足8

下8

想8

是8

吃8

乳8

餅8

大8

的8

　
 

凡8

言8

財8

主8

。
便8

覺8

牛8

氣8

逼8

人8

。
舊
言
孔
子
泣
麟
。
弟

　

子
編
錢
于
牛
體
。
以
麟
活
告
。
孔
子
觀
之
曰
。
分、
、明

　

一、
、
、

隻
牛
。
只、
、
、
、
、
、

多
幾
箇
錢
耳
。

　　
　
　
　

（
編
者
の
コ
メ
ン
ト
）
だ
い
た
い
金
持
ち
と
い
う
も
の
は
、傲
慢
で
偉
そ
う
な
態
度
（「
牛

氣
」）で
人
に
接
し
が
ち
で
あ
る
。
昔
の
話
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
孔
子
が（
死

ん
だ
）
麒き

麟り
ん

を
見
て
泣
い
て
い
た
の
で
、
弟
子
た
ち
は
牛
の
体
に
お
金
を
ぐ
る
ぐ
る

巻
き
に
く
く
り
つ
け
、「
麒き

麟り
ん

が
生
き
返
り
ま
し
た
」
と
孔
子
に
知
ら
せ
た
。
孔
子

は
そ
れ
を
見
て
、「
そ
れ
は
明
ら
か
に
牛
じ
ゃ
な
い
か
。
た
だ
、
い
く
ら
か
お
金
が

余
計
に
く
っ
つ
て
い
る
だ
け
じ
ゃ
。」
と
言
っ
た
。

　

余
説

　

こ
の
話
の
前
半
は
す
べ
て
、「
牛ぎ

ゆ
う

気き
﹇niúqì

﹈」と
い
う
語
を
引
き
出
す
た
め
の「
前
振
り
」で
あ
る
。

言
い
た
い
こ
と
は
、
金
持
ち
と
い
う
奴
は
、
傲
慢
で
偉
そ
う
な
「
牛ぎ

ゆ
う

気き

﹇niúqì

﹈」
に
満
ち
た
存

在
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

第
七
〇
話
「
借
牛
」
で
は
、
文
字
の
読
め
な
い
金
持
ち
が
、
そ
う
と
は
知
ら
ず
に
自
分
で
「
牛う

し

」

の
代
わ
り
に
仕
事
を
す
る
と
言
っ
て
し
ま
い
、
本
話
「
吃き

つ

乳に
ゆ
う

餅へ
い

」
に
お
い
て
は
、
金
持
ち
は
「
牛う

し

」

の
乳ち

ち

で
育
っ
た
か
ら
、「
牛う

し

」
の
「
気き

」
が
充
ち
満
ち
て
、「
牛ぎ

ゆ
う

気き

﹇niúqì

﹈」
＝
「
傲
慢
で
偉
そ

う
な
態
度
を
と
る
人
間
」
に
な
っ
た
の
だ
と
言
っ
て
い
る
。

　
「
牛ぎ

ゆ
う

気き

﹇niúqì

﹈」」
と
い
う
中
国
語
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
そ
し
て
当
時
の
中
国
人
な
ら
ば
誰
で

も
知
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
通
俗
的
な
口
語
語
彙
な
の
だ
が
、
こ
の
二
人
の
や
り
と
り
は
、
ま
さ
し

く
「
謎
か
け
」
や
「
小こ

咄ば
な
し

」
の
よ
う
に
聞
こ
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
「
子
ど
も
が
乳う

母ば

に
似
る
の
は
、
そ
の
お
乳ち

ち

を
飲
ん
だ
せ
い
で
あ
り
、
体
内
の
気き

が
互
い
に
反
応

し
た
か
ら
で
あ
る
」と
か
け
て
、「
そ
れ
な
ら
ば
、あ
な
た
は
き
っ
と
チ
ー
ズ
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
育
っ

た
の
で
し
ょ
う
。」
と
解
く
。
そ
の
意こ

こ
ろ

は
、「
牛
の
乳ち

ち

を
飲
ん
で
育
っ
て
、
牛う

し

君く
ん

の
気き

が
充
ち
満
ち
て
、

つ
い
に
は
牛ぎ

ゆ
う

気き

﹇niúqì

﹈＝
傲
慢
ち
き
な
お
金
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
『
笑
林
広
記
』
本
文
は
、「
牛
氣
」
と
い
う
語
を
表
に
出
し
て
は
い
な
い
が
、
出
し
て
い
な
い
か
ら

こ
そ
、
謎
が
解
け
た
後
に
「
氣
相
感
也
」
の
「
氣
」
が
「
牛
氣
」
と
い
う
語
を
引
き
出
す
た
め
の
伏

線
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
笑
い
が
込
み
上
げ
て
く
る
、
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
編
者
の
コ
メ
ン
ト
「
だ
い
た
い
金
持
ち
と
い
う
も
の
は
、
傲
慢
で
偉
そ
う
な
態
度
（「
牛

氣
」）
で
人
に
接
す
る
も
の
で
あ
る
。（
凡8

言8

財8

主8

。
便8

覺8

牛8

氣8

逼8

人8

。）」
は
、
こ
の
話
の
「
笑
い
の

ツ
ボ
」
が
「
牛
氣
」
と
い
う
語
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。

　　
72
医い

銀ぎ
ん

入
に
ゆ
う

肚と

（
銀
が
お
腹な

か

の
な
か
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
の
を
治
療
す
る
）

原
文

　
　

二ス

銀
ノ

入
一シ
レヲ

肚
ニ

一
富
翁
二ム

銀
ヲ

于
口
一ニ

。
誤

テ

呑
テ

入
レル

腹
ニ

痛
甚

シ

。
延
レキ

ヲ

治
レス

之
ヲ

。

曰
ク

。
不
レ

難
カ
ラ

。
先

ツ

買
二ヒ

紙カ
ル
タ
フ
ダ

-

牌
一
副
一ヲ

。
焼

キ

灰
ニ
シ
テ

咽
レミ

之
ヲ

。
再

ヒ

用
二ヒ

テ

艾モ
ク
サ丸

一ヲ

灸
レス

臍
ヲ

。
其

ノ

銀
自オ

出
ン

。
翁
詢
二フ

其
ノ

故
一ヲ

。

曰
ク

。

外
面

ハ

用
レヒ

テ

火
ヲ

焼
キ

。
裏-
面

ハ

有
二ツ

テ

強
盗
一

打-

ス

。
那

ン
ソ

キ
ツ
カ
ヒ
セ
ン

怕
ン

你-

的
ノ

銀
子
不
二ル

ヲ

出
テ

来
一ラ

。﹇
紙
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年
（
一
八
二
四
）
刊
、
一
四
丁
裏
〜
一
五
丁
表
）
に
も
、
文
言
風
の
漢
文
体
に
書
き
換
え
ら
れ
た
本

文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、『
笑
林
広
記
』
所
収
の
本
話
「
借
牛
」
と
は
、
異
な
る
内
容
で
あ
る
。

　
余
説

　

大
金
持
ち
で
は
あ
っ
て
も
、
文
字
が
読
め
な
い
無
教
養
な
人
間
を
か
ら
か
っ
た
話
。

　

こ
の
話
の
場
合
、
文
字
の
読
め
な
い
金
持
ち
が
、「
牛
を
貸
し
て
く
れ
」
と
い
う
申
し
出
に
対
し
て
、

「
後
で
す
ぐ
に
、（
牛
の
代
わ
り
に
）わ、し、が
行
く
」と
、図
ら
ず
も
即
答
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
に「
笑

い
の
ツ
ボ
」
が
あ
る
。
教
養
の
な
い
た
だ
の
金
持
ち
は
、
も
は
や
一
人
前
の
人
間
で
は
な
く
、
逆
に

人
間
様
に
こ
き
使
わ
れ
、
単
純
肉
体
重
労
働
に
の
み
従
事
す
る
の
が
適
当
な
、「
牛
馬
」
に
す
ぎ
な
い
、

と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
無
教
養
な
金
持
ち
を
「
牛
」
に
喩た

と

え
て
馬
鹿
に
す
る
話
は
、
さ
ら
に
第
七
一
話

「
吃き

つ

乳に
ゆ
う

餅へ
い

」
に
続
く
。

　　
71
吃き
つ

乳
に
ゆ
う

餅へ
い

（
牛
の
チ
ー
ズ
を
食
べ
る
）

原
文

　
　

吃
二ス

乳
餅
一ヲ

﹇
以
二

牛
羊
乳
一ヲ

做
ス

的
﹈

富-

翁 

與
レ

人
論-

及
ス 

童
子
多

ク
ハ

肖
二タ

リ

乳
母
一ニ

。
為
レメ

ニ

吃
二ス

ル
カ

其
乳
一ヲ

。
氣
相
感

ル
也
ト

也
。
其

ノ

人
謂
二テ

冨

翁
一ニ

曰
ク

。
若

シ

是
レ

如
レク

ナ
ラ
ハ

此
ノ

。
想オ

モ
フ

来ニ 

足
下
從
レリ

是
レ

吃
二ス

ル

乳-

餅
ノ

大
一ナ

ル
ヲ

的
ナ
ラ
ン

。

書
き
下
し
文

　
　

乳に
う

餅へ
い

を
吃き

つ

す
﹇
牛ぎ

う

羊や
う

乳に
う

を
以も

つ

て
做な

す
的も

の

﹈

富ふ

翁を
う 

人ひ
と

と
論ろ

ん

及き
ふ

す 

童ど
う

子じ 

多お
ほ

く
は
乳う

母ば

に
肖に

た
り
。
其そ

の
乳ち

ち

を
吃き

つ

す
る
が
為た

め

に
。
気き 

相あ
い

感か
ん

ず
る
な

り
と
。
其そ

の
人ひ

と 

富ふ

翁を
う

に
謂い

ひ

て
曰い

は

く
。
若も

し
是こ

れ 

此か
く

の
如ご

と

く
な
ら
ば
。
想お

も
ふ

来に 

足そ
く

下か 

幼え
う

よ
り 

是こ
れ 

乳に
う

餅へ
い

の
大だ

い

な
る
を
吃き

つ

す
る
的も

の

な
ら
ん
。

　
現
代
語
訳

　

お
金
持
ち
が
、
あ
る
人
と
次
の
よ
う
な
議
論
を
し
て
い
た
。

　
「
子
ど
も
と
い
う
の
は
、
た
い
て
い
乳う

母ば

に
似
る
も
の
だ
な
。
乳う

母ば

の
乳ち

ち

を
飲
ん
で
い
る
の
で
、

（
乳う

母ば

と
子
ど
も
は
）
体
内
の
気き

が
、
互
い
に
反
応
し
合
っ
て
い
る
の
じ
ゃ
ろ
う
。」

　

す
る
と
、
相
手
は
、
お
金
持
ち
に
こ
う
言
っ
た
。

　
「
も
し
も
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
貴き

殿で
ん

は
き
っ
と
、
幼
い
頃
か
ら
チ
ー
ズ
を
食
べ
て
大

き
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
な
。」

　
　

【
訳
者
注
】
だ
か
ら
あ
な
た
は
「
牛う

し

」
に
似
て
、「
牛う

し

」
の
「
気き

」＝「
牛ぎ

ゆ
う

気き

﹇niúqì

﹈」
に
充

ち
満
ち
た
、傲
慢
で
偉
そ
う
な
、嫌
な
人
間
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
、と
い
う
意
味
。「
牛

気
」
は
、「
生
意
気
で
あ
る
」「
傲
慢
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
の
中
国
語
（
俗
語
）。

　
　

【
和
刻
本
割
注
】（「
乳に

ゆ
う

餅へ
い

」
と
は
）
牛
や
羊
の
乳ち

ち

で
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
古
艶
部
（
二
二
丁
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
一
・
古
艶
部
（
第

五
五
話
、一
二
丁
裏
）。
○
乳
餅
﹇rǔbǐng

﹈＝
牛
や
羊
の
乳
で
作
っ
た
チ
ー
ズ
。「
餅
﹇bǐng

﹈」
と
は
、

通
常
は
小
麦
粉
を
こ
ね
た
も
の
を
焼
い
た
り
蒸
し
た
り
し
て
食
べ
る
、
パ
ン
や
ピ
ザ
の
よ
う
な
も
の

を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
円
盤
状
に
伸
ば
し
た
チ
ー
ズ
な
ど
の
乳
製
品
。
和
刻
本
の
割
注
に
、「
以
二

牛

羊
乳
一ヲ

做
ス

的
（
牛
や
羊
の
乳
で
作
っ
た
も
の
）」
と
い
う
遠と

お

山や
ま

荷か

塘と
う

に
よ
る
訳
注
が
附
さ
れ
て
い
る
。

○
氣
相
感
﹇qì xiāng gǎn

﹈＝
人
間
の
体
内
に
宿
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
東
洋
哲
学
に
お
け
る
「
気
」）

が
互
い
に
反
応
し
共
鳴
す
る
こ
と
。「
気
」
と
「
気
」
が
「
化
学
反
応
」
を
起
こ
し
、
相
乗
効
果
を

も
た
ら
す
こ
と
。『
易
経
』「
乾
」（
文
言
伝
）
に
「
同
聲
相
應
、
同
氣
相
求8

（
同ど

う

声せ
い 

相あ
ひ

応お
う

じ
、
同ど

う

気き 

相あ
ひ

求も
と

む
）」
と
あ
る
の
が
、
日
本
で
も
中
国
で
も
最
も
有
名
だ
が
、
黄
石
公
『
素
書
』
安
礼
章
第

六
に
も
「
同
聲
相
應
、
同
氣
相
感8

（
同ど

う

声せ
い 

相あ
ひ

応お
う

じ
、
同ど

う

気き 

相あ
ひ

感か
ん

ず
）」
と
あ
る
。
な
お
、
後
者
の

本
文
は
、
和
刻
本
『
素
書
』（
寛
永
刊
本
（
二
八
丁
裏
）、「
和
刻
本
諸
子
大
成
」
第
四
輯
、
長
澤
規

矩
也
編
、
古
典
研
究
会
、
一
九
七
五
年
、
四
八
頁
）
に
よ
れ
ば
、「
声な

を
同お

な

じ
ふ
す
る
も
の
は
相あ

ひ

應お
う

じ
。
氣き

を
同お

な

じ
ふ
す
る
も
の
は
相あ

ひ

感か
ん

ず
。」と
訓
読
さ
れ
て
い
る
。
○
若
是﹇ruòshì

﹈＝「
も
し
も（
〜

な
ら
ば
）」
と
い
う
意
味
の
接
続
詞
（
書
面
語
）。
現
代
中
国
語
（
口
頭
語
）
の
「
如
果
﹇rúguǒ

﹈」

「
要
是
﹇yàoshi

﹈」
と
同
じ
。
○
想
来
﹇xiǎnglái

﹈＝
考
え
て
み
れ
ば
、
お
そ
ら
く
、
た
ぶ
ん
。
現

代
中
国
語
と
同
じ
。
右
傍
訓
「
オ
モ
フ
ニ
」（
思
ふ
に
）。
○
足
下
﹇zúxià

﹈＝
貴
殿
、
足
下
。
相
手

に
対
す
る
敬
意
を
込
め
た
二
人
称
（
書
簡
用
語
）。
○
是
吃
乳
餅
大
的
﹇shì chī rǔbǐng dà de

﹈

＝（
牛
の
乳
で
作
ら
れ
た
）
チ
ー
ズ
を
食
べ
て
大
き
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
現
代
中
国
語
な
ら
ば

「
你
是
吃
乳
餅
長8

大
的
」
と
で
も
言
う
べ
き
と
こ
ろ
。
厳
密
に
言
え
ば
、
和
刻
本
の
施
訓
「
是

レ

吃
二ス

ル
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『
笑
倒
』（
康
熙
五
七
年
（
一
六
五
八
）
序
『
増
訂
一
夕
話
新
集
』
所
収
、『
明
清
笑
話
四
種
』「
笑

　

倒
選
」
第
二
話
、
九
一
頁
）

　
　

借
牛

有
走
柬
借
牛
於
富
翁
者
。
富
翁
方
對
客
，
諱
不
識
字
，
僞
啓
緘
視
之
，
對
曰
，
知
道
了
，
少
停

我
自
來
也
。

　
　
　
　

【
訳
者
注
】『
明
清
笑
話
集
六
種
』（
張
亜
新
・
程
小
銘 

校
注
、
中
州
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
二
年
一
〇
月
、一
七
九
頁
）所
収
テ
ク
ス
ト
は
、文
末
の
一
字「
也
」を
欠
く
。

　

『
増
補
一
夕
話
（
増
訂
一
夕
話
新
集
）』
巻
四
「
笑
倒
類
」
第
二
話
（
咄
咄
夫
偶
拈
、道
光
十
二

　

年
（
一
八
三
二
）
大
經
堂
刊
、
架
蔵
本
、
一
丁
表
〜
裏
）

借
牛　

有
走
柬
借
牛
于
富
翁
者 

富
翁
方
対
客 

諱
不
識
字 

佯

　

開
緘
以
視
之 

対
曰 

知
道
了 

少
刻
我

來
也

　　

ま
た
、
こ
の
話
は
、
和
刻
本
『
解
顔
新
話
』（
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
序
）
に
も
収
録
さ
れ
、

小
咄
本
『
即そ

く

当と
う

笑え

合あ
わ
せ

』（
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
序
）
に
は
、
そ
の
日
本
語
訳
が
「
江
戸
小
咄
」

と
し
て
、
板
木
を
再
利
用
す
る
形
で
、
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
『
解
顔
新
話
』『
即そ

く

当と
う

笑え

合あ
わ
せ

』
の
原
文
を
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
に
拠
っ
て
示
す
。

　

和
刻
本
『
解
顔
新
話
』
第
一
九
話
「
借
牛
」（
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
序
、
京
都
大
学
附
属

　

図
書
館
蔵
本
、
上
巻
、
一
四
丁
裏
〜
一
五
丁
表
）

　
　

借
牛

有
下

走
二テ

尺-

素
一ヲ

借
二ル

牛
ヲ

于
富-

翁
一ニ

者
上 

翁
方
對
レ

客
ニ

諱
レ

不
ヲ

レ

識
レ

字
ヲ 

偽
啓
レ

緘
ヲ

視
レ

之
ヲ

對
二シ

テ

来-

使
一ニ

曰 

知-

道-

了 

少-

刻

我
自-

也

　

尺て
が
み素

を
走

つ
か
は
し

て
富

か
ね
も
ち

翁お
や
ぢ

に
牛う

し

を
借か

る 

翁お
や
ぢ

客ひ

の
ま
へ
で 

字じ

を

　

識し
ら

ぬ
と
い
ふ
事
が 

諱き
ら
ひ

だ
か
ら 

偽わ
ざ
と 

緘ふ
う

を 

啓ひ
ら
い

て
見み

て 

使
つ
か
ひ
の

　

来も
の

に 

ぞ
ん
じ
て
ゐ
る

知
道 

少お
つ
ゝ
け刻 

自ま
い
ら
ふ去

　

小
咄
本
『
即そ

く

当と
う

笑ゑ

合あ
わ
せ

』
第
三
七
話
「
借
牛
」（
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
序
、
京
都
大
学
附
属

　

図
書
館
蔵
本
、
巻
二
、一
四
丁
裏
〜
一
五
丁
表
）

　
　

借
牛

尺て
が
み素

を
走

つ
か
は
して

富
か
ね
も
ち

翁お
や
ぢ

に
牛う

し

を
借か

る 

翁お
や
ぢ

客ひ

の
ま
へ
で 

字じ

を

識し
ら

ぬ
と
い
ふ
事
が 

諱き
ら
ひ

だ
か
ら 

偽わ
ざ
と 

緘ふ
う

を 

啓ひ
ら
い

て
見み

て 

使
つ
か
ひ
の

来も
の

に 

知ぞ
ん
じ
て
ゐ
る道 

少お
つ
ゝ
け刻 

自ま
い
ら
ふ去

　　
『
解
顔
新
話
』
の
本
文
は
、『
新
鐫
笑
林
広
記
』
と
二
箇
所
だ
け
異
な
る
。
原
文
「
柬
」
を
「
尺
素
」

に
作
り
、
原
文
「
少
刻
我
自
来
也
」
を
「
少-

刻
我
自-

去
也
」
と
し
て
い
る
。

　
「
柬
﹇jiǎn

﹈」「
尺
素
﹇chǐsù

﹈」「
尺
牘
﹇chǐdú

﹈」、
い
ず
れ
も
手
紙
、
書
簡
、
文
書
、
尺せ

き

牘と
く

の
意
。

た
だ
し
、
原
文
は
『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』『
笑
府
』『
新
鐫
笑
林
広
記
』、
す
べ
て
「
柬
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

原
文
「
少
刻
我
自
来
也
」
と
『
解
顔
新
話
』「
少-

刻
我
自-

去
也
」
は
、日
本
語
に
訳
せ
ば
「
ち
ょ
っ

と
あ
と
で
、わ
し
が
自
分
で
行
く
わ
い
。」
と
同
じ
意
味
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、こ
の
場
合
「
行

く
」に「
来﹇lái

﹈」を
使
う
の
が
中
国
語
ら
し
い
表
現
で
あ
る
。
日
本
語
で
は
、相
手
の
と
こ
ろ
に「
行

く
」
と
し
か
言
わ
な
い
が
、
中
国
語
で
は
相
手
の
い
る
場
所
を
起
点
と
し
て
、
あ
な
た
の
方
に
「
来

る
（
来
）」
と
い
う
言
い
方
を
す
る
場
合
が
あ
る
。『
解
顔
新
話
』
の
作
者
は
、
日
本
語
的
感
性
に
基

づ
き
、
原
文
「
来
（
来
る
）」
を
「
去
（
行
く
）」
に
書
き
替
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、『
解
顔
新
話
』
の
和
文
訳
の
部
分
に
「
翁お

や
ぢ

客ひ

の
ま
へ
で
」
と
あ
る
「
客ひ

」
は
、
原
文
の
ま

ま
の
表
記
を
残
し
て
置
い
た
が
、
本
来
「
客ひ

と

」
と
で
も
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。『
噺
本
大
系
』

第
十
九
巻
に
見
え
る
『
即そ

く

当と
う

笑え

合あ
わ
せ

』（
一
二
頁
）
も
「
客ひ

□

」
と
翻
刻
し
、「
客ひ

と

」
と
読
む
べ
き
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。
詳
細
は
、
拙
稿
「『
解
顔
新
話
』
全
注
釈
」（
平
成
二
一
年
度
〜
平
成
二
三
年

度 

科
学
研
究
費
補
助
金 

成
果
報
告
書
「
中
国
笑
話
集
と
日
本
文
学
・
日
本
語
と
の
関
連
に
関
す
る

研
究
」
課
題
番
号
二
一
五
二
〇
二
一
五
、五
二
〜
五
四
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　　

な
お
、『
笑
府
』
第
二
話
「
借
牛
」
の
注
に
類
話
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
話
（
文
字
の
読
め
な

い
金
持
ち
が
契
約
書
を
逆
さ
ま
に
見
て
い
る
の
を
指
摘
さ
れ
、
お
前
に
見
せ
て
や
っ
て
い
る
の
だ
と

弁
解
す
る
話
）
は
、
和
刻
本
『
笑
府
』
第
一
五
九
話
（
半
紙
本
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
九
月
刊
、

下
巻
、
一
四
丁
表
）、
和
刻
本
『
笑
府
』
第
一
話
「
索
債
」（
小
本
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
十
月

刊
、
四
丁
裏
〜
五
丁
表
）
に
収
録
さ
れ
、
津
阪
東
陽
著
『
訳
準
笑
話
』
第
七
四
話
（
大
本
、
文
政
七
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す
る
」
意
の
動
詞
。
転
じ
て
「
手
紙
」「
書
簡
」
の
意
に
も
用
い
ら
れ
る
。
○
来
使
﹇láishǐ

﹈＝
使
者
、

使
い
の
者
。
左
訓
「
ツ
カ
イ
」（
使
い
）。
○
知
道
了
﹇zhīdào le

﹈＝
分
か
り
ま
し
た
、
と
い
う
意

味
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
左
訓
「
シ
ヤ
ウ
チ
シ
タ
」（
承
知
し
た
）。
○
少
刻
﹇shǎokè

﹈＝
し
ば

ら
く
、
し
ば
し
。
少
し
の
時
間
。『
笑
府
』
所
収
話
は
「
少
停
」（
し
ば
ら
く
し
て
）、『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』

所
収
話
は
「
明
日
」
に
作
る
。
左
訓
「
ヲ
シ
ツ
ケ
」（
押
し
つ
け
）。「
押
し
つ
け
」
は
「
そ
の
う
ち
」

「
間
も
な
く
」「
す
ぐ
に
」
と
い
う
意
味
の
近
世
語
。「
追お

つ

付つ
け

」
と
も
言
う
（
補
注
『
解
顔
新
話
』
参
照
）。

○
我
自
来
也
﹇w

ǒ zì lái yě
﹈＝
私
が
自
ら
行
き
ま
す
、
と
い
う
意
味
。
左
訓
「
サ
ン
ジ
ヤ
ウ
イ
タ

サ
ン
」（
参
上
致
さ
ん
）。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
巻
二
時
笑
・
舛せ

ん

語ご

一
六
（
第
一
〇
六
話
「
借
牛
」）、『
笑
府
』
巻
一

古
艶
部
（
第
二
話
「
借
牛
」）、『
笑
倒
』「
借
牛
」
に
類
話
が
あ
る
。『
笑
府
』
の
日
本
語
訳
は
、
松

枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
上
）』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
一
月
、
一
二
〜
一
四
頁
）
を
参
照
。『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
に
は
拙
訳
を
添
え
る
。

　　

な
お
、
清
・
陳ち

ん

皋こ
う

謨ぼ

編
『
笑
倒
』
は
、『
増
訂
一
夕
話
新
集
』（
康
煕
五
七
年
（
一
六
五
八
）
序
）

第
三
巻
所
収
の
笑
話
集
の
よ
う
だ
が
（
原
本
未
見
）、『
笑
倒
（
全
）』
と
す
る
中
国
古
典
文
学
大
系

59
『
歴
代
笑
話
選
』（
松
枝
茂
夫
訳
、
平
凡
社
、
一
九
七
〇
年
五
月
）
に
「
借
牛
」
と
い
う
話
は
収

録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
王
利
器
輯
録
『
歴
代
笑
話
集
』（
上
海
古
典
文
学
出
版
社
、
一
九
五
六
年
）
に
も
、

な
ぜ
か
「
借
牛
」
は
見
え
な
い
。

　
『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』『
笑
府
』『
笑
倒
』
の
原
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
は
東
京
大

学
文
学
部
蔵
本
（
原
刊
本
）、『
笑
府
』
は
筑
波
大
学
中
央
図
書
館
蔵
本
（
原
刊
本
）、『
笑
倒
』
は
周

啓
明
（
周
作
人
）
校
訂
『
明
清
笑
話
四
種
』（
人
民
文
学
出
版
社
、一
九
五
八
年
、九
一
頁
）
お
よ
び
『
明

清
笑
話
集
六
種
』（
張
亜
新
・
程
小
銘 

校
注
、
中
州
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
、
一
七
九

頁
）
所
収
の
テ
ク
ス
ト
に
拠
る
。

　

ま
た
、『
増
補
一
夕
話
』（
封
面
に
は
「
増
訂
一
夕
話
新
集
」
と
あ
る
）（
咄
咄
夫
偶
拈
、
道
光

一
二
年
（
一
八
三
二
）
大
經
堂
刊
、架
蔵
本
、巻
四
・
一
丁
表
〜
裏
）
に
も
「
笑
倒
類
」
第
二
話
に
「
借

牛
」
が
見
え
る
の
で
、
そ
の
本
文
も
、
こ
こ
に
併
せ
て
掲
載
し
て
お
く
。

　
『
笑
林
広
記
』
本
文
は
、『
笑
府
』
お
よ
び
『
笑
倒
』
所
収
テ
ク
ス
ト
と
、
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
第
一
〇
六
話
（
巻
二
、
時
笑
・
舛せ

ん

語ご

一
六
、万
暦
四
四
年
（
一
六
一
六
）
序
、

　

東
京
大
学
文
学
部
蔵
本
、
九
丁
表
〜
裏
）

　
　

借
牛

富
翁
不
識
字
。
方
宴
客
。
有
親
戚
投
柬
借
牛
耕
種
者
。

富
翁
拆
柬
一
看
。

然
不
知
爲
何
物
。
權
荅
其
使
曰
。

有
客
在
。
不
寫
回
書
。
明8

日8

我8

自8

來8

罷8

　

好8

箇8

認8

狀8

。
可8

謂8

直8

下8

承8

當8

。
不8

煩8

轉8

念8

　

　
　

牛
を
借
り
る

　

金
持
ち
だ
が
字
が
読
め
な
い
。
ち
ょ
う
ど
お
客
さ
ん
に
御ご

馳ち

走そ
う

を
振
る
舞
っ
て
い
る
と
、
親

戚
の
者
が
書
面
で
牛
を
借
り
て
畑
を
耕
し
種
を
蒔ま

き
た
い
と
言
っ
て
き
た
。
金
持
ち
は
手
紙
を

開
封
し
、
中
身
を
ザ
ー
ッ
と
見
て
み
た
が
、
何
が
書
い
て
あ
る
の
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
の

で
、
使
い
の
者
に
、
適
当
に
こ
う
言
っ
て
お
い
た
。

　
「
お
客
さ
ん
が
来
て
い
る
の
で
、返
事
は
書
け
ん
が
、明
日
わ
し
が
自
分
で
行
っ
て
や
る
わ
い
。」

　
　
　
　

（
編
者
の
コ
メ
ン
ト
）
み
ご
と
に
契
約
成
立
で
あ
る
。
そ
の
場
で
直じ

か

に
（
こ
の
人
は
、
牛

が
や
る
べ
き
農
作
業
を
立
派
に
）
引
き
受
け
た
と
言
え
る
。
思
い
直
す
必
要
も
な
か

ろ
う
。

　

『
笑
府
』
第
二
話
（
巻
一
古
艶
部
、
泰
昌
元
年
（
一
六
二
〇
）
頃
成
立
か
、
筑
波
大
学
中
央
図

　

書
館
蔵
本
、
一
丁
裏
〜
二
丁
表
）

　
　

借
牛

有
走
柬
借
牛
于
富
翁
者
。
富
翁
方
對
客
。
、不、
、
、

識
字
。
偽、
、

緘、
、
、

視
之
。
對
來
使
曰
。
知
道
了
。
少8

停8

我8

自8

來8

也8

　

雖、
、
、
、

不
識
字
。
却、
、
、
、

已
暗
合

　

余
所
識
一
富
翁
。
向
人
索
債
。
倒
持
契
書
。
其
人
笑
之
。
翁

　

怒
曰
。
吾8

持8

與8

汝8

看8

。
豈8

自8

看8

耶8

。
又
方
對
客
。
適
鄰
家
致

　

柬
。
翁
展
視
客
知
其
貿
々
。
故
問
之
。
翁
曰
。
請
我
吃
酒
耳
。

　

使
者
曰
。
非
也
。
乃
告
借
銅
鑼
銅
皷
一
用
。
翁
笑
曰
。
借8

銅8

　
 

鑼8

銅8

皷8

。
難8

道8

不8

請8

我8

吃8

酒8 

人
更
服
其
機
敏
。
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【
訳
者
注
】
挨
拶
状
に
は
「
春
生
」
で
は
な
く
「
眷
生
」
と
書
か
れ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
書

生
は
教
養
が
な
い
た
め
に
、「
春
生
」
と
読
み
間
違
え
た
の
で
あ
る
。「
眷
生
」
と
は
、

相
手
と
姻
戚
関
係
に
あ
る
場
合
に
、目
下
の
人
に
対
し
て
用
い
る
自
称
。
季
節
の
「
春
」

と
は
、
も
ち
ろ
ん
何
の
関
係
も
な
い
。

　　
　
　
　

（
編
者
の
コ
メ
ン
ト
）
あ
る
国こ

く

子し

監か
ん

の
学
生
は
、
互
い
に
挨
拶
を
交
わ
す
と
き
、
そ
れ
ぞ

れ
真
っ
白
い
挨
拶
状
を
持
っ
て
行
っ
た
。
主
人
は
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
不
思

議
に
思
い
、「
挨
拶
状
に
は
、
ど
う
し
て
一
字
も
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
す
か
。」
と

言
っ
た
。
す
る
と
、「
誰
か
に
書
い
て
も
ら
う
手
間
を
省
い
た
の
で
す
。（
そ
し
て
同

時
に
、
あ
な
た
も
自
分
で
は
文
字
を
読
め
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
）
あ
な
た
が
誰
か
に

（
書
か
れ
た
文
字
を
）
読
ん
で
も
ら
う
手
間
を
省
い
た
の
で
す
。」
と
言
っ
た
。
こ
の

手
法
を
用
い
れ
ば
、「
朝
か
晩
か
」「
春
か
秋
か
」
な
ど
と
い
う
、
余
計
な
取
り
沙

汰
を
す
る
必
要
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

『
笑
府
』
第
四
八
七
話
（
巻
十
一
謬
誤
部
、
泰
昌
元
年
（
一
六
二
〇
）
頃
成
立
か
、
筑
波
大
学

　

中
央
図
書
館
蔵
本
、
二
丁
裏
）

　
　

拜
帖

或
謂
友
曰
。
某
人
甚
是
不
通
。
清、
、
、
、
、

早
來
拜
我
。
就、
、
、
、
、

寫
了
晩
生
。

其
友
曰
。
這
還
差
不
遠
。
還、
、
、
、
、
、

有
秋
間
拜
客
。
寫、
、
、
、

春
生
的

　
余
説

　

大
金
持
ち
の
男
も
、
そ
ば
に
い
た
大
学
生
も
、
い
ず
れ
も
文
字
の
意
味
を
正
し
く
理
解
し
て
い
な

い
こ
と
を
嘲あ

ざ
わ
ら笑

っ
た
話
で
あ
る
。

　

大
金
持
ち
は
、「
年
下
の
者（
晩
生
）が
年
上
の
者
に
差
し
出
す
挨
拶
状（
帖
）」＝「
晩ば

ん

生せ
い

帖じ
よ
う」を「

夜

遅
く
（
晩
）
の
挨
拶
状
」
で
あ
る
と
勘
違
い
し
、
そ
ば
に
い
た
大
学
生
は
、「
姻
戚
関
係
に
あ
る
人
が
、

目
下
の
人
に
差
し
出
す
挨
拶
状
」＝「
眷け

ん

生せ
い

帖じ
よ
う」

を
「
春
の
季
節
の
挨
拶
状
（
春8

生
帖
）」
と
誤
読
し

た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

経
済
的
に
も
学
歴
的
に
も
特
権
階
級
に
属
す
る
は
ず
の
人
た
ち
（「
古
艶
」）
の
、
無
知
と
無
教
養

を
、
冷
や
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、「
晩
婚
化
」と
は「
夜
お
そ
く（
晩
）に
結
婚
す
る
人
が
増
え
た
」と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

「
晩ば

ん

生せ
い

帖じ
よ
う」

を
「
夜
お
そ
く
の
御
挨
拶
」
だ
と
思
う
の
は
、「
晩
婚
」
を
「
夜
遅
く
結
婚
す
る
」
と
い

う
意
味
だ
と
勘
違
い
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　　
70
借
し
や
く

牛
ぎ
ゆ
う

（
牛
を
借
り
る
）

原
文

　
　

借
レル

牛
ヲ

有
下リ

走
レシ

テ

柬
テ
カ
ミ
ニ
テ

ヲ

借
二ル

牛
ヲ

于
富
翁
一ニ

者
上ノ

。
翁
方

ニ

對
レス

客
ニ

。
諱
レン

テ

不
レル

ヲ

識
レラ

字
ヲ

。
偽

テ

レテ

緘
ヲ

視
レテ

之
ヲ

。

對
二シ

テ

来ツ
カ
イ使

一ニ

曰
ク

。
知シ

ヤ
ウ
チ
シ
タ

-

道-

了
ス

。
少ヲ

シ
ツ
ケ

-

刻 

我
レ

自ミ

来
ラ
ン

也

サ
ン
ジ
ヤ
ウ
イ
タ
サ
ン

。

　
書
き
下
し
文

　
　

牛う
し

を
借か

る

柬か
ん

を
走は

し
ら

し
て 

牛う
し

を
富ふ

翁を
う

に
借か

る
者も

の 

有あ

り
。
翁を

う 

方ま
さ

に
客か

く

に
対た

い

す
。
字じ

を
識し

ら
ざ
る
を
諱い

ん
で
。

偽
い
つ
は
つ

て 

緘か
ん

を
啓ひ

ら
き

て
之こ

れ

を
視み

て
。
来ら

い

使し

に
対た

い

し
て
曰い

は

く
。
知ち

道だ
う

了れ
う

す
。
少せ

う

刻こ
く 

我わ
れ 

自み
づ
か

ら
来き

た

ら
ん
。

　
現
代
語
訳

　

大
金
持
ち
の
と
こ
ろ
へ
手
紙
を
送
り
、
牛
を
借
り
た
い
と
申
し
出
た
者
が
い
た
。
大
金
持
ち
の
爺じ

い

さ
ん
は
、（
そ
の
と
き
）
ち
ょ
う
ど
接
客
中
だ
っ
た
た
め
、（
お
客
さ
ん
に
、
自
分
が
）
字
の
読
め
な

い
人
間
で
あ
る
こ
と
を
気け

取ど

ら
れ
ま
い
と
し
て
、（
そ
の
場
で
）
手
紙
を
開
封
し
、（
ふ
む
ふ
む
と
手

紙
の
中
身
を
）
読
ん
で
い
る
よ
う
な
ふ
り
を
し
た
。
そ
し
て
、
使
い
の
者
に
こ
う
言
っ
た
。

　
「
承
知
し
た
。
し
ば
ら
く
し
た
ら
、
わ
し
が
自
分
で
行
っ
て
や
る
わ
。」

注○『
訳
解
笑
林
広
記
』巻
之
上
・
古
艶
部（
二
二
丁
表
〜
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』巻
之
一
・
古
艶
部（
第

五
二
話
、一
二
丁
表
）。
○
走
柬
﹇zǒu jiǎn

﹈＝
手
紙
を
送
る
。「
柬
﹇jiǎn

﹈」
は
「
書
簡
」「
招
待
状
」

「
名
刺
」
の
意
。『
笑
林
広
記
』
の
改
題
本
『
新
増
閑
談
笑
記
』（
光
緒
七
年
（
一
八
八
一
）
宝
仁
堂

刊
、
架
蔵
本
）
所
収
テ
ク
ス
ト
は
「
冩
帖
」（
巻
一
、九
丁
表
）
に
作
る
。
○

緘
﹇qǐ jiān

﹈＝
手

紙
の
封
を
開
く
。「

﹇qǐ
﹈」
は
「
啓
」
の
本
字
。「
開
く
」
意
の
動
詞
。「
緘
﹇jiān

﹈」
は
「
封
を
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『
笑し

よ
う

林り
ん

評ひ
よ
う

』『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』『
笑
府
』
の
原
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
三
種
の
テ
ク
ス
ト
は
、

そ
れ
ぞ
れ
文
字
に
異
同
が
あ
る
。『
笑し

よ
う

林り
ん

評ひ
よ
う

』
と
『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
に
は
、
拙
訳
を
添
え
る
。『
笑

府
』
の
日
本
語
訳
は
、
松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
下
）』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
二
月
、
一
四
五

〜
一
四
六
頁
）、
大
木
康
『
笑
林
・
笑
賛
・
笑
府
他
〈
歴
代
笑
話
〉』（
中
国
古
典
小
説
選
12
、
明
治

書
院
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
、
三
七
五
頁
）
を
参
照
。

　

『
笑し

よ
う

林り
ん

評ひ
よ
う

』
第
六
三
話
（
内
題
「
笑
林
評
巻
之
上
」、外
題
「
笑
林
評 

上
」、国
立
公
文
書
館
（
内

　

閣
文
庫
）
蔵
本
、
万
暦
三
九
年
（
一
六
一
一
）
序
、
二
五
丁
表
〜
裏
）

一
人
不
識
字
。
有
以
眷
生
帖
來
拜
者
。
錯
認
眷
爲
春
字
。
因

向
一
人
曰
。
此
人
不
識
時
務
。
如、
、
、
、

今
秋
天
。
到、
、
、
、
、
、

冩
一
個
春
生

其
人
亦
不
識
字
。
乃
曰
。
你
不
知
道
。
昨、
、
、
、
、

日
淸
蚤
辰
。
有、
、
、

人
拜

我、。
到、
、一、
、
、
、
、
、

個
晩
生
帖
兒
。

　

不
識
春
秋
的
。
不
識
蚤
晩
的
。
一
般
有
人
探
望

　

　

あ
る
男
、
文
字
が
読
め
な
か
っ
た
。「
眷け

ん

生せ
い

帖じ
よ
う

」（
姻
戚
関
係
に
あ
る
目
上
の
人
か
ら
の
挨

拶
状
）
を
持
参
し
て
、
あ
る
人
が
御
挨
拶
に
来
ら
れ
た
と
き
、「
眷け

ん

」
と
い
う
字
を
「
春し

ゆ
ん

」
と

い
う
字
と
読
み
間
違
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
も
う
一
人
の
男
に
向
か
っ
て
、
こ
う
言
っ
た
。

　
「
こ
の
人
は
、
時
宜
を
心
得
て
お
ら
れ
ぬ
な
あ
。
今
は
秋
な
の
に
、『
春8

生
』
な
ど
と
書
い
て

お
る
わ
。」

　

そ
の
相
手
も
、
や
は
り
文
字
が
読
め
な
い
人
間
だ
っ
た
の
で
、
こ
う
答
え
た
。

　
「
あ
ん
た
は
知
ら
ん
じ
ゃ
ろ
う
が
、
昨
日
の
朝
早
く
に
な
、
わ
し
の
と
こ
ろ
に
挨
拶
に
来
た

人
が
い
た
ん
じ
ゃ
が
、な
ん
と
も
（
朝
な
の
に
）『
晩8

生
帖
』（
後
輩
か
ら
先
輩
に
送
る
挨
拶
状
）

な
ん
ぞ
を
渡
し
よ
っ
た
ぞ
。」

　
　
　
　

（
編
者
の
コ
メ
ン
ト
）
春
か
秋
か
も
分
か
ら
な
い
奴
（「
眷
」「
春
」
の
字
の
区
別
が
付
か

な
い
文
盲
の
人
）、
朝
か
晩
か
も
分
か
ら
な
い
奴
（「
晩
生
帖
」
の
「
晩
」
の
意
味
す

ら
知
ら
な
い
人
）、（
こ
ん
な
ア
ホ
な
奴
ら
の
家
に
も
）
挨
拶
に
来
る
人
が
、
同
じ
よ

う
に
い
る
な
ん
て
。

　

『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
第
一
四
三
話
（
巻
二
、
時
笑
・
舛せ

ん

語ご

五
三
、万
暦
四
四
年
（
一
六
一
六
）
序
、

　

東
京
大
学
文
学
部
蔵
本
、
二
九
丁
裏
〜
三
〇
丁
表
）

　
　

晩
生

有
一
新
進
監
生
。
拜
在
監
之
老
成
者
。
寫
一
晩
生
帖

而
晨
往
。
老
成
者
拒
而
不
納
。
次
日
告
其
友
曰
。
彼
欺

我
不
識
字
。
早8

晨8

來8

拜8

。
寫8

做8

晩8

生8 

其
友
曰
。
此
何8

奇8

秋8

間8

來8

拜8

我8

者8

有8

寫8

春8

生8

﹇
蓋
誤
認
眷
字
也
﹈

　

有
監
生
相
拜
。
持
一
白
帖
而
往
。
主
人
訝
曰
。
帖
上

　

何
以
無
一
字
。
曰
。
我8

省8

得8

央8

人8

寫8

。
你8

省8

得8

央8

人8

　

看8

。
操
此
等
法
。
可
無
早
晩
春
秋
疑
義
矣
。

　

　
　

後
輩
か
ら
の
挨
拶
状

　

新
た
に
国こ

く

子し

監か
ん

の
学
生
に
な
っ
た
男
が
、
か
な
り
歳
を
と
っ
て
か
ら
学
生
に
な
っ
た
人

に
向
か
っ
て
挨
拶
を
す
る
こ
と
に
な
り
、（「
先
輩
に
対
し
て
後
輩
か
ら
お
送
り
す
る
書
状
」

と
い
う
意
味
の
）「
晩
生
帖
」
を
書
き
、
朝
方
（
先
輩
の
お
宅
を
）
訪
問
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

年
配
の
男
は
、
そ
の
書
状
を
受
け
取
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

　

次
の
日
、（
年
配
の
男
は
）
友
人
に
向
か
っ
て
言
っ
た
。

　
「
あ
い
つ
は
、
わ
し
が
文
字
を
読
め
な
い
と
言
っ
て
馬
鹿
に
し
や
が
る
。
朝
早
く
挨
拶
に

来
て
い
る
く
せ
に
、『
晩
生
』
な
ど
と
書
い
て
寄
越
し
や
が
る
ん
だ
か
ら
な
。」

　　
　

【
訳
者
注
】「
晩
生
」
と
は
「
後
輩
」
と
い
う
だ
け
の
意
味
な
の
だ
が
、
こ
の
男
は
「
朝
早
く
」

や
っ
て
来
た
人
間
が
手
に
す
る
も
の
と
し
て
は
不
適
切
な
「
夜
お
そ
く
」
と
い
う
意
味

だ
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

　

　

す
る
と
、
そ
の
友
人
は
、
こ
う
言
っ
た
。

　
「
そ
ん
な
も
の
は
別
に
大
し
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
ぞ
。
秋
頃
に
わ
し
の
と
こ
ろ
へ
挨
拶
に
来

た
奴
な
ん
か
、（
秋
な
の
に
、
挨
拶
状
の
表
に
は
）『
春
生
』
な
ん
ぞ
と
書
い
て
お
っ
た
ぞ
。」

　　
　

【
原
注
】「
眷
」
を
「
春
」
と
読
み
間
違
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
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う
語
の
「
眷
」
を
「
春
」
と
読
み
間
違
え
た
も
の
。「
眷
生
帖
」
は
、
姻
戚
関
係
に
あ
る
両
者
に
お

い
て
、
目
上
の
人
か
ら
目
下
の
人
へ
送
る
書か

き

付つ
け

（
カ
ー
ド
状
の
用
紙
）
の
こ
と
。
第
七
〇
話
「
倣

制
字
」
の
注
（「
制
生
帖
」
の
項
）
を
参
照
。
○
財
主
﹇cáizhǔ

﹈＝
大
金
持
ち
、
富
豪
。
左
訓
「
カ

ネ
モ
チ
」（
金
持
ち
）。
○
某
人
﹇m

ǒurén

﹈＝
誰
そ
れ
、
○
○
と
い
う
人
。
実
名
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
に
用
い
る
。
○
不
通
文
墨
﹇bù tōng w

énm
ò

﹈＝
文
章
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
、

教
養
が
な
い
。
左
訓
「
モ
ン
モ
ウ
」（
文
盲
）。
○
欠
通
﹇qiàntōng

﹈＝
本
来
は
「
文
意
が
通
ら
な
い
」

意
。
転
じ
て
「
話
が
通
じ
な
い
」「
融
通
が
利
か
な
い
」
意
で
用
い
ら
れ
る
が
、
今
の
場
合
は
、「
わ

け
が
分
か
ら
な
い
」「
意
味
が
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
左
訓
「
モ
ン
モ
ウ
」（
文
盲
）。

○
清
早
﹇qīngzǎo

﹈＝
早
朝
、
夜
が
明
け
て
間
も
な
い
時
間
帯
。
左
訓
「
ア
サ
ハ
ヤ
ニ
」（
朝
早
に
）。

○
拜
﹇bài

﹈＝
訪
問
す
る
、
お
目
に
掛
か
る
。「
拜
」
は
「
拝
」
と
同
字
。
左
訓
「
ミ
マ
フ
」（
見
舞

ふ
）。
○
晩
生
帖
﹇w

ǎnshēng tiě

﹈＝
清
代
中
国
の
官
界
（
官
吏
の
世
界
）
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た

招
待
状
（「
名
帖
﹇m

íngtiě

﹈」）
の
一
つ
。
自
分
よ
り
も
少
し
だ
け
地
位
の
高
い
相
手
に
送
る
と
き

に
用
い
ら
れ
た
。「
晩
生
﹇w

ǎnshēng

﹈」
は
「（
相
手
よ
り
）
お
そ
く
生
ま
れ
た
（
後
輩
）」
の
意
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
語
の
「
晩
」
に
、「
朝あ

さ

晩ば
ん

」
の
「
晩ば

ん

（
夜
お
そ
く
）」
と
い
う
意
味
は
な
い
。

「
帖
」
は
「
書か

き

付つ
け

」（
カ
ー
ド
状
の
用
紙
）
の
こ
と
。「
晩
生
帖
」
は
、
第
六
五
話
「
監
生
拝
父
」
に

前
出
。
和
刻
本
は
「
帖
」
に
左
訓
「
テ
フ
ダ
」（
手
札
）
を
附
す
。
○
到
﹇dào

﹈＝
逆
に
、か
え
っ
て
。

意
外
な
気
持
ち
を
表
す
副
詞
。
通
常
は
「
倒
﹇dào

﹈」
と
表
記
す
る
。
右
傍
訓
「
カ
ヘ
ツ
テ
」（
却

つ
て
）。
○
還
﹇hái

﹈＝
ま
だ
、な
お
。
現
代
中
国
語
で
は
「

」
と
表
記
さ
れ
る
。
右
傍
訓
「
ナ
ホ
」

（
猶
）。○
差

コ
ト

不
レ

遠
カ
ラ

＝（
本
来
の
意
味
と
の
）違
い
は（
ま
だ
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
）大
き
く
は
な
い
。「
差

﹇chà

﹈」
は
「
違
っ
て
い
る
」
意
の
形
容
詞
。「
不
遠
﹇bù yuǎn

﹈」
は
、
形
容
詞
の
後
ろ
に
置
か

れ
た
様
態
補
語
。
そ
の
違
い
が
「
大
き
く
な
い
」
こ
と
を
表
す
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
こ
こ
で
は
、

「
朝8

」
に
や
っ
て
来
た
く
せ
に
「
晩8

生
帖
」
を
持
っ
て
き
た
と
い
う
話
は
、「
秋8

」
に
や
っ
て
来
た
く

せ
に
「
春8

生
帖
」
を
持
っ
て
き
た
と
い
う
話
に
比
べ
れ
ば
、ま
だ
ズ
レ
具
合
が
小
さ
い
、と
い
う
こ
と
。

○
好
像
﹇hǎoxiàng

﹈＝「
ち
ょ
う
ど
〜
の
よ
う
で
あ
る
」「
ま
る
で
〜
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
と

い
う
意
味
の
副
詞
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
、
か
な
り
結
び
が
流
れ
て
お
り
、「
ど
う
や
ら
〜
み
た
い

な
」く
ら
い
の
軽
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
添
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、現
代
中
国
語
と
同
じ
。

左
訓
「
チ
ヤ
ウ
ト
」（
丁
度
）。
○
秋
天
﹇qiūtiān

﹈＝
秋
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
こ
の
場
合
の
「
天
」

に
「
空そ

ら

」
と
い
う
意
味
は
な
い
。
左
訓
「
ア
キ
ソ
ラ
」（
秋
空
）。
厳
密
に
言
え
ば
、
和
刻
本
の
左
訓

「
ア
キ
ソ8

ラ8

」
は
誤
訳
で
あ
る
。
○
竟
﹇jìng

﹈＝
意
外
に
も
、
あ
ろ
う
こ
と
か
。
意
外
性
を
表
す
副

詞
。
○
冩
﹇xiě

﹈＝
書
く
。「
冩
」
は
「
寫
」
の
俗
字
。「
寫
」
は
「
写
」
の
本
字
。
常
用
漢
字
「
写
」

は
「
寫
」
の
略
字
で
あ
る
。
明
清
時
代
の
口
頭
語
に
お
け
る
「
冩
」「
寫
」「
写
」
に
、日
本
語
の
「
う

つ
す
」
意
は
な
い
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
○
春
生
帖
子
＝「
春
生
帖
」。「
帖
子
」
は
「
帖
」（
カ
ー

ド
状
の
用
紙
）
と
同
じ
。「
子
」
は
、名
詞
の
語
尾
に
附
さ
れ
る
接
尾
辞
。
○﹇
眷
字
誤
看
春
字
﹈（
割

注
）＝「
眷
」
と
い
う
字
を
「
春
」
と
い
う
字
に
見
間
違
え
た
の
で
あ
る
、と
い
う
意
味
。
こ
の
割
注
は
、

中
国
原
本
に
存
す
る
原
注
で
あ
る
。
○
哩
﹇li

﹈＝
文
末
の
語
気
助
詞
（
方
言
語
彙
）。
現
代
中
国
語

「
﹇ne

﹈」に
近
い
。「
〜
だ
ね
」「
〜
だ
よ
」な
ど
の
語
気
を
添
え
る
。
右
傍
訓「（
〜
ス
ル
者 

有
リ
）

シ8

」
に
は
、
和
刻
本
の
施
訓
者
・
遠と

お

山や
ま

荷か

塘と
う

に
よ
る
工
夫
が
感
じ
ら
れ
る
。
な
お
、
和
刻
本
は
「
哩
」

字
の
一
字
上
、「
的
」
字
の
横
に
読
点
「
、」
を
附
す
が
、
今
、
中
国
原
本
に
従
い
、「
哩
」
字
の
後

に
点
を
附
し
た
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、
明
末
清
初
に
刊
行
さ
れ
た
中
国
笑
話
集
『
笑し

よ
う

林り
ん

評ひ
よ
う

』（
第
六
三
話
）、『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
巻
二
時
笑
・
舛せ

ん

語ご

五
三
（
第
一
四
三
話
「
晩
生
」）、『
笑
府
』
巻
十
一
謬
誤
部
（
第
四
八
七
話

「
拝
帖
」）
に
類
話
が
あ
る
。
和
刻
本
『
笑
府
』
に
類
話
は
な
い
。

　　
『
笑し

よ
う

林り
ん

評ひ
よ
う

』
は
、
明
・
楊よ

う

茂ぼ
う

謙け
ん

輯
、
万
暦
三
九
年
（
一
六
一
一
）
序
の
中
国
笑
話
集
で
あ
り
、

国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）
に
の
み
完
全
な
原
刊
本
が
現
存
す
る
中
国
明
代
の
笑
話
集
で
あ
る
。

収
録
話
数
は
、
全
七
五
七
話
。『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
所
収
の
七
二
六
話
（
＋
類
話
）、『
笑し

よ
う

府ふ

』
所
収
の

六
〇
〇
話
（
＋
類
話
）、『
笑
林
広
記
』
所
収
の
八
二
七
話
に
匹
敵
す
る
、
壮
大
な
分
量
を
誇
る
中
国

笑
話
集
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
現
在
ま
で
ほ
と
ん
ど
調
査
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。

台
湾
の
中
国
古
典
文
学
研
究
者
で
あ
る
王お

う

國こ
く

良り
よ
う

氏
に
よ
る
論
稿
「
介
乎
雅
俗
之
間―

明
清
笑
話
書

『
笑
林
評
』、『
笑
府
』與『
笑
林
廣
記
』」（『
第
一
屆
通
俗
文
學
與
雅
正
文
學
全
國
學
術
研
討
會
論
文
集
』、

國
立
中
興
大
學
中
國
文
學
系 

主
編
、
臺
北
、
新
文
豐
出
版
、
二
〇
〇
一
年
、
二
三
三
〜
二
五
〇
頁
）

だ
け
が
、
唯
一
の
学
術
的
な
報
告
だ
が
、
収
録
話
数
な
ど
の
基
礎
的
な
調
査
に
お
い
て
す
ら
、
や
や

不
備
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
本
注
釈
に
お
い
て
は
、
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）
蔵
の

原
刊
本
に
基
づ
い
て
正
確
な
本
文
を
提
供
し
、『
笑し

よ
う

林り
ん

評ひ
よ
う

』
に
対
す
る
本
格
的
な
分
析
・
調
査

を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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生
大
喜
曰
、「
人
不
可
不
學
、
只
一
字
用
得
好
、
他
見
了
便
添
下
多
少
殷
勤
。」

　
余
説

　
「
制
」
と
い
う
文
字
が
「
喪
中
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
語
で
あ
る
と
も
知
ら
ず
に
、
自
分
の
手
紙

に
「
制
生
帖
」
と
書
い
て
送
り
つ
け
、
先
方
に
お
悔
や
み
を
言
わ
れ
る
、
と
い
う
笑
い
話
。
し
か
も

さ
ら
に
、
お
悔
や
み
を
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
す
ら
気
が
付
か
ず
、
家
族
全
員
の
安
否
を
尋
ね
ら
れ

る
な
ん
て
、
や
っ
ぱ
り
学
問
は
し
て
お
く
も
の
だ
と
、
全
く
ト
ン
チ
ン
カ
ン
な
反
応
を
示
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
、
笑
い
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。
簡
単
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
本
話
は
、「
制
」
と
い
う

文
字
の
意
味
も
知
ら
な
い
書
生
の
無
知
を
笑
っ
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
書
生
、「
制
」
と
い
う
文
字
の
、
字
義
は
知
ら
な
い
く
せ
に
、
そ
の
字
形
に
は
憧
れ
て
い
た
、

と
い
う
の
も
、
考
え
て
み
れ
ば
不
思
議
な
話
で
は
あ
ろ
う
。『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
編
者
の
コ
メ
ン
ト
は
、

そ
の
こ
と
を
箴し

ん

言げ
ん

風
に
簡
潔
に
、
八
文
字
の
対つ

い

句く

表
現
（「
不
識
制
義
。
反
識
制
字
」）
で
指
摘
し
た

も
の
で
あ
る
。
相
変
わ
ら
ず
、
な
か
な
か
味
の
あ
る
言
い
回
し
と
言
え
よ
う
。

　　
69
春
し
ゆ
ん

生せ
い

帖
じ
よ
う（

春
の
季
節
の
御
挨
拶
）

原
文

　
　

春
生

ノ

帖

一
財カ

ネ
モ
チ

-

主 

不
レモ

ン
モ
ウ通
二セ

文
墨

一ニ

。
謂
レテ

友
ニ

曰
ク

。
某-

人
ハ

甚
タ

是
レ

欠モ
ン
モ
ウ

-

通
也

。
清ア

サ
ハ
ヤ
ニ

-

早
ニ

来
テ

拜ミ
マ
フ

レス

我
ヲ

、
就

チ

冩
二ス

晩-

生
帖テ

フ
ダ

一ヲ

。
傍

ノ

一
監
生
曰

ク

。
這

ハ

到
カ
ヘ
ツ
テ

還ナ
ホ

差
コ
ト

不
レ

遠
カ
ラ

。 

好チ
ヤ
ウ
ト

-

像 

這
ノ

両コ
ノ
ゴ
ロ
ノ

-

日
ノ

秋ア
キ
ソ
ラ

-

天
ニ

拜
レス

ル
ニ

客
ヲ

。

竟
ニ

有
下リ 

冩
二ス

春
﹇
眷
字
誤

テ

看
二

春
字
一ト

﹈
生
帖
子
一ヲ

的
上

哩シ

、

　
書
き
下
し
文

　
　

春し
ゆ
ん

生せ
い

の
帖で

ふ

一い
ち

財ざ
い

主し
ゆ 

文ぶ
ん

墨ぼ
く

に
通つ

う

ぜ
ず
。
友と

も

に
謂い

ひ

て
曰い

は

く
。
某ぼ

う

人じ
ん

は 

甚は
な
は

だ 

是こ
れ 

欠け
つ

通つ
う

な
り
。
清せ

い

早さ
う

に
来き

て 

我わ
れ

を
拝は

い

す
、
就す

な
は

ち
晩ば

ん

生せ
い

帖で
ふ

を
写う

つ

す
。
傍

か
た
は
ら

の
一い

ち

監か
ん

生せ
い 

曰い
は

く
。
這こ

れ

は 

到か
へ
つ

て 

還な
ほ 

差た
が

ふ
こ
と
遠と

ほ

か
ら
ず
。

好か
う

像ざ
う 

這こ

の
両

り
や
う

日じ
つ

の
秋し

う

天て
ん

に
客か

く

を
拝は

い

す
る
に
。
竟つ

ひ

に 

春し
ゆ
ん﹇

眷け
ん

字じ 

誤
あ
や
ま
つ

て
春し

ゆ
ん

字じ

と
看み

る
﹈
生せ

い

帖で
ふ

子し

を

写う
つ

す
的も

の 

有あ

り
し
、

　

現
代
語
訳

　

あ
る
大
金
持
ち
の
男
は
、
教
養
の
な
い
人
間
だ
っ
た
。（
そ
の
男
は
）
友
人
に
言
っ
た
。

　
「
○
○
と
い
う
人
は
、
本
当
に
わ
け
の
分
か
ら
ん
奴
じ
ゃ
。
朝
早
く
に
わ
し
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て

来
て
お
き
な
が
ら
、
挨
拶
状
に
『
晩ば

ん

生せ
い

帖じ
よ
う

』（
夜
遅
く
の
御
挨
拶
）
な
ど
と
書
い
て
寄
越
し
や
が
っ

た
の
じ
ゃ
か
ら
。」

　　
　

【
訳
者
注
】「
晩ば

ん

生せ
い

帖じ
よ
う

」
と
は
、
目
下
の
人
が
目
上
の
人
に
御
挨
拶
に
伺
う
と
き
に
持
参
す
る

カ
ー
ド
型
の
挨
拶
状
の
こ
と
。「
相
手
よ
り
も
『
晩お

そ

く
』『
生
ま
れ
た
』
人
、
つ
ま
り
後

輩
か
ら
先
輩
へ
送
る
『
帖
（
挨
拶
状
）』」
だ
か
ら
「
晩ば

ん

生せ
い

帖じ
よ
う

」
と
称
す
る
。
決
し
て
「
夜

分
遅
く
に
」
御
挨
拶
に
伺
う
か
ら
「
晩ば

ん

生せ
い

帖じ
よ
う

」
と
言
う
の
で
は
な
い
。

　　
（
そ
れ
を
聞
い
て
）
そ
ば
に
い
た
も
う
一
人
の
学
生
は
、
こ
う
言
っ
た
。

　
「
お
っ
と
、そ
れ
は
ま
だ
ま
だ
大
し
た
こ
と
で
は
な
い
ぞ
。
だ
い
た
い
数
日
前
く
ら
い
の
こ
と
じ
ゃ
、

秋
に
誰
か
の
と
こ
ろ
へ
訪
問
す
る
と
い
う
の
に
、『
春し

ゆ
ん

生せ
い

帖じ
よ
う

』（
春
の
季
節
の
御
挨
拶
）
と
書
か
れ

た
挨
拶
状
を
持
っ
て
き
た
奴
が
お
っ
た
ぞ
よ
（
こ
っ
ち
の
方
が
、
半
年
以
上
も
時
間
が
ズ
レ
て
い
る

の
じ
ゃ
か
ら
、
朝
と
晩
と
の
違
い
よ
り
、
も
っ
と
ひ
ど
い
と
い
う
も
ん
じ
ゃ
）。」

　　
　

【
原
注
】「
眷け

ん

﹇juàn

﹈」
を
「
春し

ゆ
ん﹇chūn

﹈」
と
見
間
違
え
た
の
で
あ
る
。

　
　

【
訳
者
注
】
姻
戚
関
係
に
あ
る
両
者
間
に
お
い
て
、
目
上
の
人
は
「
眷け

ん

生せ
い

﹇juàshēng

﹈」
と

自
称
し
、相
手
の
お
宅
を
訪
問
す
る
際
に
は
、礼
儀
と
し
て「
眷
生
帖﹇juàshēng tiě

﹈」

を
持
参
す
る
。
こ
の
話
に
登
場
す
る
「
監
生
（
国こ

く

子し

監か
ん

の
学
生
）」
は
、
そ
の
よ
う
な

常
識
も
教
養
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、「
眷け

ん

生せ
い

帖じ
よ
う

」
を
「
春し

ゆ
ん

生せ
い

帖じ
よ
う

」
と

見
間
違
え
、「
秋
に
人
を
訪
問
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
春
の
季
節
の
挨
拶
状

（
春し

ゆ
ん

生せ
い

帖じ
よ
う

）』
を
持
参
す
る
と
は
何
事
か
」
と
、
実
に
的
外
れ
な
、
無
知
丸
出
し
の
批

判
を
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
注 ○『

訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
古
艶
部
（
二
二
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
一
・
古
艶
部
（
第

五
一
話
、
一
一
丁
裏
）。
○
春
生
帖
﹇chūn shēng tiě

﹈＝「
眷
生
帖
﹇juàn shēng tiě

﹈」
と
い
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補
注

　

こ
の
話
は
、『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
巻
二
時
笑
・
舛せ

ん

語ご

八
七
（
第
一
七
七
話
「
眷
制
生
」）、『
笑
府
』
巻

一
古
艶
部
（
第
一
〇
話
「
眷
制
生
」）
に
類
話
が
あ
り
、『
笑
府
』
所
収
話
は
、
和
刻
本
『
笑
府
』（
半

紙
本
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』『
笑
府
』
お
よ
び
和
刻
本
『
笑
府
』（
半
紙
本
、明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
）

の
原
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
と
『
笑
府
』
は
、
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
た
め
、
末

尾
の
編
者
コ
メ
ン
ト
の
み
拙
訳
を
添
え
る
。『
笑
府
』の
日
本
語
訳
は
、松
枝
茂
夫『
全
訳
笑
府（
上
）』

（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
一
月
、
二
一
〜
二
二
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う

』
第
一
七
七
話
（
巻
二
、
時
笑
・
舛せ

ん

語ご

八
七
、万
暦
四
四
年
（
一
六
一
六
）
序
、

　

東
京
大
学
文
学
部
蔵
本
、
四
八
丁
表
〜
裏
）

　
　

眷
制
生

一
監
生
見
有
投
眷
制
生
帖
者
。
深8

嘆8

制8

字8

新8

奇8

。
偶

致
一
遠
書
。
、效、
、之。

甚、
、
、

得
意
。
僕
致
書
回
。
生
問
主
人

何
言
。
僕
曰
。
一
開
書
。
便
問
老
相
公
無
恙
乎
。
對
曰
。
安
。

又
問
老

　

無
恙
乎
。
又
對
曰
。
安
。
乃、
、吟、數、四、。

帶、

笑、而、入、。
少
焉
打
發
回
書
。
生
大
喜
曰
。
人8

不8

可8

不8

學8

。

只8

一8

字8

用8

8

 好8

他8

見8

了8

便8

添8

許8

多8

殷8

勤8

　

不8

識8

制8

義8

。
反8

識8

制8

字8

　　
　
　
　

（
編
者
の
コ
メ
ン
ト
）「
制
」
と
い
う
文
字
の
（「
喪
に
服
す
る
」
と
い
う
）
字
義
は
知
ら

な
い
く
せ
に
、
字
形
だ
け
は
知
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
か
。

　

『
笑
府
』
第
一
〇
話
（
巻
一
古
艶
部
、
泰
昌
元
年
（
一
六
二
〇
）
頃
成
立
か
、
筑
波
大
学
中
央

　

図
書
館
蔵
本
、
五
丁
表
〜
裏
）

　
　

眷
制
生

一
監
生
見
有
投
眷
制
生
帖
者
。
深、
、
、
、
、
、

嘆
制
字
新
奇
。
偶
致
一

遠
札
。
即、
、
、
、
、
、

效
之
甚
得
意
。
僕
致
書
囘
。
生
問
主
人
何
言
。
僕
曰
。

當、
、面　
、看、。

便、
、
、
、
、
、
、
、

問
老
相
公
無
恙
乎
。
予
對
曰
安
。
又、
、
、

問
老　
、　

　

　
、無、
、
、

恙
乎
。
予
又
曰
安
。
乃、
、吟、
、
、

數
四
。
帶、
、
、
、

笑
而
入
。
少
焉
打

回
書
。
遣
我
歸
耳
。
生
大
喜
曰
。
人8

不8

可8

不8

學8

。
只8

一8

字8

用8

得8

好8

。
他8

見8

了8

。
便8

添8

下8

多8

少8

慇8

勤8

　

張
幼
于
先
生
。
曾、
、
、

言
凡
、服、
、
、

長
短
。
皆、
、
、
、

王
制
也
。
一、
、
、

切
朞

　

功、
、
、
、
、
、

皆
可
用
制
字
。
不、
、
、

獨
親
、為、
、然。

近、
、
、
、
、
、
、

亦
頗
有
寫
朞
制

　

者、。
只、
、
、
、
、
、

問
老
相
公
老　
、ゝ
、。

反、
、
、
、

是
他
差

　

和
刻
本
『
笑
府
』
第
九
〇
話
（
半
紙
本
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
、
京
都
大
学
附
属

　

図
書
館
蔵
本
、
巻
下
、
一
丁
表
）

一
監シ

ヨ

生セ
イ

見
レ

有
下ル

ヲ

投
二

眷
制
生
帖
一ヲ

者
上 

深
ク

嘆
二

制
字

ノメ
ツ
ラ
シ
キ

新
奇
一ヲ 

偶
く

致
二ス

一

　

遠テ
カ
ミ札

一ヲ 

即
效
レヒ

之
甚
得-

意 

僕
致
レ

書
ヲ

囘
ル 

生
問

フ

主-

人
何

ヲ
カ

言
フ 

僕

　

曰 

當メ
ノ
マ
ヘ面
啓

キ

看 

便
チ

問
老ヲ

ヤ
ダ
ン
ナ
相
公
無
レシ

ヤ

恙
乎 

予
對

テ

曰 

安
シ 

又
問

　

老

々

ヲ
フ
ク
ロ

無
レシ

ヤ

恙
乎 

予
又
曰 

安

シ
ア
ン

シ 

乃

吟
ヨ
ホ
ト
シ
テ

數
四
帯
レ

笑
ヲ

而
入

　

少
ク
シ
テ

焉
コ
シ
ラ
ヘ

打
二

囘ヘ
ン
ジ書

一ヲ 

遣
二ル
レ

我
歸
一

耳 

生
大

ニ

喜
テ

曰 

人
不
レ

可
レ

不
レル

學
ハ

　

只
一-

字
用
得

テ

好
シ 

他カ
レ

見
了
便
添ソ

フ二-

下
ス

多ヨ
ホ
ド少

ノ

慇
懃
一ヲ

　　

ま
た
、
こ
の
話
は
、『
広
笑
府
』
巻
一
（
第
四
三
話
「
倣
制
字
」）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、『
広
笑
府
』
は
、
明
末
・
馮ふ

う

夢ぼ
う

龍り
ゆ
うの

撰
で
は
な
く
、
一
九
三
三
年
以
降
に
成
立
し
た
偽
書
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
が
（
馮
学
「『
広
笑
府
』
質
疑
二
題
」」（『
笑
府
選
』（
竹
君 

校
点
、
海
峡

文
芸
出
版
社
、
一
九
八
七
年
一
一
月
、
二
五
五
〜
二
六
三
頁
）））、
参
考
ま
で
に
、『
広
笑
府
』
収
録

話
の
原
文
を
以
下
に
掲
げ
る
。『
広
笑
府
』
の
引
用
は
、『
馮
夢
龍
全
集
（
第
十
巻
）』（
魏
同
賢 

主
編
、

鳳
凰
出
版
伝
媒
集
団 

鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
九
月
、
一
四
頁
）
所
収
テ
ク
ス
ト
に
拠
り
、
文

字
お
よ
び
句く

読と
う

点
は
、
日
本
語
通
用
の
書
式
に
改
め
た
。

　

『
廣
笑
府
』
第
四
三
話
（
巻
一
、
儒
箴
）

　
　

倣
制
字

一
監
生
見
有
投
眷
制
生
帖
者
、
深
嘆
「
制
」
字
新
奇
。
偶
致
一
遠
札
、
即
效
之
、
甚
得
意
。
僕

致
書
回
生
、
問
主
人
何
言
、
僕
曰
、「
當
面
啓
看
、
便
問
老
相
公
無
恙
乎
。
予
對
曰
安
。
又
問

老
　

無
恙
乎
。
予
又
曰
安
。
乃

吟
數
四
、
帶
笑
而
入
、
少
焉
打
發
回
書
、
遣
我
歸
耳
。」
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後
、
や
っ
と
御
返
事
を
頂
い
た
と
い
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

　

書
生
は
た
い
そ
う
喜
ん
で
、
こ
う
言
っ
た
。

　
「
人
間
と
い
う
も
の
は
、（
や
っ
ぱ
り
）
勉
強
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
ん
じ
ゃ
。
た
だ
一

語
の
使
い
方
が
違
う
だ
け
で
、
家
族
全
員
の
安
否
を
尋
ね
ら
れ
、
丁て

い

重ち
よ
う

極
ま
る
御
挨
拶
を
頂
く
こ

と
に
な
る
の
じ
ゃ
か
ら
。」

　　
　

【
和
刻
本
割
注
】
一
般
に
、
父
母
の
喪
に
服
し
て
い
る
と
き
に
誰
か
に
手
紙
を
送
る
場
合
、（
自

分
の
こ
と
を
）「
制
生
﹇zhìshēng

﹈」
と
称
す
る
。

　
　

【
訳
者
注
】「
制
」
と
い
う
字
は
、父
母
の
喪
に
服
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
つ
ま
り
「
制
生
帖
」

と
は
「
父
母
が
亡
く
な
り
、
喪
に
服
し
て
い
る
私
が
、
先
方
に
お
送
り
す
る
手
紙
」
と

い
う
意
味
だ
が
、
当
の
書
生
は
そ
の
意
味
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
注○『

訳
解
笑
林
広
記
』巻
之
上
・
古
艶
部（
二
二
丁
表
〜
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』巻
之
一
・
古
艶
部（
第

五
〇
話
、一
一
丁
裏
）。
○
倣
制
字﹇fǎng zhì zì

﹈＝「
制
」
と
い
う
字
を
真ま

似ね

る
、と
い
う
意
味
。「
倣

﹇fǎng

﹈」
は
「
真ま

似ね

る
」「
模
倣
す
る
」
意
の
動
詞
。『
新
刻
笑
林
広
記
』（
書
業
堂
刊
本
ほ
か
）
は
「
做
」

に
作
る
が
、
今
、
現
存
最
古
の
最
良
本
、
乾
隆
二
六
年
（
一
七
六
一
）
宝
仁
堂
刊
本
（
京
都
大
学
附

属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
）
に
従
う
。
和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
は
、「
倣
」「
做
」「
傚
」
の
い
ず

れ
の
形
に
も
見
え
る
よ
う
に
刻
し
て
い
る
。
○
制
生
帖
﹇zhìshēng tiě

﹈＝『
笑
府
』『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う』

所
収
テ
ク
ス
ト
は
「
眷
制
生
帖
」
に
作
る
。「
眷
生
﹇juànshēng

﹈」
は
、
姻
戚
関
係
に
あ
る
両
者

の
間
に
お
い
て
目
上
の
人
が
用
い
る
自
称
。「
制
﹇zhì

﹈」
は
、
父
母
が
亡
く
な
り
、
服
喪
中
で
あ

る
こ
と
を
示
す
語
。「
帖
﹇tiě

﹈」
は
、
名
前
な
ど
を
記
し
た
書か

き

付つ
け

（
カ
ー
ド
状
の
用
紙
）
の
こ
と
。

○
致
二ス

一
ノ

遠-

札
一ヲ

＝
遠
く
へ
手
紙
を
出
す
。「
遠
札
﹇yuǎnzhá

﹈」
は
「
遠
方
へ
送
る
手
紙
・
書
簡
」

の
こ
と
。『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う』

は
「
遠
書
」
に
作
る
。
左
訓
「
ヱ
ン
ホ
ウ
ニ
ジ
ヤ
ウ
ヲ
ヤ
ル
」（
遠
方
に
状

を
遣
る
）。
○
僕
致
レシ

テ

書
ヲ

レス

生
ニ

。
問

フ

＝
和
刻
本
は
句く

読と
う

を
誤
る
。『
笑
府
』は「
僕
致
書
囘
。
生
問
」、

『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う』は「

僕
致
書
回
。
生
問
」と
な
っ
て
お
り
、今
こ
の
句く

読と
う

に
従
う
。「

」「
囘
」は
、「
回
」

の
異
体
字
。
な
お
、
乾
隆
二
六
年
（
一
七
六
一
）
宝
仁
堂
刊
『
新
鐫
笑
林
広
記
』（
京
都
大
学
附
属

図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
）
は
、
和
刻
本
と
同
様
に
「
僕
致
書
回
生
。
問
」
と
し
て
い
る
が
、
本
テ
ク
ス

ト
が
こ
の
よ
う
に
句く

読と
う

を
切
り
誤
る
の
は
、
極
め
て
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。
○
當
面
﹇dāngm

iàn

﹈

＝
面
と
向
か
っ
て
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
左
訓
「
メ
ノ
マ
ヘ
デ
」（
目
の
前
で
）。
○
老
相
公
﹇lǎo 

xiànggōng

﹈＝
上
流
社
会
に
お
け
る
、年
配
の
男
性
に
対
す
る
尊
称
。「
相
公﹇xiànggōng

﹈」は「
若

旦
那
」「
旦
那
さ
ま
」
の
意
（
第
八
話
「
楊
相
公
」
の
語
注
を
参
照
）。
左
訓
「
オ
ホ
ダ
ン
ナ
」（
大

旦
那
）。
○
老
安
﹇lǎo'ān

﹈＝「
老
相
公
」（
大
旦
那
さ
ま
）に
対
す
る
女
性
の
呼
称
（
大
奥
さ
ま
）
と

思
わ
れ
る
が
、
未
詳
。『
笑
府
』
は
「
老

　

」、『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う』

は
「
老

　

」
に
作
る
。「

」
は

「

」
の
異
体
字
。「
老

　
﹇lǎonǎinai

﹈」
な
ら
ば
、年
老
い
た
女
性
に
対
す
る
尊
称
（
お
婆
さ
ま
）

と
し
て
一
般
的
な
表
現
。
左
訓
「
オ
ク
サ
マ
」（
奥
さ
ま
）。
○
沈
吟
半
晌
﹇chényín bànshǎng

﹈

＝
し
ば
ら
く
黙
っ
て
考
え
込
む
。「
半
晌
﹇bànshǎng

﹈」
は
、「
し
ば
ら
く
の
間
」
と
い
う
意
味
の

時
量
表
現
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
た
だ
し
、
中
国
原
本
（
乾
隆
二
六
年
（
一
七
六
一
）
宝
仁
堂

刊
本
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
）
及
び
「
新
刻
」
本
）
は
「
半
响
」
と
誤
刻
し
て
い
る
。

「
响
﹇xiǎng

﹈」
は
、字
形
も
発
音
も
似
て
い
る
が
、「
響
」
の
異
体
字
で
あ
り
、全
く
語
義
が
異
な
る
。

和
刻
本
の
施
訓
者
・
遠と

お

山や
ま

荷か

塘と
う

が
正
字
に
修
正
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
○
笑

テ

而
入

ル

＝
中
国
原
本
は「
帯

笑
而
入
」
に
作
る
。
こ
れ
が
正
し
い
本
文
で
あ
ろ
う
。
本
注
釈
の
「
原
文
」
に
は
、
和
刻
本
の
表
記

を
保
存
し
て
お
い
た
が
、「
書
き
下
し
文
」
に
は
、
中
国
原
本
の
本
文
に
基
づ
い
た
訓
読
（
笑わ

ら

ひ
を

帯お
び

て
入い

る
）を
示
し
て
お
い
た
。「
帯
笑﹇dài xiào

﹈」は
、顔
に
笑
み
を
浮
か
べ
る
こ
と
。「
笑
而
入
」

よ
り
も
「
帯
笑
而
入
」
の
方
が
、中
国
語
と
し
て
語
調
が
よ
い
。
○
纔
﹇cái

﹈＝「
〜
し
て
は
じ
め
て
」

「
〜
し
て
や
っ
と
」と
い
う
意
味
の
副
詞
。現
代
中
国
語
「

」
と
同
じ
。
右
傍
訓
「
ソ
コ
デ
」。
○
用

得
着
當
﹇yòng de zháo dàng

﹈＝（
一
字
の
）
使
い
方
が
適
切
で
あ
る
、と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
が
、

「
着
當
（
着
当
）」
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、
未
詳
（「
當
」
は
「
当
」
の
本
字
）。
現
代
中
国
語
「
恰

当
﹇qiàdàng

﹈」（
適
切
で
あ
る
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
）
と
同
じ
か
。
文
意
は
、（「
制
」
と
い
う
、
た
っ

た
一
文
字
の
）
使
い
方
が
違
う
だ
け
で
、そ
の
効
果
は
絶
大
で
あ
る
、と
い
う
こ
と
。『
笑
府
』
は
「
用

得
好
」、『
絶ぜ

つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
よ
う』

は
「
用

好
」（「

」
は
「
得
」
の
異
体
字
）
に
作
る
。「（
動
詞
）＋
得
＋（
様

態
補
語
）」
は
、「（
動
詞
で
表
さ
れ
る
行
為
の
）そ
の
や
り
方
が
…
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
構

文
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
左
訓
「
ツ
カ
ヒ
ア
テ
レ
ハ
」（
使
い
当
て
れ
ば
）。
○
一
家
倶

ニ

問
ヒ

到
リ

＝

一
家
全
員
の
安
否
を
尋
ね
ま
わ
る
。
左
訓
「
カ
ナ
イ
ヂ
ウ
タ
ツ
ネ
」（
家
内
中
、
尋
ね
）。
○
添
二-

下
ス

許
多

ノ

殷
勤
一ヲ

＝
直
訳
す
れ
ば
、「
非
常
に
多
く
の
丁て

い

重ち
よ
うさ

を
付
け
加
え
た
」
と
い
う
こ
と
。
こ
こ
で

は
、
自
分
か
ら
の
書
状
に
「
制
」
と
い
う
一
字
が
追
加
さ
れ
た
だ
け
で
、
相
手
の
対
応
が
極
め
て
丁

寧
に
な
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
左
訓
「
イ
ク
ラ
カ 

テ
イ
ネ
イ
ニ
ナ
ル
」（
幾
ら
か
丁
寧
に
な
る
）。

た
だ
し
、「
許
多
」
は
、「
い
く
ら
か
」
で
は
な
く
、
厳
密
に
は
「
非
常
に
多
く
の
」
と
い
う
意
味
。
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本
稿
は
、「『
訳
解
笑
林
広
記
』
全
注
釈（
一
）」（『
富
山
県
立
大
学
紀
要
』
第
二
六
巻
、
二
〇
一
六

年
三
月
）、「『
訳
解
笑
林
広
記
』
全
注
釈（
二
）」（『
富
山
県
立
大
学
紀
要
』
第
二
七
巻
、
二
〇
一
七

年
三
月
）、「『
訳
解
笑
林
広
記
』
全
注
釈（
三
）」（『
東
ア
ジ
ア
の
古
典
文
学
に
お
け
る
笑
話
』、
新
葉

館
出
版
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
）、「『
訳
解
笑
林
広
記
』
全
注
釈（
四
）」（『
富
山
県
立
大
学
紀
要
』

第
二
八
巻
、
二
〇
一
八
年
三
月
）、「『
訳
解
笑
林
広
記
』
全
注
釈（
五
）」（『
富
山
県
立
大
学
紀
要
』

第
二
九
巻
、
二
〇
一
九
年
三
月
）
の
続
稿
で
あ
る
。
前
稿
に
引
き
続
き
、
遠と

お

山や
ま

荷か

塘と
う

施
訓
『
訳
解
笑

林
広
記
』（
文
政
十
二
年
（
一
八
二
七
）
刊
、
半
紙
本
二
巻
二
冊
、
全
三
〇
五
話
）
第
六
八
話
か
ら

第
七
九
話
ま
で
の
原
文
・
書
き
下
し
文
・
日
本
語
訳
・
注
釈
を
掲
載
す
る
。

　

和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
及
び
中
国
笑
話
関
連
資
料
の
諸
本
、
底
本
、
凡
例
等
に
つ
い
て
は
、

第
一
稿
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。『
富
山
県
立
大
学
紀
要
』
所
収
の
論
稿
は
、
す
べ
てW

eb

に
よ
る

閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

　　
68
倣ほ
う

制せ
い

字じ

（「
制
」
と
い
う
字
を
真ま

似ね

て
み
る
）

原
文

　
　

倣
二フ

制
ノ

字
一ヲ

﹇
凡
居
二

父
母

ノ

之
服
一

與
二ル

ハ

書
ヲ

于
人
一ニ

則
称
二ス

制
生
一

也
﹈

一-

生 

見
レテ

有
下ル

ヲ

投
二ス

ル

制-

生
ノ

帖
一ヲ

者
上

。
深

ク

嘆
二ス

制
字

ノ　

新メ
ヅ
ラ
シ
キ竒　

一ナ
ル
ヲ

。
偶ゝ
致
二ス

ヱ
ン
ホ
ウ
ニ
ジ
ヤ
ウ
ヲ
ヤ
ル

一
ノ

遠-

札
一ヲ

。
遂

ニ

效
レフ

之
ニ

。
僕
致
レシ

テ

書
ヲ

レス

生
ニ

。
問

フ

見
レテ

書
ヲ

有
二リ

シ

何
ノ

話ハ
ナ
シ説

一カ

。
僕
曰

ク

。
當メ

ノ
マ
ヘ
デ

-

面
ニ

キ

看
テ

。
便

チ

問
フ 

老オ
ホ
ダ
ン
ナ
相
公 

無
レキ

ヤ

恙
カ

。
又

タ

問
フ 

老オ
ク
サ
マ安 

人
好

ン
ヤ

否
ヤ

。
予
曰

ク

。
倶

ニ

安
也
ト

。
乃

チ

沈-

吟
半-

晌
シ
テ

。
笑

テ

而
入

ル

。
纔ソ

コ
デ

發
二ス

書
一ヲ

。
生 

大-

喜
シ
テ

曰
ク

。
人
不
レ

可
レラ

不
レル

學
ハ

。
只ゝ
一
字
用ツ

カ
ヒ
ア
テ
レ
ハ

ヒ

得
着-

當
ス
レ
ハ

、
便

チ

一カ
ナ
イ
ヂ
ウ
タ
ツ
ネ

家
倶

ニ

問
ヒ

到
リ

。
添
二-

下
ス

イ
ク
ラ
カ
許
多テ

イ
ネ
イ
ニ
ナ
ル

ノ

殷
勤
一ヲ

。

書
き
下
し
文

　
　

制せ
い

の
字じ

を
倣な

ら

ふ
﹇
凡お

よ

そ 

父ふ

母ぼ

の
服ふ

く

に
居を

り
て
書し

よ

を
人ひ

と

に
与あ

た
ふる

は 

則す
な
はち

制せ
い

生せ
い

と
称し

よ
うす

﹈

一い
つ

生せ
い 

制せ
い

生せ
い

の
帖で

ふ

を
投と

う

ず
る
者も

の 

有あ

る
を
見み

て
。
深ふ

か

く
制せ

い

字じ

の
新し

ん

奇き

な
る
を
嘆た

ん

ず
。
偶た

ま

た
ま 

一ひ
と
つの

遠ゑ
ん

札さ
つ

を
致い

た

す
。
遂つ

ひ

に
之こ

れ

に
効な

ら

ふ
。
僕ぼ

く 

書し
よ

を
致い

た

し
て
回か

へ

る
。
生せ

い 

問と

ふ 

書し
よ

を
見み

て
何な

ん

の
話わ

説せ
つ

か
有あ

り
し
。

僕ぼ
く 

曰い
は

く
。
当た

う

面め
ん

に
啓ひ

ら

き
看み

て
。
便す

な
はち

問と

ふ 

老ら
う

相さ
う

公こ
う

恙つ
つ
が無な

き
や
。
又ま

た 

問と

ふ 

老ら
う

安あ
ん 

人ひ
と 

好よ
か
らん

や
否い

な

や
。
予よ 

曰い
は

く
。
倶と

も

に
安あ

ん

な
り
と
。
乃す

な
はち 

沈ち
ん

吟ぎ
ん 

半は
ん

晌し
や
うし

て
。
笑わ

ら

ひ
を
帯お

び

て
入い

る
。
纔わ

づ
かに

回
く
わ
い

書し
よ

を
発は

つ

す
。

生せ
い 

大だ
い

喜き

し
て
曰い

は

く
。
人ひ

と 

学ま
な

ば
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
只た

だ 

一い
ち

字じ 

用も
ち

ひ
得え

て
着ち

や
く

当た
う

す
れ
ば
、
便す

な
は

ち 

一い
つ

家か 

倶と
も

に 

問と

ひ
到い

た

り
。
許あ

ま
た多

の
殷い

ん

勤ぎ
ん

を
添て

ん

下か

す
。

　
現
代
語
訳

　

あ
る
書
生
、（
誰
か
が
）「
制せ

い

生せ
い

帖じ
よ
う

」
と
書
か
れ
た
手
紙
を
送
る
の
を
見
て
、

　
「
あ
あ
。
す
ば
ら
し
い
。『
制
』
と
い
う
字
が
、
輝
い
て
い
る
よ
う
じ
ゃ
。」

　

と
、
感
嘆
の
声
を
上
げ
た
。

　
（
こ
の
書
生
、
あ
る
と
き
）
た
ま
た
ま
遠
く
へ
手
紙
を
送
る
こ
と
に
な
り
、
つ
い
に
（
憧
れ
の
）

「
制せ

い

生せ
い

帖じ
よ
う

」
を
真ま

似ね

て
、（「
制せ

い

生せ
い

帖じ
よ
う

」
と
書
い
た
）
手
紙
を
送
っ
て
し
ま
っ
た
。
召
使
い
の
下
僕

が
手
紙
を
送
り
届
け
て
帰
っ
て
く
る
と
、
書
生
は
こ
う
尋
ね
た
。

　
「（
相
手
の
人
は
、
あ
の
）
手
紙
を
見
て
、
何
と
言
う
て
お
っ
た
。」

　

下
僕
は
答
え
た
。

　
「（
相
手
の
人
は
）
私
の
目
の
前
で
手
紙
を
開
い
て
お
読
み
に
な
り
、
す
ぐ
に
『
大お

お

旦だ
ん

那な

さ
ま
は
、

お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。』
と
お
尋
ね
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ま
た
、『
大お

お

奥お
く

さ
ま
は
、
お

元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。』
と
お
聞
き
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
私
は
、『
お
二
人
と
も
お
元
気

で
ご
ざ
い
ま
す
。』
と
お
答
え
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
、
じ
っ
と
黙
っ

て
お
ら
れ
、
つ
い
に
は
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
、
家
の
中
へ
入
っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の

　
　
　
『　

訳　

解　
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林　
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』
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釈
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